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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　かつて、捨ててきた世界の夢を見た。

　私が抱いだいていた、箱庭の外の世界。

　壁かべを越こえ、海を越え、国境を越え。

　顔も知らぬ両親と姉し妹まいと一いつ緒しよに、何に縛しばられることも無く笑え顔がおで走り回る私。

　そんな、叶かなう事のなかった夢。

　得ることの許されなかった家族。

　いつか殺しあう姉妹を想おもいながら、私───久く遠どう彩あや鳥とは。

　今日も地じ獄ごくで、蛇だ蝎かつの剣けんを振ふるっている。




　　　　＊




（───……夜明けか）

　血ち塗まみれの海岸で疲つかれ果てていた私は、大木の幹に背を預けたままゆっくりと瞳ひとみを開く。如何どうやら少しばかり意識を失っていたらしい。

　迂う闊かつだな、と自じ嘲ちようの笑みを浮うかべる。

　今回の試験は今までに輪をかけて厳しかったから致いたし方ないものの、スカハサ師に見られればどんな罰ばつを受けるか分かったものではない。

　倦けん怠たい感に包まれていた私は、顔を上げることもなく言葉を紡つむいだ。

「………らしくありませんね、スカハサ先生。私如ごときに気配を悟さとられるとは」

「あら、起きてたの？」

　背中の大木の裏側から女性の声が上がる。

　何時いつから其そ処こに立っていたのかは知らないが、この距きよ離りまで自分に気配を気取られることなく接近するとは流石さすがは我が師である。

　愛剣を袂たもとに手た繰ぐり寄せた私は、背後にいる師へ振り返ることなく話を続ける。

「起きたのは今しがたです。海かい獣じゆうの群れを相手にするのは流石に疲れました」

「そりゃ女王騎き士しになる最終試験だもの。簡単なはずないでしょ。でもだからと云いって、敵地で寝ねるのはよくないんじゃない？　不意を打たれたらどうするつもり───」

　ヒュッ、と風を切る音。そして弧こを描えがく連接剣の刃やいば。

　必断の鋭するどさを秘ひめて振るわれた刃がスカハサ師の首元に迫せまり、首の皮一枚のところで大木の幹に突つき刺ささる。

「ご心配なさらずに。悪漢に襲おそわれたところで此これこの通り、鮮あざやかに撃げき退たいして見せましょう。───お望みとあらば、今この瞬しゆん間かんにでも証明して見せますが？」

　激しい戦いが終わり高こう揚ようしていたからだろう。私は師に普ふ段だんより激しい闘とう志しをぶつける。相手が師とはいえ、接近を許してしまったことを少し恥はじていた。

　海獣は皆みな殺ごろしにしたが、此こ処こは敵地だ。寝込みを襲われる可能性も十二分にあったのだ。己おのれを戒いましめる為ために一戦交える覚かく悟ごでいたのだが、師は言げん及きゆうしないまま淡たん々たんと話を続ける。

「ふふ。謙けん虚きよかつ強気なのは貴女あなたの美点ね。そんなに怯おびえなくても、帰りが遅おそいから気になって様子を見に来ただけよ」

　口元に手を当てて楽しそうに言うスカハサ師。

　その言葉に驚おどろき、少し戸と惑まどう。

　彼女からこんな柔やわらかい言葉が出てくるとは思いもよらなかったからだ。

　問答無用で叱しかり飛ばされると警けい戒かいしていた私は、少し気まずくなって剣を納める。

「失礼しました。スカハサ師は人の身で神域の武技に到とう達たつした御お方かた。その技わざの切れ故ゆえに、武神とも女め神がみとも鬼き神しんとも悪あく魔まとも魔神とも喩たとえ畏おそれられている我が師にそんな人道的な配はい慮りよが、もといそんな人間らしい気き遣づかいが出来るとは露つゆ知しらず、とんだご無礼を」

「私の機き嫌げんがいいからって地じ雷らい原げん散策はやめなさい」

　次はぶち殺すわよ、とやんわりとした殺気で付け足すお師し匠しよう様。手よりも先に言葉が出るとは、如何やら本当に機嫌が良いらしい。

　血塗れの海岸に視線を向けた私は、少し可笑おかしくなって口元を押さえた。

「どうやら本当に無礼だったようです。お許しください」

「絶対に許さないけど、貴女のそういう太ふて々ぶてしさと気骨のあるところは好きよ。───それで、どうだった？　ケルト神群の大敵・海獣ロックランは」

「噂うわさに違たがわぬ強敵でした。師から授さずかった技の数々が無ければ生せい還かんは不可能だったでしょう。ですが巣を破は壊かいした今、繁はん殖しよくして増えることは無いと思われます」

　愛剣を杖つえにして立ち上がる。疲ひ労ろうは主に足あし腰こしに響ひびいている。

　海獣は今まで相手をしたことがない程ほどの巨きよ大だいかつ強固な巨きよ獣じゆうだった。破壊力のある恩おん恵けいを身に宿していない私が巨大な敵と戦う時はとにかく足で攪かく乱らんするしか術すべがない。

　甲こう殻かくの隙すき間まから絶えず連撃を重ねることで一体ずつ処理していったものの、足と手を止めることなく丸三日も戦っていたのだ。

　思い返しても、奇き跡せきの様な勝利だったとしか言いようがない。師であるスカハサが私に教えた全すべてを駆く使ししなければ、勝利は疎おろか生還することもできなかっただろう。

　しかしスカハサ師は「そんなことは無い」と、やんわり首を振って否定する。

「謙虚なのはいいけれど、自身を過小評価し過ぎるのはよくないわね。海獣との戦いで私の技術が役立つ瞬間はそう多くなかったはずよ」

「いえ、そんなことは」

「だって倒たおす為に必要な秘技を貴女に授けてないもの。いやほんとよく勝てたわね」

　───……。

「は？」

「ん？」

「先生。今なんと」

「だから、倒す為に必要な技と武器を授けてない、って言ったのよ。海獣に完敗して心身ともにボロボロになった貴女に改めて秘技を教える手て筈はずだったのだけど………まさか基本的な武技だけで押し切ってしまうなんて。流石の私も予想外だったわ！」

　大したものね、と満足そうに頷うなずくスカハサ師。

　師のド畜ちく生しよう具合に思わず愛剣の柄つかを殺意込みで握にぎりしめてしまったが───満まん身しん創そう痍いの私では勝ち目がないと有りっ丈たけの自制心を発はつ露ろして堪こらえる。

　悠ゆう々ゆうと歩きだしたスカハサ師は海獣の死し骸がいに近寄ると、喜々として語り始める。

「まあそんなに怒おこらないでよ。秘技と武具を授けるにはコイツの角か骨が必要でね。どちらにしても海獣とは一戦交えないと駄だ目めだったのよ」

「いえ、どちらにしても順序がおかしい。ならば初めから角なり骨なり取ってくるように言っていただけたら良いのでは？」

「え、なんで？」

　よし殺そう。

　今は無理でも、この悪あく辣らつな女じよ傑けつは何時いつか私の手で叩たたき伏ふせようと強く誓ちかう。

　そんな私を尻しり目めに、スカハサ師は袖そでを捲まくり上げて告げる。

「さてさて！　それじゃお待ちかね、素材選びに入りましょうか！　槍やりにするか剣にするか、それとも弓にするか。早く選ばないと危ないからサクサク仕分けないと！」

「………危ない、ですか？　海獣なら絶ぜつ滅めつさせましたが」

「ああ、無む駄だ無駄。コイツは元巨きよ人じん族───フォモール族っていう巨人族から抜ぬけ落ちた星せい霊れいの欠片かけらみたいなものでね。死骸も時間が経たてば大地に溶とけて海に還かえり、また何時か復活するだけよ。最近噂の〝魃ばつ〟みたいなものね」

　海辺に打ち棄すてられた死骸に近寄り、その外がい殻かくを物色し始めるスカハサ師。

　私はその行こう為いそのものよりも、師の発言に首を傾かしげた。

「巨人族から抜け落ちた力………ですか。でもその話だと、巨人族は星霊の力を授かっていたように聞こえます。それはおかしなことではないのですか？」

　巨人族と云えばどの様な伝承であっても侵しん略りやく者の代名詞のはずだ。

　北ほく欧おう神群、ギリシャ神群、ケルト神群。その全てで巨人族は巨大な力を持つ最大の敵対勢力として描かれる。フォモール族とはケルト神群の大敵のはずだ。

　この神々の箱庭でも例に漏もれず、様々な悪行を働いていると伝え聞いている。

　最近の事件だと一〇年前に襲われたという水と大樹の街〝アンダーウッド〟が有名だろう。龍りゆう角かくを持つという強力なグリフォンとその仲間たちによって守られたという話だが、この巨人族の大だい襲しゆう撃げきはまだ耳に新しい。

「そうね。巨人族は侵略者の代名詞。貴女が訝いぶかるのはわかるわ。ただ、フォモール族は巨人族の中でも少し特とく殊しゆな立ち位置にあってね。彼らは最終的に巨人族───〝不俱戴天世界の敵〟と呼ばれる存在になってしまったけれど、元々は星の大動脈を守る巨人だったのよ」

　師の語りに、私は驚いた。星の大動脈は恩恵を循じゆん環かんさせる為の最重要地域だが、その多くが特殊な地質や地域に点在している。

　外界で有名なのは合衆国の大火山地帯である〝イエローストーン〟、旧生物時代崩ほう壊かいを成した〝シベリアトラップ〟、最大の大気極相地域〝アマゾン樹海〟。

　そして私が生まれた国───否いな、生まれるはずだった国。

　極東の災害大国・日本。

　此れらが〝星の大動脈〟に該がい当とうする。大動脈に隣りん接せつする地域には多神教の神群が息い吹ぶく傾けい向こうがあり、箱庭の世界の文化圏けんでもその様に区別されることが多い。

　先述した大動脈の他ほかに大陸プレートの亀き裂れつや熱帯雨林など天地に分かれた大動脈が存在するものの、ケルト神話が生まれた極西の地はその大動脈には該当しないはずだ。

　ロンドンを代表とした尖せん塔とう群の街が居並ぶ英国文化が発達した理由の一つに、安定した地質と気候に恵めぐまれたという要因がある。

　西せい欧おう諸国は地じ盤ばんが安定しているが故に、星の鼓こ動どうから離はなれてしまったが故に、現在の景観を持つ文明を獲かく得とくした───

　と説明したのは、他でもないスカハサ師ではなかったか。

「ああ、うん。言いたいことは分かるわ。要するに星の大動脈が英国やアイルランドの近くにある筈はずがないって言いたいのよね？」

「はい。星の大動脈があの地に生まれれば大事件です。耐たい震しん文化がほぼ無い土地ですよ。災害に対する歴史を積んでいない英国に大動脈が生まれれば一年も経たずに壊かい滅めつします」

「私もそれについては同意する。でも、昔は違ったのよ。それこそ私が生まれるより遥はるかな昔、〝来エリ寇ン・グのリモワ書ール〟の真典が存在していた頃ころにはね。

　───ちなみに貴女、〝アストラ〟って聞いたことある？」

　師の言葉が急に真しん剣けんみを帯び、私も姿勢を正す。

「〝アストラ〟………ラテン語の方ですか？　それともサンスクリット？」

「両方よ。この言葉は元々一つの言葉でね。〝天軍デイーヴア〟の前身が後々に訪おとずれる究極的な破は滅めつから世界を救うために、二つの意味に分けて広めた恩恵なのよ」

　印いん欧おう祖そ語ご圏けんって奴やつね、と指を立てながら続けるスカハサ師。

　一いつ般ぱん的に〝アストラ〟と呼ばれる言葉には二つの意味がある。

　一つ目は西欧圏のラテン語に於おいて星・新星を意味する言葉。

　二つ目は印度圏のサンスクリット語に於いて兵器を意味する言葉。

　西の方角で新星、東の方角で兵器として使われる古代のダブルミーニング。もしもこれらが二つの意味ではなく元は一つの意味を持つ言葉だったのだとしたら───

「〝アストラ〟とは………〝星の新兵器〟という意味、ですか？」

「おお、上手うまい具合に掛かけ合わせたじゃない。流石さすがは我が愛まな弟で子しね。───つまりはそう〝アストラ〟とは、人類の究極的破滅を回かい避ひする為に必要な最終兵器に秘められた記号。神話上に現れる星牛、星せい鍵けん、エーテル粒りゆう子しなんかがそれに該当するわ」

　海獣の死骸を物色していたスカハサ師は、一番巨大な海獣に目を付けて駆かけ寄る。

「勿もち論ろん、全ての兵器にその名が与あたえられてるわけではないの。戴たい冠かん石や巨おお釜がまを与えられた古代ケルト神話は印欧祖語圏から外れていたし、他国の文明に混ざる過程でその記号が変わってしまったものも少なくない。アストラ、アステル、ステラの様な広義的に〝星〟を意味する暗号もそうだし、星の形状や伝承の中にも〝アストラ〟は隠かくされている。極東の地にも一つ、アストラの剣けんが残ってるしね」

「日本に………星霊由来の剣が？」

「ふふ。その話はまたね。私がこの海獣を武具の素材に選んだのは、アストラの残ざん滓しがこの海獣に宿っているからよ。ケルト神話に出てくる、巨釜の力がね」

「あ、巨釜なら聞いたことがあります。無限の食しよく糧りようを生産し、死体を煮にれば死者を復活できるという、ダグザの巨釜ですよね。聖せい杯はいのオリジナルとも伝えられる、」

「違う違う、その巨釜とは別物………或あるいは対局ね。フォモール族の王の手にあったのは死の巨釜。逆に大神ダグザの巨釜は死体を煮ると死者を復活させる力があったって話じゃない。今は女王をハロウィンの霊格ひながたに縛しばる程度の力しかないわ」

　軽い調子で告げるスカハサ師に、私は肝きもを冷やした。

　太陽の星霊である女王に〝クイーン・ハロウィン〟という雛ひな型がたを与えて押し込める兵器など、規格外にもほどがある。本体の残滓に過ぎないにも拘かかわらず、それほどの力を持つというのか、その〝アストラ〟という兵器は。

「フォモール族はアストラを使い視みるだけで死を与えるという魔神を作り出した。其それが最強の神殺しの一角───死眼のバロールであり、その力の搾しぼり滓かすがこの海かい獣じゆうね」

　ヒュ、とスカハサ師の左ひだり腕うでが踊おどる。

　連接剣は一ひと振ふりで七つの弧こを描えがき外殻を削そぎ落としていく。私の刃やいばは一度も通らなかったにも拘わらず、師の連接剣は瞬またたく間に海獣を解体し始める。光を放ちながら幾いく重えにも弧を描くその剣けん閃せんは、ものの数秒で海獣を肉と骨に分けてしまった。

　同じ剣技でも武器が違えばここまでの差が出るのかと、思わず息を吞のむ。

「ふふ、どう？　良い切れ味でしょう？」

「………ええ。その剣があれば、三日も此こ処こで走り回る必要は無かったでしょう」

「そういう安易な発想に至るから渡わたさなかったのよ。愛の鞭むちと思って許しなさい」

「許しません、絶対にです」

「しつこいなあ。貴女あなたの素体は優ゆう秀しゆう過ぎたのよ。私が教えた武技を三ヵ月足らずで極きわめてしまった。コレ、弟子ランキングじゃ二位の功績よ」

　指を二本立てて褒ほめるスカハサ師。むしろ私以上に速く神域を修めた兄弟子がいる事に驚おどろきを隠せない。古代ケルト人は生きつ粋すいの戦せん闘とう民族だったようだ。

「その子の時にまあ、師として色々と失敗してね。其そ処こから私なりに反省して、秘ひ奥おうを授けるにしてもまずは弟子の実力の底を知らなきゃ駄目だと思った………わけだけどまあ、まさか本当に勝っちゃうとはねー！　貴女の執しゆう念ねんを少し見み縊くびっていたわ！」

　頰ほおを搔かきながら困ったように笑うスカハサ師。

　私はその言い分を聞き、皮肉気に笑う。

　本当にそう思っているのなら自身を過小評価しているのはむしろ師であるスカハサの方だ。執念を力に変えたといえば、確かにそれもあるだろう。

　私が剣を取ったそもそもの理由は死者特有の妄もう執しゆうだ。

　疎うとましく妬ねたましい姉し妹まいを殺し、箱庭の外の世界で転生する。

　箱庭内で死者を蘇そ生せいする恩恵は無いものの、全く別の生命体に転生させる業わざがある。

　神々の箱庭にとって、死の概がい念ねんは極めて特殊だ。

　例えば外界で命を失い死したとしても、他の宇宙観を持つ神々にその価値を認められた者は、人類とは異なった宇宙観コスモロジーを持つ世界での霊格そんざいが確約される。

　信しん仰こうが死を回避するという類たぐいの教典はこの転生法から由来したものだ。神を信仰するということは、死後の己おのれを信仰した神に委ゆだねるということである。

　死した肉体が大地に還り精せい霊れい化する場合は、青き星の精霊に。

　祖そ霊れい崇すう拝はいの概念によって神霊化したものは、神群の宇宙観に沿った神霊に。

　死後に星座に祀まつり上げられて霊格を得た者は、星霊の代行人として転生する。

　箱庭で存在を維い持じする為ために功績が必要だというカラクリが正に此処にある。

　神々の箱庭で霊格そんざいを得る為には高次生命にその命の価値を、人生の軌き跡せきを、正負を問わず認められる必要があるということだ。

　故ゆえに、真の意味で完全なる死を迎むかえる者とは───その人生で何事も成すことが無く、誰だれにも認にん知ちされることのない者、ということになるかもしれない。

　そういった数々の転生の業の中でも、私に施ほどこされる転生は太陽の境界を使った極めて珍めずらしい業の一つだろう。

　私が行う転生法は───万聖節と星の境界が撓たわむ日を利用したものだ。

　古代ケルトの太陽信仰の概念を基もとにしたこの転生の恩おん恵けいは女王〝クイーン・ハロウィン〟と聖人ペテロにのみ許された転生法である。

　十月三十一日は太陽の光が一年を通して弱り始める日であり、生と死の境界が砕くだけ死者が地上に復活する日として信仰されていた。

　この信仰をキリ〇ト教に取り込んだのが万聖節だ。

　しかしこの転生法も例に漏れず、死者を蘇生させる業ではない。

　私に施される予定の転生法は二つ用意されている。

　一つ目は、異なった時間流で全く別の生命として誕生させるというもの。

　この場合、私の外見や記き憶おくは一度リセットされる。今の経験だけを引き継ついだ状態で、〝女王の目的に尽つくす〟尖せん兵ぺいとなる。

　但ただしこの転生法を用いた側は己の霊格を尖兵に一部譲じよう渡とする必要がある。

　女王の霊格を削けずって譲ゆずられる為、転生した私はきっと女王と同じ金の髪かみで生まれることになるだろう。

　文明圏によっては此これを〝神霊の化身アバター〟とも呼ぶ。インド神話の太陽神は己の息子むすこに全霊格を授けたという話も聞くが、此れは例外中の例外だとか。




　二つ目は───私が生まれるはずだった時代の双ふた子ご姉妹を殺し、その姉妹が本来担になうはずだった役割を引き継ぐというもの。

　姉妹の名は、久遠飛鳥あすか。彼女との〝入れ替かわり〟という特殊な転生は、双子姉妹である私だから可能な転生法だ。

　運命の積量が可変しない事実の改変は、星せい霊れいクラスにもなればさほど難しいことではない。この方法を用いれば女王の霊格を傷つける必要もなくなる。

　姉妹を殺す為に剣を磨みがいてきた───というのは、つまりそういうこと。

　箱庭に召しよう喚かんされてからの三ヵ月間。己の背中を押す感情はそれだけだ。そのためだけに私は幾いく多たの試練を乗り越こえ、遂ついには女王騎き士しの試験を受けるに至った。




　だがしかし───如何いかに妄執があり、如何に素体が優秀とはいえ、それだけで至れるほど神域の武技は安くない。

　スカハサ師の指南が的確だったからこそ、自分は神域の業を獲得するに至ったのだ。

（………。少しは、感謝するべきなのでしょうか）

　こうして無事に最終試験も合格できた。

　少しくらいは感謝を言葉にして示すのも人として正しい在り方なのでは、

「しかし勿もつ体たいないことしたなー。惨ざん敗ぱいしてボロボロになった貴女を畳たたみかけるように叱しかりつけて自尊心をたたき折り今後の指示をしやすくするつもりだったのに。無念だわ！」

　いや、無いな。

　うん、絶対に無い。

　感謝するほうがむしろ筋すじ違ちがいだ。

　この女じよ傑けつが他人を鍛きたえるのは趣しゆ味みと勅ちよく令れいを兼かねたものでしかない。

　女王の勅命で私を鍛えるように指示されてはいるが、死ねばそれまでの事だと考えていた可能性も十二分にある。此処で甘い顔をしては後ほど図に乗らせるだけ───

「さて、それじゃ帰りましょうか！　今日くらいはお祝いしてあげないとね。せっかくだから、女王騎士兼けん・メイド長の腕うでを少しだけ見せてあげましょう！」

「─────、」

　上じよう機き嫌げんで削ぎ落とした海獣の肉を纏まとめるスカハサ師。

　鼻歌交じりで弟子の勝利を喜ぶその仕草に、噓うそ偽いつわりは感じられない。

　本心から祝ってくれているらしく、何ともむず痒がゆいことこの上ない。

　感謝を告げるタイミングを逃のがした私は黙だまってそっぽを向くしか手が残されておらず、仮面の下で曖あい昧まいな顔をするしかなかった。

（………まあ、何時いつか御お礼れいを言う機会の一つくらいあるでしょう）

　愛剣を杖つえにして立ち上がった私は埃ほこりを払はらい、遥はるか海の向こうにある水平線を見る。

　海面と月が鏡合わせになるその景観は、海辺が限られている箱庭では中々に見られない光景だ。

　目を閉じれば潮の満ち引きがリズミカルに響ひびいてくる。

　外界の島国ならば多くの場所で聞くことが出来るというその潮しお騒さいに思いを馳はせながら、私は師に対してポツリと呟つぶやく。

「………先生」

「うん？」

「私は本当に───私の人生を、勝ち取ることが出来るのでしょうか？」

　師が嫌きらう弱音を吐はき、ハッと口元を押さえる。

　私が外界で生を得るには、何時か召喚されるはずの姉妹との殺し合いに勝利しなければならない。其処に疑問を呈ていするということは、自身の勝利を疑うということだ。

　そんな軟なん弱じやくな考えが許されるはずも無い。拳こぶしが飛んでくることを覚かく悟ごした私は慌あわてて剣を構えた。

　だが意外にも、スカハサ師にそのような気配はない。

　代わりに鉄の素す顔がおが露あらわになる。僅わずかに瞳ひとみを細めた師に私は背筋を凍こおらせる。

　ワインレッドの赤髪をゆらりと靡なびかせ、真っ直すぐに私を見つめる師は───さながら、予言者の如ごとき冷れい淡たんな声で告げた。

「………そうね。貴女に姉妹を殺す覚悟があるのなら………いいえ。貴女に肉親を殺す、その意味があるのなら。貴女の勝利は揺ゆるがないわ」

「殺す意味？　転生とは別の意味、ですか？」

「ええ。貴女が戦う理由、貴女自身が転生を願う理由。願いの根幹にある筈はずの想おもい。その矛む盾じゆんが貴女の剣けんを鈍にぶらせるのであれば………貴女は、必ず敗北するわ」

　師は少しだけ寂さびしそうに私の敗北を宣告する。

　其それはつまり、師の教えた業の数々が勝敗を分かつ要因にはならないということだ。

　如何に冷淡な女傑であっても、弟で子しの運命に己の教え伝えた業が絡からむことが無いのは寂しいことなのだろう。

「─────………」




　そして、その予言は一語一句違たがえることなく実現した。

　己の家族を手に入れる為に、己の姉妹を殺す。

　私がその矛盾に気が付いたのは姉妹との殺し合いの最終局面。

　最後の最後になって、私はその予言の意味を嚙かみ締しめた。

　世界で只ただ一人、自分と同じ孤こ独どくを抱いだき、孤独を癒いやすことができたかもしれない人。

　そんな姉妹を殺して、その先にある幸せを甘受できるのか。

　死に物もの狂ぐるいで得た生の機会を、一いつ生しよう涯がい後こう悔かいと共に生きることになるのではないのか。

「─────」

　妄執と共に鍛えた技わざは無む為いに散った。しかし師は私が亡もう者じやとして勝利するよりも、私が畜ちく生しように落ちる事を憂うれいてあの予言を私に授けた。

　時に憎にくみ、時に疎み、時に羨せん望ぼうした神域の業の師は、名実共に人生の師と為なった。




　妄執から解放された私は女王の寵ちよう愛あい者として黄金の髪を授かり、外界で新たな名と姿形───久く藤どう彩鳥として。

　今日も、新しい人生を謳おう歌かしている。
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　───精せい霊れい列車〝サン＝サウザンド〟号


最上階テラスの鍛たん錬れん場。






　張り詰つめた空気が両者の間に流れていた。煌きらめく尖せん刃じんを共に突つき合わせる久く藤どう彩あや鳥とと上うえ杉すぎ女史は微び動どうだにせぬままにらみ合って動かない。糸を指で弾はじけば今にも激しく剣けん戟げきを重ね合わせそうな気き迫はくを漂ただよわせながら板張りの鍛錬場で構えている。

　久藤彩鳥が握にぎる得物は仕込み武器の連接剣。

　上杉女史が握る得物は赤い長なが柄えの馬上槍やり。

　間合いの有利は彩鳥にあるものの、成人男性一人分ほどの長さを誇ほこる長柄の槍とぶつかり合えば、連接剣の剣先は軽く弾き飛ばされてしまうだろう。

　その隙すきに上手うまく押し込めば、連接剣は如何様にも捌さばいてしまえる。

　しかし彩鳥の武器は連接剣だけではない。彼女は近接戦せん闘とう用の二本槍も所持している。上杉女史が迂う闊かつに飛び込めば手痛い返しを頂くことになるだろう。

　後の先を警けい戒かいする両者は共に機会を窺うかがい続ける。

　だが突とつ如じよ、彩鳥が大きく息を吸ってから口を開いた。

「………失礼。鍛錬を申し込んだ以上、此方こちらから打ち込むのが礼れい儀ぎですね」

　その言葉に上杉女史もニヤリと口元を緩ゆるめる。

　彼女は初めから先手を取るつもりが無かったのだろう。未知の相手がどの様な手を見せてくるか心待ちにしている節さえある。

　ならば期待に応こたえるのが挑ちよう戦せん者の義務というもの。

　刀身の連結を緩ませた彩鳥は静かな呼吸と共に、蛇だ蝎かつの剣けん閃せんを解放した。

「ふっ───！」

　三つの弧こを描えがき襲おそい掛かかる剣閃。

　人の業わざのみで繰くり出されるとはとても思えないその鋭するどさに上杉女史は僅かに硬こう直ちよくする。

　此これが蛇へびの牙きばならば、此れが蠍さそりの尾おであるなら、この様な硬直をする戦士ではない。此れが牙なら牙ごと頭ず蓋がいを砕くだき、此れが蠍の尾であるなら根元から切り裂さくだけのこと。

　しかし蛇蝎の剣閃はその全身が鋭い刃だ。

　蛇の腹と思い違えて触ふれた場所が、牙より鋭く蠢うごめく鱗うろこであった、なんて云いうのはとてもじゃないが笑えない。

　剣先をどの様に弾き返しても撓たわんだ刀身が矢や継つぎ早に襲い掛かることだろう。

　如何いか様ように捌いても結果は同じ。故ゆえに、上杉女史の行動は速かった。

「何処どこに居ても斬きられるというのなら───足を止めるなど愚ぐの骨こつ頂ちようッ[image: !!!]」

　槍の穂ほ先さきと柄えの先で二度打ち払はらい、上杉女史は突とつ進しんを仕掛けた。

　猪ちよ突とつ猛もう進しんこそ我が代名詞とばかりに駆かけ出した彼女に彩鳥は思わず目を見張ったが、此れは此れで正しい判断でもある。

　遮しや蔽へい物の有う無む、得物の違い、間合いの差を考こう慮りよすれば逃にげ回る益は皆かい無むである。瞬しゆん時じに最善手を選び取ることが出来るのは彼女の経験の豊富さ故だろう。

　だがそれは同時に両者の技量の差を露ろ呈ていさせた。

　もしも彼女に蛇蝎の剣閃を払いのけながら突き進む技量があるのなら、如何に猪突猛進の性格であっても堅けん実じつに突き進んでいただろう。

　此このまま剣技だけで押し切れると判断した彩鳥は後退しながら更さらに弧を増やし圧あつ迫ぱくを仕掛ける。手元を巧たくみに操あやつりながら払われた蛇じや腹ばらも利用して追い詰める。

　しかし上杉女史の突とつ破ぱ力は尋じん常じようではなかった。

　蛇蝎の剣閃で網あみ目めを描こうが柵さくを築こうが何のその、腕うでが千切れようと足が千切れようと死なねば安いの侍精神サムライスピリツツで突っ込んでくる。

　それで実際に軽傷で済ませるのだから侮あなどれない。

　此れが戦国時代で御お馴な染じみ〝戦人バトルヒユーマ〟というものなのかと、彩鳥は少し感動した。

　───とはいえ、それと勝負は別物である。

　此の手合いの猪いのしし武む者しやは彩鳥にとって絶好のカモだ。

　力任せに突っ込んでくるだけならどの様に捌こうと負ける気がしない。

　蛇蝎の剣閃を捌こうと上杉女史の体が大おお振ぶりになると同時に。蛇が蜷局とぐろを巻くように剣先が長柄の槍を搦からめ捕とる。一いつ本ぽん釣づりの様にその槍を一気に引き寄せようとした直後。

　上杉女史が、得物を離したのだ。

「っ───！」

　勢い良く引っ張り上げた彩鳥は後ろに体勢を崩くずした。しかしすぐに勢いを殺さないまま後転して立て直す。

　だが上杉女史が距きよ離りを詰めるには十分すぎる隙だった。

　一足飛びで摑つかみかかれる距離にまで踏ふみ込んだ上杉女史は彩鳥の手首を摑み、大布を広げるように翻ひるがえしてから叩たたきつけた。

「どッ、せいッ[image: !!!]」

　響ひびく爆ばく音おん。弾はじける床ゆか板いた。

　板張りの床ゆかは無残にも砕け散り、その衝しよう撃げき音は精霊列車の下層にまで響いた。

「痛っぅ………！」

　ケホッ、と噎むせ返る彩鳥。

　その上から覗のぞき込むように笑いかけた上杉女史は、得意気な様子で勝利宣言をした。

「ふふ。勝負あり、だな」

「………はい。私の負けです。侍精神、恐るべしです」

「それは此方の台詞せりふだぞ。お前の連接剣の腕は噂うわさに聞いていたが見事なものだ。この目にしてみるまでは曲芸の類たぐいとしか思っていなかったが、いやはや、実際に目まのあたりにすると凄すごいものだな！　いつも通り突進するしか手が無かったぞ！」

　鼻息を荒あらくして賞賛する上杉女史。

　どうやら攻こう略りやく法が無い時は真正面から突き進むのが彼女の流りゆう儀ぎらしい。まだ体に力が入らない彩鳥はぐったりとしたまま苦笑いを浮うかべる。

　しかし驚おどろかされたのは彩鳥の方だ。

　人は武器を手にすればまず身を守ろうとするもの。
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　戦いの場で一度握りしめた武器を敢あえて離すというのは並外れた胆たん力りよくが無ければ出来ない。此れが鋼はがねの侍精神というものらしい。

　彩鳥は恐おそれ入りながらまだ痛む体を何とか立ち上がらせる。

　だがその時───背後から、猛もう獣じゆうの唸うなるような声が響いた。

「………随ずい分ぶんと無様ね、彩鳥」

　ビクッッッ[image: !!!]　と背筋を伸のばして立ち上がり振ふり返る。

　そうだ、この人が見学に来ていたことを忘れていた。

　壁かべに寄りかかりながら二人の立ち合いを見ていた赤あか髪がみを三つ編みに結ゆっている女───女王騎き士しスカハサは、心底不快そうに彩鳥を睨にらんでいる。

　身体からだの痛みも忘れて立ち上がった彩鳥は額からダラダラと冷や汗あせを流し始めた。

「彩鳥。一応聞いておくけど。私はあんな粗そ雑ざつな戦い方を教えた事は無い筈はずよね？」

「は、はい。武器を絡からめて取り上げようとしたのは私の悪手です」

「それは別にいいわ。百万歩譲ゆずって許してあげる。決けつ闘とうならいざ知らず、これは鍛錬の成果をみる模も擬ぎ戦だもの。武器を取り上げて終わらせようとするのは結構よ」

　悪手は許すと口にしながら、言葉に込められた怒ど気きはまるで収まらない。

　より一層縮こまる彩鳥に、スカハサは吐はき捨てるように告げる。

「怒おこっているのはむしろ其そ処こに行きつくまでの試し行こう錯さく誤ごよ。───ねえ、彩鳥。お前がどんな思考で上杉さんの武器を取り上げようとしたのか、当てて上げましょうか？」

「え？」

「上杉さんが突とつ撃げきを選んだ時、お前はこう考えたはずよ。

〝技量では自分が遥はるかに上なのは自明の理。にも拘かかわらず力任せに突っ込んでくるだけなら、どの様に捌こうと負ける気がしない〟。───そんな風に慢まん心しんしたから、相手の武器を絡めて取り上げるなんて普ふ段だんやらない強ごう引いんな戦法を選んだのでしょう？」

　グサリ、とほぼ完ぺきな図星を突かれる。

　師の侮ぶ蔑べつを含ふくんだ視線に自身の慢心を突かれ、彩鳥は羞しゆう恥ちで頰ほおを紅潮させて俯うつむいた。

　戦っている時は最善手を選んだつもりでいたが、言葉に出されて再さい確かく認にんさせられると無様なことこの上ない。

　二本の槍に持ち替かえる間も無ければ、距離を取って剛ごう弓きゆうを番つがえることも無かった。

　師に授さずけられた技を一割も使うことなくあっけなく敗北してしまっては、指導者として憤ふん怒どするのも当然の事だろう。

　いっそ消えてしまいたいと縮こまる彩鳥は、

「………ほんとに無様ね」

　グッッッサリ、と。

　追い打ちのハートブレイクを決められ、しゅん、と肩かたを落とした。

「はあ………ごめんね、上杉さん。お目当ての業が見せられなくて。もしよかったら私が一手お相手しましょうか？」

　彩鳥の連接剣けんを拾い上げ、左手で軽く振るう。搦め捕られていた長柄の槍は蛇の尾先に弾かれたように回転しながら上杉女史の手元に戻もどった。

　しかし長柄の槍を受け取った上杉女史は笑いながらハッキリと首を横に振る。

「スカハサ殿どの直々に神域の業を見せていただけるというのは名めい誉よなことだ。しかし私は彩鳥に神域の武技を見せてもらうと約束し、彼女の業の全すべてを見せてもらった訳ではない。人には誰だれしも好調不調の波があるというもの。彩鳥には日を改めて再度手合わせ願おう」

　上じよう機き嫌げんで嫌いや味みの無い朗ほがらかな笑えみに、少しだけ驚くスカハサ。

　そして申し訳なさでより沈しずみ込む彩鳥。猪突猛進の猪いのしし侍ざむらいなんてプリトゥからは揶や揄ゆされているが、武人としての人ひと柄がらは申し分ない御ご仁じんである。

　此のままでは終われないと奮起する彩鳥を、冷れい淡たんな声が阻はばんだ。

「彩鳥。いい機会だから単刀直入に聞くわ。貴女あなた、箱庭に居た頃ころの記き憶おくはどれだけある？　五年前に会いに行ったときは違い和わ感かんが無かったけれど。記憶の欠損は無いの？」

「も、問題ありません。武技が鈍にぶってると言われれば反論は出来ませんが………」

「その様子はないから安心なさい。私の見立てだと貴女の鈍りは気構えの問題だから。もし記憶に問題が無いとすると………あとは一つしかないわね」

　はあ、とため息を漏もらして腕を組む。

　先ほどとは別の意味で冷たい視線を向けるスカハサ。

「陳ちん腐ぷな言い方になるから避さけてたんだけど。───貴女もしかして、戦う理由を見失ってない？」

「そ、そんなことは………！」

「少なくとも昔の貴女なら、今の様な醜しゆう態たいは見せなかった筈よ。箱庭から外界へ転生する為ために必死だった、あの頃の貴女なら」

　反論を許さない厳しい口調。彩鳥は言い返せずに歯は嚙がみする。

　ミノタウロスとの一戦以来、思う様に戦えていないもどかしさは感じている。

　昔の自分なら───箱庭で戦っていた頃の自分ならこんな醜態はさらさなかった筈だ。巨きよ人じん族を薙なぎ払はらい、巨きよ龍りゆうとの戦いを経て、遂ついには魔ま王おうの凶きよう爪そうさえも捌いて見せた頃なら。

「私の教える武技の強みは手札の数にあるわ。遠えん距きよ離り、中距離、近距離のあらゆる戦闘に適応する為に二本の槍やり、連接剣、剛弓の三つを使い分ける必要がある。常に相手の上手を取り続けることで優位に立ち、自身より格上の相手にも戦闘を成立させることが出来る。貴女にも、一番初めに教えたことよね？」

「は、はい」

　三種の武具を適切な状じよう況きようで使い分けることが出来れば、身体能力で劣おとっていたとしても勝利することは難しいことではない。

　だが口にするは易やすく、成し得るには厳しい。

　適切な状況判断が出来なければ戦いにすらならず命を落とすことになる。

　最善手を選び続ける冷静な判断と、己おのれより格上の相手に打ち勝とうという胆力。その全てが揃そろっていなければスカハサの業わざは成立しないのだ。

「あの頃の貴女の剣には神仏さえ退ける執しゆう念ねんがあった。地を這はい泥どろを啜すすってでも自分の目的を遂とげて見せるのだと。その執念があったからこそ貴女は女王騎士に任命されたのよ。なのに今の貴女はまるで覇は気きが足りない。此これでは師である私の面めん目ぼくも立たないわ」

「………はい。申し訳ありません」

　一言一句、返す言葉も無い。

　スカハサも怒いかりを通りこして呆あきれかえり、鍛たん錬れん場から背を向けて歩き出した。

　扉とびらに手を掛かけた彼女は首から上だけ振り返り、突つき放す様に宣言した。

「もう一度よく考えることね。今のままじゃ貴女………手にしたもの全てを、失うことになるわよ」

　振り返ることなく足早に去っていくスカハサ。

　彩鳥はその背中に声をかけることもできないまま、辛つらそうに奥歯を嚙み締しめた。




　　　　＊




　───精せい霊れい列車〝紫し煙えんのラウンジ〟。

　視界を惑まどわす紫煙が漂ただようバーラウンジ。

　人外の敵対者が鉢はち合あわせないようにそれぞれの座席には雅みやびな半はん透とう明めいのカーテンが掛かっている為、隣となりの席の様子は互たがいに把は握あくできない。

　そんな不ふ明めい瞭りような視界の中を、大おお股またでズンズンと進む女性がいた。

　赤い三つ編みを左右に振りながら歩く女性───スカハサは真っ直すぐに最さい奥おうの個室まで直進する。歩くその姿勢は為人ひととなりを示すというが、その容よう赦しやない大股歩きを見れば、今の彼女の心情を推おし量るのは難しくないだろう。

　彼女は今、明らかに怒っていた。

　弟で子したちには鬼おにだ悪あく魔まだといわれる彼女だが、その気き性しようは平時だとむしろ穏おだやかな人種である。その彼女を此れだけ怒らせるとは中々に出来ることではない。

　ズカズカズカ、と勢い良く紫煙を引き裂さいて進む。

　その後ろを追う様に上杉女史が小走りで近づいた。

「スカハサ殿！　少しお待ちを！」

「あら？　上杉さんが何の御ご用よう？」

「向かう先が同じだと思ったのでな。それより良かったのか？　彩鳥をあのままにして」

「私から言うべきことは既すでに言ったわ。後はあの子の問題よ」

「その割には随分と怒っている様に見受けたが………」

　そりゃ誰だって怒ることはあるだろう。スカハサとて元は人の子である。

　人に好調不調の波があるといったのは他ほかでもない上杉女史だ。出来れば今は一人で酒でも呷あおりたい気分だったが、この様子では簡単に放してくれそうもない。

　スカハサはため息を吐いて個室の扉に凭もたれ掛かる。

「誤解が無いように言っておくけど、私は別に彩鳥の敗北に怒ってるわけじゃないわ」

「そ、そうなのか？」

「ええ。模擬戦なんだから新しい戦術に手を出して敗北するのは別に恥はじでもないでしょ。私だって失敗を積み重ねて研けん鑽さんして来てるわけだしね」

　剣けん術じゆつ、槍そう術じゆつ、弓術。その全てを絶え間なく研鑽し続けてきた彼女にとって失敗はむしろ身近なものだ。上杉女史を侮あなどったことは叱しかりつけるべきことだが、憤怒するべきことではない。指導の際に個人的な怒りを交えるのは指導者とし恥はずべき事だ。

「ではスカハサ殿が怒ってるのは………目的意識の欠けつ如じよについてか？　確かに気き迫はくに欠ける戦いをする娘むすめではあるが、箱庭に居た頃の執念はそんなに凄すごかったのか？」

「そりゃそうよ。生への羨せん望ぼうは死者特有の妄もう執しゆうだもの。だから生者として、新たな命として独りで歩み始めた彩鳥が、戦場から心が離れてしまうのは仕方がない事よ」

　───……むむ？

「スカハサ殿？　其処までわかっているなら、何がそんなに気に食わないのだ？」

「ん？　目的意識の欠如だけど？」

「だがそれは仕方がない事だと………違ちがうのか？」

　ああ、なるほど。スカハサは誤解させてしまった事に苦笑いしながら首を横に振る。

　久藤彩鳥の前身である久遠彩鳥───彼女は本来なら生まれてくることすらできない、双ふた子ごの片割れだった。死因が流産であったのか其それとも何らかの理由で双子の片割れを間引いたのかはわからないが、彼女は必ず赤子のまま命を失う宿命にあった。

　理り不ふ尽じんな死を嘆なげいた彩鳥は双子の姉し妹まいを殺し、自分だけの家族を手に入れようと必死だった。しかし今の彼女に同じ魂たましいの熱量を持てと叱るのは酷こくなことだろう。

　何故なぜなら、今の久遠彩鳥は────

「率そつ直ちよくに言うとね。───今のあの子、幸せなのよ」

「幸せ？」

「ええ。満たされてると言い換かえてもいい。愛すべき家族が居て、愛すべき学友がいて。大凡おおよその人間が望む幸せを手にしたあの子にとって、この太陽主権戦争は人生の蛇だ足そくでしかない。無欠の人生を手にした人間が命を賭かけて戦う事に意味を見いだせなくなることは、必然であり、仕方がない事だもの。それにケチを付けるのは無ぶ粋すいの極きわみでしょう？　だって師であるなら、弟子の幸せは祝福してあげるのが筋なのだしね」

　険しい瞳ひとみを、少しだけ柔やわらかくするスカハサ。

〝手にしたもの全てを失う〟とは、久藤彩鳥が手にした幸せを失うという警告だったのだ。その挙動と言動に、上杉女史はこの女じよ傑けつの人柄を見た気がした。

「ふふ………なんだ、そういう事か！　如何どうやら私の心配は杞き憂ゆうだったらしい！　つまりスカハサ殿は、愛まな弟で子しが心配で心配で仕方がないのだな？」

「………え？」

[image: ]

　───[image: ][image: ]

　と、有りっ丈たけの疑ぎ問もん符ふで答えるスカハサ。

　如何やら自分の怒りの根源に全く気が付いていなかったらしい。

　腕うでを組み直し無言で自問自答をし始めた彼女は、苦虫を嚙かみ潰つぶした様な顔をした。

「あ、あれ？　あれれ？　でも、ああ、うん、話をまとめるとそういうことになるわね。………そう、なっちゃうわね」

「ああ。端たん的てきに言うとそうなるな」

「で、でもあの子が特別って訳じゃないわよ。いやほんとに！」

　何か適切な喩たとえは無いかと自問自答を繰くり返すスカハサ。

　此こ処こできちんと適切な返しをしないと上杉女史に〝ツンデレ師し匠しよう〟などと不名誉な渾あだ名なで呼ばれてしまう。それはできれば避けたい。

　自問自答の末に、コホン、と少し紅潮して仕切り直す。

「まあ、心配していないというと噓うそになるわね。でもそれはあの子が特別ってわけじゃないの。私が弟子にした女の子って例外なく不幸になってるから………いや、男の弟子もみんな早死にしてるし………あれ、私ってもしかして師匠として結構かなり駄だ目め駄目じゃ、」

「お、落ち着けスカハサ殿！　私が悪かった！　この話題は此処までにしよう！」

　こんなに自じ爆ばくを重ねるスカハサは極めて珍めずらしい。

　旧知の友でさえ目を丸くするだろう。

　女王に見つからなかったのは不幸中の幸いだ。こんなスカハサを見て嗜し虐ぎやく心が刺し激げきされないわけがない。

　更さらに自爆しそうな事をスカハサが口走りそうになったその時。

　精霊列車の車内全体に、黒くろウサギの声が響ひびいた。




『それでは此れより！　主権戦争の第一舞ぶ台たい・アトランティス大陸に上陸を開始します！　参加者の皆みなさん及および関係者の皆様は一枚目の〝契約書類ギアスロール〟をお手元にご用意ください！』




「このアナウンスは………黒ウサギ殿どの？」

「そういえば今日は上陸日だったわね。あの子たちの準備はできてるのかしら？」

「確かく認にんしてこよう。この話はまた後で！」

　その場を離れるいい口実を見つけた上杉女史はスカハサに背を向けて走り去る。

　如何やら仲なか違たがいをしているわけではないらしいが、スカハサの心配も尤もつともだ。今のまま彩鳥が太陽の主権戦争に臨のぞむのは危険な気がしてならない。

　何かできることは無いかと考えつつ、上杉女史は展望台ラウンジを目指した。







[image: 第二章]




　───精せい霊れい列車〝サン＝サウザンド〟号・展望台ラウンジ


〝六本傷〟の甘味処どころ。






　少し時間を遡さかのぼる。

　巨きよ大だい精霊列車〝サン＝サウザンド〟号は現在、地脈の上にある海上を突き進んでいた。水平線を見み渡わたせる展望台デッキでは飲食店が並んで鎬しのぎを削けずっている。

　そんな中で独り、彷徨さまよう哀あわれな子牛───クレタ島の王子・アステリオスが居た。

（………不味まずい。完全に焰ほむらたちとはぐれてしまった）

　キョロキョロと周囲の人込みを見回すその仕草は正に親とはぐれた子牛の姿だ。

　加えて小腹も空すいてきた。迷まい子ごにハラヘリとは正に泣きっ面つらに蜂はちである。

　焼き玉蜀黍とうもろこしの芳こうばしい薫かおりや色いろ鮮あざやかな氷こおり菓が子しには心こころ惹ひかれるものがあるものの、目的を忘れてはならないとアステリオスは自身を戒いましめて突つき進む。

　此方こちらの展望台デッキに来ているはずだと周囲を見回すがその気配はない。

　賑にぎやかな女性の声───黒くろウサギの声が響いた。

『ゲーム終しゆう了りようー[image: !!!]　此これにて本日の日ひ替がわりギフトゲーム・〝星せい獣じゆうポーカー〟を終了とします！　参加者の皆様に惜おしみない拍はく手しゆを！』

　ウサッ！　と伸のびる黒ウサギのウサ耳。デッキの向こうから上がる歓かん声せい。

　どうやら精霊列車で行われる日替わりのギフトゲームを開かい催さいしていたらしい。このゲームの勝者は賞品ともう一つ、主権戦争の本選を有利に進める権利が与あたえられるという。

　今日がその最終日だったはずだ。

　アステリオスは会場の方に足を向け、勝敗に耳を傾かたむける。

　壇だん上じように立つ黒ウサギが勿もつ体たいぶって間を置くと、

『勝者は───我らが〝ノーネーム〟の頭首・春日部かすかべ耀ようさんでございます♪』

　オオオオオオォォォォォォォ[image: !!!]　と、沸わき立つ観客たち。歓声を上げる客には巨きよ人じん族の者たちもいる。

　如何やら春日部耀は多種族に縁えん者じやがいるらしい。

（結局、焰たちは一度も勝利できなかったか。厳しい本選になりそうだな）

　とはいえ、焰たちの目的は勝ち抜ぬくことではない。

　彼らの目的は太陽の主権戦争に潜ひそむ敵を見つけ出すことだ。

　数か月前に星せい辰しん粒りゆう子し体たいを媒ばい介かいに〝天の牡お牛うし〟を外界に召しよう喚かんし、疑ぎ似じ天てん然ねん痘とうを世界中にばら撒まいた組織。どの様な意図でそんな暴挙に至ったのかは定さだかではないが、放置し続ければ双そう方ほうの世界に害なす敵となるだろう。

　その敵を見つけ出す為ために、西さい郷ごう焰たちは戦いに身を投じたのだ。

（しかし有利に進められるに越こしたことは無い。全敗の焰とアルジュナは大いに反省してもらおう）

　アステリオスは苦笑いしながら参加者たちが集つどう天幕に駆かけ寄る。

　この日替わりゲームは日ひ毎ごとに違う内容で様々な分野が試ためされると聞いていた。

　果たして今日はどの様なゲームが開催されたのかと期待しながら近づくと───

「───だからッ！　なんでッ!!　あの時に賭けるのをやめなかったんだアルジュナ[image: !!?]」

「し、仕方がないでしょう!?　会場の盛り上がりを鑑かんがみれば、退ひける雰ふん囲い気きではなかったじゃないですか[image: !!!]　それに勝てそうな手札が配られたのに退くなんて戦士階級クシヤトリヤの名折れ！　正々堂々と勝ち抜いてこそ誉ほまれある勝利を得られると言ったのは、他ほかでもない焰の兄君ではないですか[image: !!!]」

「あのスカタンの言葉なんて覚えてなくていいんだよッ[image: !!!]　あとカードゲームは権けん謀ぼう術じゆつ数すうを上手うまく使う者が勝者でありジャスティスなのであって、敗者に誉とかマジねえから[image: !!!]　あとポーカーのスリーカードはそんなに強くねえから[image: !!!]」

　ウガーッ[image: !!!]　と、剣けん吞のんな雰囲気で言い争いをしている二人の少年。

　一人は西郷焰。アステリオスの主人であり、太陽主権戦争の参加者の一人。

　もう一人の青あお髪がみの少年はアルジュナ。神王インドラの息子むすこにして、太陽主権戦争の敵対者の一人。今は訳あって同じコミュニティとして参戦している。

　半神半人、それも主神級の息子ともなればその戦せん闘とう能力は参加者の中でも飛び抜けている。此れほど仲間として頼たよりがいがある相手もいないはずだが───

「くそ………[image: !!!]　最終ゲームがカードゲームと聞いて最後のチャンスと意気込んでいたのに、まさか相方に背中を刺さされるなんて………[image: !!!]」

「途と中ちゆうまでは順調だったのですが。俺に落ち度は無かったはずです」

「カードの手役と引きは凄いもんな、アルジュナ。十回も挑ちよう戦せんして豚ぶた役が一回も無いなんてイカサマを疑われても仕方がない引きの強さだ」

「ふっ、当然です」

「………まあ、顔に何から何まで全部出るからボロ負けするんだけどな」
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　焰の棘とげのある言葉に、しょんぼりと肩かたを落とすアルジュナ。

　隣となりで言い争いを聞いていた少女───彩あや里ざと鈴すず華かが苦笑いで割って入る。

「そこまでにしなよ、ブラザー。アルジュナ君の引きを信じて殿しんがりを任せたのは私達じゃん。アルジュナ君の負けん気の強さを計算しなかった私達にも落ち度はあるよ、少しだけ」

「少しだけな」

　二人に睨にらまれて益ます々ます肩を落として小さくなるアルジュナ。どうやら彼女も許しているわけではないらしい。見かねたアステリオスは小走りで駆け寄り三人に声をかけた。

「すまない、遅おくれてしまった。ゲームの内容は残念だったな」

「………アステリオスも来てたのか」

「今さっきな。あと、余りアルジュナを責めてやるな。戦士の本分で負けたのなら兎とも角、只ただのカードゲームだろう？」

「そんなことない！　俺の借金返済がかかってる！」

「借金返済といっても箱庭に永住するわけじゃないお前には関係ない話だと思うけどな。最終的に踏ふみ倒たおしても誰だれも怒おこらないはずだぞ」

　借金を踏み倒す───アステリオスの忠告を受けた焰は、目から鱗うろこを落とした。確かに箱庭へ永住するつもりが無い焰は、故郷の世界に帰ってしまえばそれまでだ。

　根が生き真ま面じ目めな焰には、借金を踏み倒すという発想が無かったのだろう。

「そ………そうか……！　元々は俺の借金じゃないし、最後は帰ってもらうって女王が言ってたもんな………!!」

「そういうことだ。アルジュナもインド神群にその人ありと謳うたわれた大だい英えい傑けつ。自らの借金ぐらい自分で返済する心づもりに違ちがいない。そうだろう？」

「も、勿もち論ろんです。初めからそのつもりで戦ってましたから！」

　アルジュナは僅わずかに声を詰つまらせたものの異論はないらしい。

　清せい廉れん潔けつ白ぱくな彼らしい態度で頷うなずいて返す。

　悩なやみの種を一つ解決した焰はドッと疲つかれたように座席に腰こしを下ろして力なく笑った。

「………やられた。そういう事ならもっとゲームを楽しめばよかった」

「焰とアルジュナの共通弱点だな。お前たちは真面目すぎる。個々の力が逆方向に秀ひいでているのだから、時には何方どちらかが一歩引いて戦せん況きようを確認するべきではないか？」

　余りにも的確な指し摘てきに肩を落とす焰とアルジュナ。

　本来の二人なら全敗などという醜しゆう態たいは在り得なかったはずだ。まだ出会って間もなく連係が取りにくいのもあるかもしれないが、二人の相あい性しようは決して悪いわけではない。

　舵かじ取りを何方かが間違えなければもっと大きい戦果を出せるはずだ。

「それで、この後はどうする？　反省会をやるなら付き合うが」

「やるやる。アルジュナにはまず負けん気を抑おさえる為の講義を───」

　その時だった。

　壇上がざわつき、観衆が次々と指を差し始める。

「アレを見ろ！」

「白しろ夜や叉しやさまだ！」

「前主権戦争の優勝者・白びやく夜や王おうだ！」

　その騒さわぎに焰たちも視線を集中させる。

　壇上に現れたのは白銀の髪を長く垂らした、着物姿の少女だった。

　頭上に生やした二本の角を見るに人間ではないのだろう。しかしこの混こん迷めい極きわまる太陽の主権戦争の優勝者にしては余りにも可か憐れんすぎる。

　………仕草は何処どことなくババくさいが、可憐すぎる。

「そっか。今日はいよいよ大陸に上陸する日だっけ？」

「日程じゃそうなってるな。日替わりゲームも終わったし、ルール説明でも始まるんだろう。───ところでアルジュナ。あの白はく髪はつの子が前回の優勝者なのか？」

「そうです。外見で騙だまされてはいけませんよ。あの方は箱庭三大最強種の星せい霊れい、その更さらに上位種に該がい当とうする方。大父神ゼウスも神王インドラもヘブライの主神も………そして我らがインド神群の三大主神も、彼女と話す時は必ず同じ目線の高さに立ったという話です」

　うひゃ、と鈴華は身体からだを縮こませた。

　同じ目線に立って言葉を交かわす様に努めたということは、彼女はその主神たちに同格と認められているということだ。

「そ、それは凄すごいね。エジプト神話以外のほぼ全世界の神様から認められてるんだ」

「そうなりますが………鈴華はどの神しん霊れいがどの神話の神か分かるのですか？」

「当然！　召喚される前に調べてきたからね！」

「鈴華はこう見えて読書家なんだよ。加えて記き憶おく力もいい。俺が〝天の牡牛〟事件の後始末で飛び回ってる間に色々と勉強していてくれたらしい」

「当然！　これでも将来は図書館司書になるのが夢だからね！　鈴華さんはこう見えて、とっても読書家なのだよ！」

　エッヘン！　と胸を張る彩里鈴華。彼女は天てん真しん爛らん漫まんな一面が誇こ張ちようされがちだが、此れでも生徒会長兼けん学園次席である。分類的には十分に優ゆう秀しゆうな人間に区分けされる。

　焰はむしろ、彼女の夢について驚おどろいた。

「図書館司書？　何だそれ、初耳だぞ」

「あれ？　焰にも言ってなかったっけ？　私、今建造されてる第三国立国会図書館に勤めるのが夢だって話」

　焰はいよいよ以もってびっくらこいた。

　第三国立国会図書館と云いえば図書館とは名ばかりの日本最大の情報の集積地として作られている研けん究きゆう施し設せつ兼情じよう報ほう統とう括かつ局きよくだ。

　古典、伝統文芸、一いつ般ぱん書しよ籍せき、邦ほう楽がく、洋楽の様なサブカルは勿論のこと、国が研究している環かん境きよう保ほ護ご技術や水質改善技術や製鉄技術なども納められるように作られており、完成すれば東アジアでも屈くつ指しの超ちよう巨きよ大だい情報集積地となると予測されている。

　環境制せい御ぎよ塔とうの設置が国際的に承しよう認にんされるようになれば、事と次し第だいによっては焰の粒りゆう子し体研究も納められ、研究施設の第一線となるのではと推測されている。

　噂うわさではローマ教皇庁にある秘密文書保管所から記録保持の為に写本が幾いくつか移されるという話もあるくらいだ。

　鈴華もそれを踏まえた上で言葉を続けた。

「ブラザーの研究の手伝いは流石さすがに出来ないからね。かといって彩ちゃんの会社に勤めるのもなんだかなーて。第三国立国会図書館なら同じ施設だし、何かサポート出来ることもあるでしょ？」

「そ、それはありがたいけど………鈴華はそれでいいのか？　別に俺に付き合う必要はないし、やりたいことがあるならソッチを優先した方がいいんじゃ………？」

「うん、それも加味した上での志望ね。考えてもみろよ。孤こ児じ院いんから二人も国立施設勤めが出たら支し援えんや援助の幅はばが大きくなるし、孤児院も今より手広くカバーできるようになる！　〝エヴリシングカンパニー〟みたいな大きな会社がもっと支援してくれるようになれば〝カナリアファミリーホーム〟その物を大きく出来るかもしれないじゃない！」

　両手を広げて野望を語る鈴華に、焰は啞あ然ぜんとした。

　しかし呆あきれたというわけではない。

　むしろ現実的かつ堅けん実じつな方法だと感心してしまった。

　孤児院から一人だけ突とつ出しゆつした才能と功績を残したとしても、それは施設の功績とは言い難がたい。だが二人、贅ぜい沢たくを言えば三人以上が高い功績を納めたのなら、其それは施設全体の評価に繫つながるだろう。

　環境制御塔の粒子エネルギー利権に加えて孤児院の評価が高まれば、身寄りのない子供たちにもより多くの将来を、輝かがやける可能性と道を示してやれるかもしれない。

「………凄いな。そんなに先の未来まで鈴華は考えてたのか」

「おうさ！　ブラザーと彩ちゃんばっかりに頼ってたら年長として恥はずかしいもんね！」

　ビシ！　と親指を立ててポーズを取る鈴華。

　横で話を聞いていたアルジュナは感心しつつも、小首を傾かしげて問う。

「若くして人生の指針が決まっているというのは素す晴ばらしいことです。その夢は是ぜ非ひ大事にして欲しい。───ところで、二人が勤めようとしている〝図書館〟というのは、それほど価値があるものなのですか？」

「それは………ん、昔の人に説明するのは難しいな。要するに色んな文学や書しよ籍せきが納められて、それを誰でも自由に閲えつ覧らんできる施設だな」

「誰でも？　自由に？」

「そう、自由に」

　アルジュナはカルチャーショックを受けたように半口を開いて黙だまり込んだ。

　如何どうやら彼の時代では勉学をするにも許可が必要らしい。

　研究資料は閲覧させられないが、第三国立国会図書館に納められる書物は申しん請せいさえ出せば誰にでも読むことが出来る様になるだろう。

　放心していたアルジュナは表情を真しん剣けんな物に変えて問う。

「その〝誰でも自由に学ぶ〟というのは………奴ど隷れい階級も、ということですか？」

「ど、奴隷!?」

　自然に出てきた〝奴隷〟の二文字に思わず目を見張る焰と鈴華。今度は近代の二人がカルチャーショックを受けたように声を上げた。

　二十一世紀の最さい先せん端たんに生きる二人には〝奴隷〟という言葉は余りにも縁えん遠どおい。

　高度な民主主義が発達している時代では〝奴隷〟の二文字は余りにも重い。

　自由無き命。人権無き命。所有物として扱あつかわれる命。人類がまだその命の価値を測りかねていた時代に存在した過去の遺物。新時代で最も忌き諱いされる制度の一つ。

　その〝奴隷〟の二文字を彼は事も無げに口にした。

　不ふ穏おんな空気を感じ取ったアルジュナは慌あわてて手を振ふって補足する。

「し、失礼しました。二人の時代だと奴隷制度は撤てつ廃ぱいされているようですね。気を悪くしたのなら謝ります」

「い、いや、此方こちらこそ悪かった。アルジュナの時代じゃ奴隷が居て当たり前だもんな。大昔の階級社会じゃ誰もが同じ知識を得られたり教育を受けたりするのは考えられないし」

「………はい。俺のよく知る人間にも一人、身分の為ために十分な教育を受けることが出来なかった者がいた。偏へん狭きような価値観の為に才ある者が学ぶ機会を与あたえられないのは後の遺い恨こんにも繫がる。その図書館というものを作った人物は、人間の持つ可能性を広げたかったのかもしれません」

　大おお仰ぎような感想に苦笑いする鈴華だったが、アルジュナは至って真剣だ。

　焰はその真剣な表情から、彼の語る〝差別で教育を受けられなかった知人〟が誰なのかを察する。

　アルジュナがこの様な表情で語る時は───何時いつも、彼の兄の事だったからだ。

「………まあ、勉強する上では便利な文化ではあるな。一番古い図書館っていうと、アレクサンドリア大図書館だっけ？　何時の時代だ？」

「紀元前三〇〇年だから、二人の時代にはまだ図書館はないね。───ああ、そうそう。確か次の舞ぶ台たいの〝失われた大陸〟、アトランティス大陸について初めに書かれた書物が納められていたのも、そのアレクサンドリア大図書館だよね」

　ほう？　と全員の目つきが変わる。

　第一回戦の舞台であるアトランティス大陸───其れはかつてギリシャ世界に存在したとされる幻まぼろしの大地の一つだ。伝承では、近代にも負けぬほど超ちよう高度発展した文明を誇ほこった大国が存在し、世界を脅おびやかすほどの軍事力を備えていたと伝えられている。

　其れを危険に感じたギリシャ神群の主神ゼウスによって、アトランティス大陸は海の底へ沈しずめられたというのが通説だ。地政学に興味がある人間ならば、アトランティス大陸やムー大陸、レムリア大陸などの幻の大陸について一度は調べているだろう。

　焰も環境制御塔の建設地域候補を議論している中で地政学者からさわりだけ聞いたことはあったが、詳しよう細さいについては把は握あくしていない。

「鈴華。アトランティス大陸についても何か調べたのか？」

「偶ぐう然ぜんね。ほら、ニュースでやってたでしょ？　アトランティス大陸についての資料が最近、ローマ教皇庁から公開されたって」

　ローマ教皇庁の秘密文書保管所は紀元前に存在した石板や書籍などの記録媒ばい体たいも納めている最大の古典図書館だ。

　本棚の総延長は八十四㎞を超こえ、現代でも様々な都市伝説を抱かかえている施設である。

　しかし近年では一部の資料を電子書籍化することで保存・公開することもあるという。鈴華が見たという資料はその一部だろう。

　最近になって明かされた資料ならば、焰たちが独どく占せんできる情報があるかもしれない。

「そういえばドイツのニュースでも流れてたな………クレタ島の病原菌きん特番と一いつ緒しよに流れていた気がする」

「うん。確か紀元前四〇〇年～三〇〇年ぐらいに書かれた、哲てつ学がく者プラトンの本だよね？　何でも著者の直筆の石板が保存されていたらしいよ」

　サラリと紡つむがれる爆ばく弾だん発言。

　予想外の情報に、今度は全員が顔を見合わせた。

　アステリオスとアルジュナは思わず声を上げる。

「直筆ということは………神話伝承の原本ということか!?」

「そ、それは凄い情報源だ。出題されるゲーム内容と鈴華の機転次第では、早さつ急きゆうに勝利を確定させることも十分に在り得ます」

　神話伝承の原本に目を通したということは、ゲームの解答そのものに目を通したに等しい行こう為いだ。偶然の出来事とはいえ情報源としてはほぼ最高の物である。

　予想外に期待値を高めてしまった鈴華は慌てて両手を振る。

「あ、いや、原本と言ってもまだ翻ほん訳やく中だからね？　あと私の翻訳だから期待しないでね？　ほら、翻訳って翻訳者の主観が絡からんでくるのがお約束だし！」

　翻訳された本文には必ず翻訳者の主観が沁しみ込んでしまう。

　異なった文明圏けんの言葉を理解し合う為の作業なのだから、ある程度は仕方がない原罪だ。伝説が多た岐きに亘わたって様々な内容で構築されてしまうのは正にこれが原因である。

　だが原本を読んだというアドバンテージは揺ゆるがない。何せ正しよう真しん正しよう銘めいの真実が其そ処こには書かれているのだ。

　鈴華の持つ情報は箱庭の中でも唯ゆい一いつ無二の物となるだろう。

「この件は俺たちだけの秘密だな。後で鈴華から詳くわしく聞かせて貰もらうとして………アステリオスからは何かないか？」

「俺から？　──ああ、ギリシャが舞台だからか。悪いが特筆すべきことは特にないな」

　そうか、と少し残念な焰。その反応が意外だった。鈴華は先ほど〝アトランティス大陸が出典する原本は紀元前四〇〇年～三〇〇年の間に書かれた〟と口にした。

　だがアステリオスが生きた時代は其れより一〇〇〇年以上も前だ。

　アトランティス大陸が実在していた大陸だというのならアステリオスにも無関係ではないかもしれないが───消失大陸と呼ばれるような大陸は聞いたことが無い。

　当時最大の海洋国家の一つだったミノアの王子が知らないなら、同じ時代の誰だれに聞いても知らないだろう。

　アステリオスはやんわりと首を横に振った。

「すまないが、ミノタウロスとアトランティス伝承では時代背景が合わない。ただ大陸の散策を開始したら何か思い出すかもしれない。その時になったら声をかける」

「オーケー、了りよう解かいした。彩鳥には俺から伝えておく」

　………ん？　と、辺りを見回すアステリオス。

　彼は今になって漸ようやく彩鳥がいないことに気が付いた。

「そういえば彩鳥は何処どこに行ったんだ？　ゲームには参加しなかったのか？」

「彩ちゃんはカードゲームとか弱いからねー。手札が顔に出るし引きも弱いし。応おう援えん席で待つって言ってたけど、なんか途と中ちゆうからスカハサって人に拉ら致ちされていったよ」

　拉致られたとは尋じん常じようではない。

　それにスカハサとは彼女の師し匠しよう筋に該がい当とうする人物ではなかったか。

　アルジュナは難しそうな顔をする。

「………大だい丈じよう夫ぶなのですか？　著名な導師グルと聞いていますが、ケルト神群は個人の強さを何より重んじる習慣があります。彼女も無茶な修しゆ行ぎようをさせられるのでは………？」

「そんなことないと思う。この数日でスカハサさんから神話の解かい釈しやく論ろんについて講義を受けてたけど、話に聞くよりは常識的な人だったし───って、ちょっと待った。壇だん上じようで何か始まるみたいだぞ」

　焰は話を切って壇上を指さす。

　如何やらイベントの準備が終わったらしい。

　白夜王と黒ウサギが壇上の中心に立つと、ウサ耳を伸のばして黒ウサギが宣言をした。




『それでは此これより！　主権戦争の第一舞台・アトランティス大陸に上陸を開始します！　参加者の皆みなさん及および関係者の皆様は一枚目の〝契約書類ギアスロール〟をお手元にご用意ください！』




　精せい霊れい列車の各所に黒ウサギの声が響ひびく。

　如何やら本格的なゲームの説明が始まるらしい。

〝ラプラスの瞳ひとみ〟で映写された彼女の姿を拍はく手しゆで迎むかえた乗客たちは、一いつ斉せいに手元のギアスロールを開いて書面に目を通す。

　今まで空白だった部分に文章が浮うかび上がると、西郷焰たちはその文面に目を通した。
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『　─　太陽の主権戦争　～失われた大陸編～　─





※太陽主権入手条件




①参加者同士の任意譲じよう渡と（ゲームによる自由対戦を含ふくむ）

②別紙の大陸地図に記き載さいされたゲームを解き明かし進めよ。

③尚なお且かつ、最も神しん魔まの遊ゆう戯ぎに相応ふさわしい行動をした者に授じゆ与よ。

④　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後日記載）







※大陸内禁止事じ項こう欄らん




①参加者はアトランティス大陸から脱だつ出しゆつしてはいけない。

②参加者が脱出を試みる場合は勝利条件の謎なぞを解く必要あり。

③参加者は大陸内で参加者を殺害してはならない。







※大陸の上陸順番について




精霊列車内で最も多くゲームで勝利した者は上陸する場所を選せん択たくできる。

上陸した者は各自の判断・自己責任で開かい催さい期間である二週間を過ごして良い。







※第一回戦勝利条件




幾いく重えに重なり合った星を辿たどり、古き英えい雄ゆうを訪ね、大父神宣言の謎を暴あばけ。




太陽主権戦争進行委員会　印』









　　　　＊




　精霊列車の中が瞬またたく間に静せい寂じやくに包まれていく。

　羊皮紙が細かに擦こすれ合う音。風を切って奔はしる音。海飛沫しぶきが弾はじける音しか聞こえてこない。発表された詳細を読むのは何も参加者たちだけではない。

　主しゆ催さい者しや、出資者、そして太陽の主権戦争を一目見ようと募つのった観客たち。

　西さい郷ごう焰ほむらたちが車外のテラスで漸く開示されたルール概がい要ようを読み込む中───壇上の白しろ夜や王しやが、扇おうぎを広げて呵か々かと笑った。

『皆の者！　真しん剣けんに読み込んでおるところすまないが、今回のゲームルールは羊皮紙に書かれているルールだけが全すべてではない！』

『ＹＥＳ！　黒くろウサギから、太陽主権戦争の特別ルールをお話しさせていただきます！』

　シャキン！　とウサ耳を伸ばす黒ウサギ。

　羊皮紙を取り出した彼女は、右みぎ隅すみにある五つの太陽のマークを指さした。

『既すでにご存知とは思いますが、今回の舞ぶ台たいには〝参加者プレイヤー〟の他ほか、〝出資者スポンサー〟という後こう援えんコミュニティがございます！　此方こちらの太陽のマークは出資者に関連した物でございます！』

　後援コミュニティ───物は言い様だと誰かが笑う声がする。

　太陽の主権戦争は本来なら最高位の神しん霊れい・星せい霊れい・龍りゆう種しゆがその覇はを競きそい合う最大級の戦いだ。かつて行われた主権戦争は、星々を砕くだき、物質界の積量を定め、最後は調和と調律を世界に齎もたらしたと伝えられている。当時は〝ギフトゲーム〟という概がい念ねんも無かったというのだから、その戦いの規模は最も早はや計り知れない。

　その様な規模の戦いを今一度引き起こせば、安定した世界が乱れるのは必定だ。
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　其処で取り決められたのが〝参加者〟と〝出資者〟の区分けである。

　白びやく夜や王おうは扇をヒラヒラと振ふりながら不敵に笑い、

『〝出資者〟たる修しゆ羅ら神仏が、人間たちの後援を行う代理戦争───其それが〝参加者〟と〝出資者〟の支し援えんシステムだの。だが其れだけでは〝出資者〟達が退たい屈くつで死んでしまう。私も暇ひま死しするでな！　其処で考えられたのが、今回の特別システムである！』

『ＹＥＳ！　参加者の皆様はご存じだとは思いますが、出資者としてゲームに参加される方々は正真正銘の修羅神仏！　その力は物質界に於おいても比類なきもの！　其れを如何いかんなく振るう為ための権限───〝代行者ゲスト権限マスター〟が、全ての参加者に与あたえられます！』

　黒ウサギの宣告に、参加者たちは一斉にその耳を傾かたむける。

〝代行者ゲスト権限マスター〟───本来なら舞台に立つことの無い神仏の出資者たちの力、或あるいは本人を召しよう喚かんしてゲームを優位に進める権限だと黒ウサギは語る。

　強大な力を持つ〝出資者〟が力を貸すことが出来るのであれば、たとえ普ふ通つうの人間であっても、最悪の窮きゆう地ちを切り抜ぬける事が可能だろう。

『当然ですが、無制限というわけではありません！　ゲーム内で〝出資者〟たちが力を貸すことが出来る限界は存在いたします！　此れらは各陣じん営えいで異なりますので、別紙にある〝代行者ゲスト権限マスター〟の使用説明書をよくお読み下さい！　───それでは続きまして、観戦マナーのご案内を───』

　参加者たちへの説明を終えた黒ウサギは次の説明に移っていく。

　如何やら聞くべきことは聞き終えたらしい。

　西郷焰たちは机の上のフライドポテトを齧かじりつつ少し難しい顔をした。

「〝代行者ゲスト権限マスター〟………そういうのもあるのか」

「私たちのスポンサーは女王様だね。どんな援助があるんだろう？」

「到とう着ちやくしたら一度使ってみるのもいいかもな。いざという時に使えないと困る」

　戦せん闘とう能力がほぼ皆かい無むの二人には、この〝代行者ゲスト権限マスター〟が生命線となるだろう。

　女王ほど巨きよ大だいな力を持つ出資者が付いている以上、その支援は強力なはずだ。………これで残念な支援だったらいよいよ以もってボイコットするのも吝やぶさかではない。

　とはいえ漸く明らかになっていくゲーム内容に、二人の声も明るいものとなっていく。

「問題は勝利条件だねえ。どういう意味なんだろ？」

「〝幾重に重なり合った星を辿り、古き英雄を訪ね、大父神宣言の謎を暴け〟───か」

「〝大父神〟とはゼウスの事でしょう。ギリシャ神話が舞台ですし間ま違ちがいないかと」

　アルジュナが補足する。文明圏けんが違ちがう彼らでもゼウスの名は知っている。

　ギリシャ神群の主神ゼウス───数ある主神の中で最も有名な主神の一人だろう。

　力の象しよう徴ちようである雷らい霆ていを携たずさえ、正義と秩ちつ序じよと天空を司つかさどる比類なき神霊。

　人類がまだ都市国家を形成して生活していた紀元前の時代から信しん仰こうされている神霊の一人でありその起源はかなり古い。印いん欧おう世界に於ける〝神霊デイーヴア〟を語源に持つほどの長い歴史を持つゼウスは、その歴史の数だけ子孫が存在する。

「偉い大だいな神霊ではありますが、好色の神としても有名ですね。神霊・人類を問わす様々な女性と肉体関係を持っていたという神だ」

「おおう。スケベな神様だ！」

「ダメ男って意味でも釈とく天てるの奴やつと気が合いそうだな」

　現代っ子二人からの痛つう烈れつな評価にアルジュナとアステリオスは苦笑いを浮かべる。

「ちなみに我が父、ミノス王もゼウスの息子むすこだ。時期としては英雄ペルセウスとほぼ同時期の兄弟になるな」

「へえ？　意外な事実だ。ペルセウスって、あのペルセウス座の英雄だよな？」

「そのペルセウスで間違いない。あの辺りの歴史は世界ごとにやや事実が前後する為に混乱を招くが、時系列が違っても事象列の結果が変わらないのなら問題は無い」

　事象の最終結果が変わらないのなら、如何いかなる改変があったとしても矛む盾じゆんは起きない。

　人類史の許容量は狭せまいようで意外に広い。

　戦勝国と敗戦国が入れ替かわるような事態は受け入れられないが、被ひ害がい国と加害国を入れ替えるぐらいの幅はばは許容できてしまうのが人類史という器うつわである。

「でも抽ちゆう象しよう的なゲームルールだなー。二週間の間で勝利条件の謎を解きつつ、現地で主権を奪うばい合えってこと？」

「いや、それは違うんじゃねえか？　よく読み直してみろよ。別紙の大陸地図に載のってるゲームをクリアしていけって書かれてるだろ？」

　西郷焰に催さい促そくされて文面を読み直す鈴すず華か。

　アルジュナは険しい瞳で同意する。

「別紙の地図………こちらですね。尺度から鑑かんがみると大陸ほどの大きさは無い様ですが」

「だけど日本列島の面積の五倍はあるぞ」

「うひゃー骨が折れそう！」

「二週間しかないし、散策する地域を絞しぼった方がいいかもな。───おい見ろ、地域ごとに名めい称しようが書かれているぞ」

　焰たちは二枚目の羊皮紙を広げ地図に書かれている文字や記号に目を通していく。地図に浮かび上がってきた文字を、焰は素す早ばやく他の用紙に書き写す準備をする。

　前まえ触ぶれなく消えるようなことは無いと思うが、このゲームの主しゆ催さいは人間とは感性の違う神様である。万が一の事態に備えておくのは無む駄だにならないだろう。

「鈴華。俺が書き写すから読み上げてくれ」

「了りよう解かい！」

　鈴華はすかさず応こたえて地図を手に取り主要な地域の名前を読み上げていく。




　東の〝サントリーニの迷路ラビリンス〟。

　北の〝牛飼いたちの放牧場フアーム〟。

　南の〝オレイカルコス鉱山マイン〟。

　西の〝ヘラクレスの石柱ピラー〟。




　その他にも幾いくつか記載があるが、特別に大きな文字で書かれているのはこの四つだろう。二人が読み書きしている間に、アルジュナは隣となりのアステリオスに問いかける。

「今回のゲームですが、俺は謎なぞ解ときにはついていけそうにない。文明圏が違いすぎます。俺は戦闘に専念するから、アステリオスは二人を守ってやって欲しい」

「構わないが………一人で戦うつもりか？」

　問題ない、と気負いなく頷うなずく。アステリオスは思わず苦笑いした。

　戦士階級クシヤトリヤである彼は戦いこそが本分であり宿業カルマである。

　だが精せい霊れい列車で開催されたゲームの戦績を鑑みると、「この大だい英えい傑けつ、実はポンコツなのでは？」と疑念を抱いだいてしまうのは致いたし方ない事だろう。

　そんな視線を感じたアルジュナは心外そうに眉まゆを歪ゆがめるものの………戦績が戦績だ。

　言い返すことはせず、少し棘とげのある声で焰たちにも問うた。

「焰と鈴華も、それで構いませんね？　戦闘行動に入れば後は俺に任せて貰もらいます」

「オッケーオッケー。むしろその方が助かるよ」

「私と焰は喧けん嘩かになったらすぐ逃にげるんで、アルジュナ君にはめっちゃ期待してるぜ！」

　ビシッ！　と親指を立てて宣言する焰と鈴華。

　二人からの厚い信しん頼らいに気を良くするアルジュナ。

　この分かりやす過ぎる戦士にやや呆あきれたが、此これでもインド神群で最強の英雄である。一つの神群で最強の座に昇のぼり詰つめるのは並なみ大たい抵ていのことではない。いざ戦闘が始まれば、アルジュナの戦いについて来られるのは彩あや鳥とぐらい───いや、

「焰。もう一人、お前たちと共に召喚された女性が居たな。アイツは何者だ？」

「女の人？」

「上うえ杉すぎさんの事じゃない？　あの人なら釈天の同どう僚りようだよ」

　御み門かど釈とく天てる───帝たい釈しやく天てんの同僚ということは、仏門関係者という事だろうか。見たところ神格保有者か其れに近しい存在である様に思えたが、戦力に数えていいのなら心強い。

「女王騎士、神格保有者、そしてインド神群最強の戦士か。こうして並べてみると俺たちの陣営も中々に強力じゃないか？」

「おうさ！　優勝狙ねらっちゃうぜ！」

　鈴華がはしゃぐ隣で、複雑そうに視線を逸そらすアルジュナ。

　其そ処こでふと気になっていたことを口にした。

「………そういえば、俺たちのコミュニティに名前は無いのか？」

「名前？」

「ああ。箱庭のコミュニティには必ず〝名ブランド〟と〝旗印シンボル〟が与えられる。〝クイーン・ハロウィン〟は女王のコミュニティであって、お前たちの陣営の名ではないだろう？　何か呼び名が無いと不便じゃないか？」

　初めてコミュニティについて指し摘てきされ、焰と鈴華が顔を見合わせる。箱庭に来た時に黒ウサギから説明を受けては居たが、自分たちがコミュニティを作るという発想が無かった。永住することが無い二人にとっては無用の長物だと思っていたからだ。

　アステリオスはテーブルに備え付けられていたペンと紙を手に取り、

「コミュニティを設立して名が売れるようになれば、外界に居ても様々な恩おん恵けいを受けられる。焰の研究が認められれば祖そ霊れい崇すう拝はいの概念が強い日本だと神格化されることもあるぞ」

　日本は昔から祖霊を奉たてまつる文化があり、この文化を祖霊崇拝と呼ぶ。

　此れは世界的にもよく見られる文化であり、死んだはずの故人が死後に神しん霊れいとして箱庭に召喚されるのは、この祖霊崇拝の概念によるものである。

　上杉謙けん信しんなども死後に神霊として祀まつられている武将の一人だが、彼女は毘び沙しや門もん天てんの化身アバターとして顕けん現げんしているのでまた別の案件なのだろう。

「祖霊として次の生を、ねえ」

　箱庭で名前を売ることの意味を教えるアステリオス。

　だが焰は乗り気ではないように後ろ髪がみを搔かく。彼としては研究者として人生を全まつとうするつもりなので、余り魅み力りよく的な話には聞こえないのだろう。

　それに後代で語られるのが良い評判だけとは限らない。

　星せい辰しん粒りゆう子し体たいの今後次し第だいでは、途と方ほうもない悪評を得ることも考えられるだろう。

　片かた肘ひじを突ついてやる気なく考えていた焰だが───唐とう突とつに顔を上げ、表情を変えた。

「待った。それって、他人の名前を使ってもいいのか？」

「うん？　別に問題は無いと思うが？」

「そうか。なら………コミュニティの名前に使われた人を〝祖霊〟として召喚することは？」

　複雑な召しよう喚かん方法に首を傾かしげるアステリオス。彼は専門家では無い為ため、それが可能かどうかの判断が出来ない。専門外のアルジュナも沈ちん黙もくしたまま話を聞いている。

　しかし焰の言いたいことを理解した彩あや里ざと鈴華だけは、同じように表情を変えた。

「焰。それってまさか、」

「先せん輩ぱい！　鈴華！　此こ処こにいたんですね！」

　彼女の声を遮さえぎるように切せつ迫ぱくした彩鳥の声が届く。

　その隣には今日の日ひ替がわりゲームの勝者である春日部かすかべ耀ようも居た。

　人ひと混ごみを搔き分けて焰たちの元にやってきた彼女は、その手に携けい帯たい電でん話わを持って駆かけ寄ってくる。

「さ、捜さがしました………！　ルール説明が既すでに始まっていたとは露つゆ知しらず、車内までの道のりが大混雑していて………！　春日部さんに手伝って頂いて漸ようやく合流できました」

「そ、そうか。随ずい分ぶん回り道させたな」

「うちの後こう輩はいがお世話になりました！」

「いいよ別に。私も暇ひましてたから」

〝階層フロア支配者マスター〟である春日部耀は参加者でもあり、主しゆ催さい者しや側でもある。

　簡単なルール説明は聞くまでもない事だったのだろう。

「それで、どうしたんだ？　急ぎの用事に見えたけど」

「は、はい。実は先輩のお兄さんから女王に連れん絡らくがあったらしくて………！」

「イザ兄から？」

「十六夜いざよいから？」

　焰と耀が同時に声を上げる。前者は身内として、後者は同士としてだろう。

　特に春日部耀としては深刻な仲間不足が続いているのだ。連絡が取れるのならば取りたいし、出来れば文句の一つも言ってやりたいに違いない。

　耀は小首を傾げながら不満げな顔をしている。

「十六夜、いま何してるの？　焰に雇やとわれてるらしいけど、詳くわしい話を聞きたい」

「すいませんが極ごく秘ひの話です。教えられることも少なくて………ただまあ、悪の組織を追って戦っているということにしておいてください」

　───うん？　と、真しん剣けんに首を傾げる春日部耀。

　虚きよ実じつの判断がつかなかったのだろう。彼女の知る十六夜ならば、悪の組織との戦いに夢中になっていることも十二分に考えられるからだ。

　逆さか廻まき十六夜は現在、西郷焰の依い頼らいで南米のブラジルに飛んでもらっている。

　星辰粒子体を悪用し〝天の牡お牛うし〟や疑ぎ似じ天てん然ねん痘とうを撒まき散らした組織との関係性を探さぐるためにアマゾンの樹海を調査するよう依頼したのだ。

　その経過報告だろう。女王の力ならば異世界でも電波を飛ばすぐらい訳もない。

　彩鳥が焰に携帯電話を渡わたすと、彼が操作するより早く自動でダイヤルが回り始めた。

　慌あわてて耳元に寄せる。メモを取れる様にアステリオスからペンと紙を貰う。

　数秒の間の後、通話相手が着信に出た。

『………焰か？』

「ああ。どうした急に。アマゾンで何か見つけたか？」

『見つけたぜ。大当たりだ。〝天の牡牛〟が作られたのはアマゾン樹海で間ま違ちがいない。証しよう拠こも押おう収しゆうした』

　予想以上の成果に息を吞のむ。まさかこんな短時間で証拠となる品まで見つけて来るとは思っても居なかったからだ。それが本当なら〝エヴリシングカンパニー〟が独自に動かずとも、国連に調査団を派は遣けんさせる口実にもなる。

　だが十六夜の声には普ふ段だんほどには余よ裕ゆうが感じられない。アクシデントの気配を察した焰もすぐには喜びの声を上げず慎しん重ちように状じよう況きようを問いかける。

「流石さすがはイザ兄とプリトゥさんだな。任せた甲か斐いがある………それで、その報告は〝エヴリシングカンパニー〟にも通っているのか？」

『悪いがまだだ。報告が出来る状態じゃないし、証拠を〝エヴリシングカンパニー〟に渡せる状況に無い。………いや、証拠がその状態じゃない』

　証拠が引き渡せる状態じゃない。逆廻十六夜の報告に、焰は心臓が軋きしむのを感じた。

　同時に焰は最悪の事態を想定する。

「イザ兄。───何を見つけた？」

『アマゾン樹海で、星辰粒子体の実験体を確かく認にんした』

　やはり最悪だった。そして殿でん下かとエドワードの推測が正しかったことが此処に証明された。星辰粒子体を悪用している組織は人体実験を行う事で劇的な成果を上げていたのだ。〝天の牡牛〟を作り出す実験の核かくにされたのがその実験体で間違いない。

　焰は表情に出ないよう大きく息を吸って呼吸を整え、小声で質問を繰くり返す。

「イザ兄。その実験体っていうのは………人間なんだな？」

『ああ』

「生きてるのか？」

『ああ。四日前に保護した。だけど衰すい弱じやくしたまま熱が引かない。俺たちだけじゃどう対応していいかわからない』

　それで焰に連絡したのだろう。十六夜だけでは実験体にどう対処すればいいのか判断がつかない。すぐに焰は手帳を取り出して現地で対応できるスタッフの名めい簿ぼを漁あさる。

　だが不意にその手を止めた。

　焰が箱庭に来ていることは十六夜も承知のはずだ。それに四日もあったのならば、他ほかにも連絡するべき相手は居たのではないか。

　十六夜は傲ごう岸がん不ふ遜そんな人物ではあるが、自身に可能なことを見誤る人物ではない。

　では何故なぜ、四日も連絡が遅おくれたのか。

　焰は蒼そう白はくになって問いかける。

「イザ兄………まさかお前、箱庭に召喚されてるのか[image: !!?]」

『そのまさかだクソッタレ。俺が出会った粒りゆう子し体の実験体が二人いたんだが………一人は幼女で高熱の重態。もう一人は〝アヴァターラ〟に乗っ取られて所在不明だ』

　ガンッ[image: !!!]　と、机を焰は蹴けり飛ばした。

　周囲の者たちはその様子に只ただならぬ事態を感じ取る。物に当たるとは彼らしくないが、そうでもしないと感情を処理しきれなかった。

　西郷焰はこの数日間───〝アヴァターラ〟所属の少年たちと、交友を深めていたのだから。

「………〝アヴァターラ〟。星辰粒子体を悪用していたのは、アイツらなのか？」

『まだ断言はできない。決断は後だ。到とう着ちやく日時を教えてくれ』

　十六夜の声は余裕が無い。現場がどれだけ切迫しているのか推おし量るには十分すぎた。

　焰は水平線の向こうに視線を向ける。まだアトランティス大陸は見えてこない。すぐに到着するようには見えない。

　会話の内容が聞こえていた春日部耀がすかさず答える。

「精せい霊れい列車が大陸に到着するまであと三時間ってところだと思う。ただ焰たちは降車地域を指定できないし、順番も最後になる」

「な、何でですか!?」

「ゲームルールに書いてあるよ。降車地域を指定できるのは日替わりゲームの上位だけ。降車は順位順。君たち、日替わりゲームで全敗だったよね？」

　うっ、と全員が言い淀よどみ視線を逸らす。

　主にアルジュナが視線を逸らす。

　まさかこんなところで全敗が枷かせになるとは思わなかった。

「降車地域を指定できるのは一位の〝ユグドラシル〟、二位の〝アヴァターラ〟までだ」

「そ、そうでした。………悪い、イザ兄。どう考えても今日中は無理だ。明日も難しい」

『なるべく早く合流したいが仕方ねえ。俺たちは今───大陸東側の廃はい墟きよにいる』

「分かった。俺も出来る限りの用意はしてみるから、その実験体の子は安静にさせておいてくれ」

『了りよう解かい。最悪の場合は耀を頼たよれ。貸しは俺のツケでいい』

　焰も了りよう承しようした様に頷うなずき、通話を切る。

　同時に頭を抱かかえた。十六夜の話では保護してから既に四日経たっている。今から急いでも最速で二日。実験体の少女の容態を鑑かんがみるに間に合わない可能性が高い。

　焰は思い悩なやんだ挙句、勢いよく立ち上がってアルジュナの襟えり首くびを摑つかんだ。

「付いて来いアルジュナ！　お前たちに話がある!!」

「ちょ、何を藪やぶから棒に!?」

　引っ張られるまま連れていかれるアルジュナ。恐おそらく彼は粒子体について何も聞いていないのだろうが、参さん謀ぼうであるジン＝ラッセルはそうもいかない。

　彼は必ず何かしらの情報を手にしているはずだ。

　もしも星辰粒子体を悪用しようとしている組織が〝アヴァターラ〟であるならば、この数日間の交友は彼らの諜ちよう報ほう活動だったということになる。

　人混みを搔き分けて精霊列車の下層に走り降りていく。

　ジン＝ラッセルが席を予約していたのはラウンジの奥にある個室だ。

　呼吸を荒あらくして一直線に駆け下りた西郷焰は、彼らの部屋の扉とびらに無断で飛び込んだ。

「ジン！　ジン＝ラッセルは居るか!?」

　突とつ然ぜん飛び込んできた焰に集まる視線。明らかに敵意が込められていたが、その威い圧あつも今は気にならない。

　紫し煙えん漂ただようラウンジの奥の部屋に陣じん取どった彼ら───〝アヴァターラ〟の同士は計七人。

　本来なら一〇席ある太陽の化け身しんが座る筈はずなのだが、今は仮かり初そめの同士たちがその席に座っている。皆みなそれぞれに偉い容ようかつ異様な姿を持つ彼らは魔ま王おうに比ひ肩けんする参加者であり出資者たちだ。

　その中で上座に座る者───ジン＝ラッセルは、悠ゆう々ゆうと焰を見み据すえて笑いかけた。

「やあ。そろそろ来る頃ころだと思っていたよ」

「………へえ？　それはどういう意味だ？」

「言葉の通りだよ。十六夜さんと連絡が付いたんだろ？　なら僕らの元に来るのは当然だからね」

　背せ凭もたれに身を預けたまま静かに笑うジン＝ラッセル。

　彼は大陸の地図を取り出すと───厳おごそかに話を切り出した。

「到着まで時間がある。君には聞いて欲しい話が沢たく山さんあるんだけど………そうだな。まずは君の知らない事件の裏側。白皮症アルビノの実験体たちについて語ろうか」
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　───幻げん想そう大陸アトランティス・首都遺い跡せき群。

　南国の気候にも似た熱い日差しの下で、逆さか廻まき十六夜いざよいは西さい郷ごう焰ほむらと通話を終えた。

　密林のアマゾン樹海に比べればまだ涼すずしいぐらいだが、それでも日本人の十六夜にこの暑さは心地ここち好よいモノとは言い難がたい。

　潮風の吹ふく遺跡群を宿にし、南国特有の大葉の植物を敷しいて凌しのいでいる。隣となりで寝ねている白皮症アルビノの少女に上着を貸している十六夜は現在、薄うすいシャツ一枚しか着ていない。

　大葉で軽く扇あおぎながら、十六夜は忌いま々いましげに呟つぶやいた。

「………此こ処こがアトランティス首都、か。伝承とはかなり違ちがう場所に作られたんだな」

　首都アクロポリス───アトランティス最大の水の都。超ちよう高度発展した水の都として知られ街中には至る所に水路が張り巡めぐらされていたという。当時の西せい欧おう諸国には伝でん播ぱされていなかった筈の灌かん漑がいによる田園を構築していた説もあり文明の高さを窺うかがわせる。

　この四日間で遺跡の簡単な見取り図を作った十六夜はその図を睨にらみつつ推理を始める。

（あの時代に灌漑技術を所有していて、尚なお且かつギリシャ圏けんに隣りん接せつしている地域………となると、中東諸国とエジプトだな）

　比ひ較かく的に空気が乾かん燥そうしていた古代ギリシャでは乾燥農業が発達し、気候が安定している西欧では主に二に圃ほ式農業が採用されていた。だが哲てつ学がく者プラトンの残した文ぶん献けんの中には、アトランティス大陸では灌漑農業を行っていたと推測される文章が散さん逸いつしていたはずだ。

　農業跡あとから文明圏がわかれば、大陸の元々あった地域がわかる。

　となると、あと必要なのは物証である。

　農耕文化の立役者であるプリトゥヴィ＝マータならば、どれだけ時間が経過していても遺跡内に灌漑農業の痕こん跡せきを見つけられるはずだ。

　もし此これで都市の近きん隣りんに灌漑農業の痕跡が発見されれば、文明圏からアトランティス大陸の元々あった地域を特定することが出来るはずだ。

「早く帰って来ねえかなーと………ん？」

　不意に、十六夜の左手をアルビノの少女が摑んだ。昏こん倒とうしていた意識が戻ったのかと思ったが、そういうわけではない。少女は虚うつろな瞳ひとみのまま、必死に十六夜の手を摑み、

「………あつい………たすけ、て………！」
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「─────、」

「私……死にたく、ない………！」

　ギュッと握り締しめ、少女は命を絞しぼる様に〝助けて〟と叫さけんだ。まだ意識が混こん濁だくしていて十六夜が何者か分かっていないのかもしれない。………いや、それだけではなかった。

　実験体であるこの少女は、そもそも身寄りがない。世界の誰だれとも縁えんがないのだ。

　人を人とも思わぬ地じ獄ごくの片かた隅すみで震ふるえていた彼女は、夢の中でもまだ地獄にいる。

　地獄しか知らない彼女には───夢の中でさえ、地獄以外に行き場がないのだ。

　そんな少女に、十六夜は額に手を置いて笑いかける。

「安心しな。お前は俺が助けてやる」

「………ほんと……？」

「ああ。だからゆっくり寝ねてろ。それこそ、世界一の大船に乗ったつもりでな」

　十六夜の言葉を受けて安あん堵どしたのか、アルビノの少女は混濁した瞳を閉じてまた静かに眠ねむる。瞳に浮うかんだ涙なみだを拭ふいてやると、丁度いいタイミングでプリトゥの声がした。

「おーい、十六夜！　お望みの痕跡を見つけたぞ！」

「流石は農耕の女め神がみ様。仕事が早いな」

　十六夜が顔を上げると、其そ処こには目に優やさしい姿の女神がいた。

　外界で服をボロボロにされてしまった彼女は現在、破れた服を繫つなぎ合わせて胸むな元もとだけを隠かくした軽装をしていた。足の丈たけも太ふと腿ももまでを大だい胆たんに千切り眩まばゆい褐かつ色しよくの素す足あしを晒さらしていた。

　破れた布は白皮症の少女の身の回り品として使わせてもらっているが、別段何か神様の加護があるというわけでもない只の衣服である。

　世せ俗ぞくに染まりすぎじゃないかこの十二天、とツッコミを入れたくもなるが今はそれどころではない。場合が場合だけにじっくり鑑かん賞しようしている暇ひまがないのが残念だが、この非常時のオアシスとして用法と用量を守って適切な量だけ眼福させてもらっている。

「それで、どの辺りに農業跡があった？」

「王宮の裏手だな。街中の水路と貯水池、農耕地域が全すべて繫がっていた痕跡がある。治水技術に関してはかなりのものだ」

　小走りで近寄り地図に用水路の図面を書き足していく。

　蜘蛛くもの糸の様に綿密に敷かれた用水路は街の隅々まで水が行き届く様に設計されている。この水路に全て水が流れたらさぞかし壮そう観かんだろう。

「問題はこのアトランティス大陸を舞ぶ台たいにどんなゲームが開かい催さいされるかだ。予想外の方法で召しよう喚かんされたもんだから展開が全く読めない」

　地図を作っているのはゲームルールを確かく認にんしたらすぐに動き出すためだ。

　地形を先だって把は握あくしていれば情報の遅れは幾いくらでも取り戻せる。本当は土と地ち勘かんのある原住民と親交を深めるなり襲おそうなり服従を誓ちかわせるなりさせるのが一番早いのだろうが、人間らしい集落は終ついぞ確認できなかった。

　プリトゥは濡ぬらしたハンカチを少女の額に置いてやり、皮肉気に笑った。

「十六夜。お前ならこの娘むすめを置いてもっと大々的に散策することもできたはずだ。どうして向かわなかった？」

「そりゃあ、仕事を放ほうり出していけるわけねえだろ」

「茶化すな。お前にとって私たちの仕事なんて日ひ銭ぜにを稼かせぐ程度のものでしかなかった筈だ。この娘を私に預けて好き勝手に行動する事もできただろう？」

　十六夜の正面に座ったプリトゥは普ふ段だんよりも険しい瞳ひとみで見据えている。

　少女を大葉で扇ぎ続けている十六夜は表情を変えないまま内心で「こういう年上の女の目め聡ざとさは鬼き門もんだ」と愚ぐ痴ちを零こぼす。

　水難ほどではないが、この類たぐいの女も十六夜には難のあるタイプらしい。

　追つい及きゆうの手を緩ゆるめる気配の無いプリトゥは立て続けに問う。

「お前がパラシュラーマと話していた内容も大凡おおよその推測は立っている。お前が話していた白皮症アルビノの親友は、黒人の白皮症だったんだな？」

「ああ。随ずい分ぶん前の話だけどな」

「ではパラシュラーマが言っていた組織の実験場で出会った、という訳か」

「正確には飼育小屋だけどな。けど同じ組織な筈がねえ」

「………？　やけに言い切るな。何を理由に？」

「理由は一つ。その組織は───俺たちが、皆みな殺ごろしにしたからだ」

　美び麗れいな片かた眉まゆが歪ゆがむ。皆殺しとは穏おだやかではない。

　彼女の知る十六夜ならばそんな手段を取らない。だがそれは殺さないという意味ではない。食人主義者が徒党を組んで外げ道どうな行こう為いに及およんでいたというのであれば、その罪を詳つまびらかにし、世間的に抹まつ殺さつする方法を選んだはずだ。

　僅わずかに訝いぶかしんだが、言げん及きゆうすることなくプリトゥは続ける。

「なら同じ組織ということは無い、か。では買い取っていた側の人間を追うしかないな。そっちに心当たりは、」

「無い。そっちは金糸雀カナリアが始末をつけた。俺たちが関かかわった組織と今回の件は無関係だ」

　冷めた声で事実だけを端たん的てきに告げる。その声こわ音ねに改めて驚おどろいた。

　敢あえて明言はされなかったが、その言葉の意味は明白だ。

　金糸雀と十六夜は黒人白皮症患かん者じやの人身売買組織を、丸ごと始末したと言ったのだ。

「………穏やかじゃないな」

「ああ。全くだ」

　話を広げるつもりの無い十六夜は適当にあしらって地図の書き込みを始める。まだやらねばならない仕込みは他ほかにもある。無む駄だな話をしている場合ではない。

　だがプリトゥは一転して含ふくみのある笑えみを浮うかべて足を組み、

「となると、後はお前の親友関連だな。十六夜の親友とやらは、どんな女だったんだ？」

　バキリッ!!　と、二本しかないペンが音を立てて折れる。

　十六夜は珍めずらしく驚いた様に顔を上げた。

「………何を馬ば鹿かなこと言いだしやがる、この大地母デバガミ神シン」

「なんだ、違うのか？　男がそういう具合に幼い過去を引き摺ずっているときは大たい抵ていが女、それも初はつ恋こいが原因だと相場が決まっているんだが………」

「なわけあるかよ。少なくとも俺にそういう感情は無かった」

「ほほう？　俺には、とな？」

　いよいよ以もって厭いやらしく笑う人類の母。此この耳聡さにとある故人が脳のう裏りを過よぎり、やはり鬼門だと舌打ちをする。

「変な勘かん繰ぐりをやめろ。そもそも俺はアイツの性別すら最さい期ごまで知らなかったんだぞ」

「………性別を？　どうしてだ？」

「生まれた時に生せい殖しよく器を内外共に摘てき出しゆつされていたらしいからな。本人は男と女の差がわかっていなかった。ＤＮＡ鑑かん定ていを受ければわかったのかもしれないが………アイツには、そんな時間もなかった」

　初めてプリトゥの表情が明確に歪んだ。流石さすがの彼女も今のは聞き流せない。或あるいは地母神だからこそ聞き流せない。繁はん殖しよくを初めから制限されていたとなると、完全に家か畜ちくの扱あつかいだ。人としての尊厳を初めから尊重するつもりの無い行こう為いだ。

　十六夜はその視線を無視して小石を拾って水路跡の方に投げる。半はん端ぱに知られるくらいなら、事のあらしまくらいは語った方が無難だと観念したのだろう。

　測量をしながらポツポツと語る十六夜の視線は何処どこか自じ嘲ちようめいた笑みが浮かんでいた。

「俺が金糸雀にその施し設せつへ連れていかれたのは十三歳の頃ころだ」

「………若いな。幼いと言ってもいいくらいだ」

「俺も未成熟な自覚があった。でもまあ世界旅行を重ねてるうちにそれなりに見識も深まってきた頃でもあった。世の中を知った気になって世界中の色んな場所を見て回るのにも飽あきてきた時に、ふと思ったわけだ。〝この世界で一番酷ひどい戦争が見たい〟ってな」

「何故なぜ？」

　プリトゥが身を乗り出す。十六夜は小石を投げながら話を続ける。

「金糸雀に綺き麗れいなものばっかり見せられて、食傷気味だったんだよ。悪あく魔まの住むというイグアスの滝たきも、ヘラクレスが挑いどんだというジブラルタル海かい峡きようも、餓が鬼きの俺には強く響ひびいちゃいたが………世の中、こんなに綺麗なものばかりのはずがない。目の前の景色が世界の全てのはずがないってな」

　思い返せば尺度こそ常人と違うものの、内容は子供らしい疑心だったのだろう。自分を特別視するのが思春期の始まりで、世の中を過小評価し始めるのが二次段階だ。

　根っ子では、逆廻十六夜も只ただの人の子だったのだと、自嘲せずにはいられなかった。

「とはいっても、本当の戦争をしに行ったわけじゃない。俺が戦争をしている片方に味方してドンパチし始めるのは厳禁だと口を酸すっぱくして中止されたからな」

「それは素す晴ばらしい判断だ。私も金糸雀を支持した上で、理由を聞きたい」

「そりゃお前、俺が戦争に加担したら虐ぎやく殺さつにしかならないだろ。余よ裕ゆうで皆殺しだぜ」

　ヤハハと笑う十六夜。だがその内容は笑い事ではない。

　相手を皆殺しにして終結する戦争は二〇世紀以後の時代には存在しない。この時代に起きる戦争の理由は専もつぱら思想の相そう違い、宗教の相違、地政学的見地から生まれるものだ。

　今の戦争をしている者たちを皆殺しにしたとしても、思想を殺すことはできない。思想が生き続ける限り当事者を殺したとしても、その思想の後こう継けい者しやが現れるのでは意味が無い。

　戦争の根幹、人類の根幹にあるモノを変えない限り皆殺しには意味が無いと金糸雀は語っていた。

「俺たちが戦いを挑んだのは、戦争の裏で活動していたとある宗教組織だ。火器密売、人身売買、食人主義者の斡あつ旋せんなんかを裏でやり放題にやっていた奴やつらなんだが………連中の犯罪の中で極きわめつけに胸むな糞くそ悪わるかったのが、黒人アルビノの生産と売買だったわけさ」

　十六夜の瞳がより無機質なものになり、冷たさを増す。

「白皮信しん仰こうは古代から各地にあると知ったのは後になってからだ。アルビノの死体が幸運を呼ぶ、アルビノの死体を食すと神気を纏まとう伝承もあるらしい。インド神話の〝高貴なるアーリア民族〟の大移動も無関係じゃないが、その辺はアンタの方が詳くわしいだろうし省くぞ」

「うむ、ご当地神様に語られても困るからな」

　茶化すような口調のプリトゥに少し笑みを浮かべる。十六夜も少し肩かたの力を抜ぬいた。

「施設に初めて足を踏ふみ入れた時の第一印象は、兎とにも角にも腐ふ乱らん臭しゆうが凄すごかったってだけだ。何せ俺は人身売買の中心地としか聞いてなかったし、どういう施設なのか知らないまま、施設の一番奥まで足を踏み入れたわけだからな」

「………。それは、金糸雀の意思か？」

「ああ。金糸雀の奴は初めから全て知っていやがった癖くせに、顔色一つ変えず俺に向かって『次の施設が最後だから、一人で冒ぼう険けんしてきなさい』とか笑顔でぬかしやがった。おかげ様、餓鬼の俺にはとんでもねえビッグサプライズさ」

　普ふ通つうじゃねえよな、と笑いを嚙み殺す十六夜。

　幼かった彼にとって、人間の解体場は非道徳的に過ぎた場所だった。

「情けねえ話、あんなに顔面蒼そう白はくになったのは生しよう涯がいでも一度きりだ。破は棄き予定の施設っていうのもあって解体場にはアレやコレが散乱してて酷い有様だった。………半ば錯さく乱らんしていた俺は目につくモノを徹てつ底てい的にぶち壊し、ぶち殺した」

　そして、それが十六夜にとって初めての力の解放だった。

　無意識に抑おさえていた暴力、良識、分別。其それら全すべてをかなぐり棄すてた時に発揮される十六夜の戦せん闘とう能力は外界のあらゆる武力を以ってしても抑えられるものではない。

　大地は割れ、都市は砕くだけ、鉄血の散雨すら物ともしない。

　一方的な虐殺が行われたのは説明されるまでもない事だった。

「助かったのは………アイツだけだ。腹の中の臓器を三割ほど摘出されて人としての機能がほぼ終わっちまってるアイツだけだった」

「………そうか」

〝アイツには時間が無かった〟。十六夜は先ほどそう口にした。

　それはきっと言葉通りの意味だったのだ。

　人間としての機能が正しく稼か働どうしていない以上、その命は風前の灯ともし火びだったのだろう。

「でも、共に過ごす時間も少しはあったのだろう？　でなければ親友とは言えまい？」

「………まあ、少しはな。十日くらいは一いつ緒しよに過ごしたし、半分くらいは旅もできた」

　中々に遠えん慮りよのない質問をしてくるなこの大地母神、と十六夜は呆あきれる。

「その親友の為人ひととなりが聞きたいな。どんな人間だったんだ？」

「それについては一言で説明出来るぜ。あの野や郎ろうは間ま違ちがいなく、〝世界一の泣き虫〟だ」

　身も蓋ふたもない二つ名だ。今度はプリトゥが呆れる。

「………ほほう？　泣き虫は泣き虫でも〝世界一の泣き虫〟か」

「ああ。何かにつけてすぐ泣いちまう泣き虫だ。人生の一割は泣いてたんじゃないか？　何せ──〝初めて見る星空が綺麗だ〟と言って泣いて、〝初めて見る夕焼けが綺麗だ〟と言っては泣いて、〝初めて見る朝焼けが綺麗だ〟と言っては嬉うれしそうに泣いてたからな。そんなこと言われたら、『泣くのを止やめろ！』なんて言う方が無ぶ粋すいだろ？」

　ヤハハと声を上げて笑う十六夜。それは先ほどまでの冷めたものとは違ちがい、心の底から楽しげな笑いだった。

　その笑い声が示す通り、この陰いん鬱うつな事件の中で唯ゆい一いつの救いが友の涙なみだだった。

　事の発ほつ端たんは十六夜が口にした〝この世界で一番酷い戦争が見たい〟というものだった。

　人と人とが殺し合い、奪うばい合い、憎にくしみ合う場所の最前線。

　その更さらに最さい奥おうで地じ獄ごくを見た人間が───〝初めて見る世界の、全てが美しい〟と───滂ぼう沱だの涙を流して感動を口にした。

　少年の十六夜が世界を旅して得た全ての結論が、その溢あふれる涙に込められていた。

「………俺はアイツのその言葉を聞いて、俺と世界の向き合い方を決めた。俺の拳こぶしが大地を裂さくなら、俺の怒いかりが街を砕くなら───俺の感情の過多で形を失う世界があるのならこの人生を無む為いに過ごしても構わねえ、ってな」

　箱庭に来る直前に死神クロア＝バロンとの戦いで語ったことだ。

　この力が世界を壊すのならば、最期まで腐くさったまま歴史に埋まい没ぼつした方がいい。

　義ぎ憤ふんによって一度は外れてしまった力の枷かせを、心の箍たがを嵌はめ直してくれたのが、その涙だったのだ。

「その後………俺が外界で暴れたのは一度きりだ。アイツを失った喪そう失しつ感かんを何とか埋うめ合わせないと、餓鬼の俺にはどうにもならなかった。感情を抑えきれなかった」

「………そして選んだのが、〝皆みな殺ごろし〟か」

「そうだ。けど金糸雀は俺に言った。───〝皆殺しにしても、戦争は終わらない〟と。俺はそれでも無理やり関係者を掘ほり返して報復すると訴うつたえて、徹てつ頭とう徹てつ尾びに駆く逐ちくした。でも結局は金糸雀の予言通りだった。パラシュラーマの宿主について動どう揺ようしたのはまあ、そういうことだ」

「───……、」

〝皆殺しにしても、戦争は終わらない〟。それは残ざん酷こくな真理であり真実だ。

　何故なら、新世紀の人類は理由もなく争わない。

　地政学的な理由、宗教的な理由、思想的な理由で引き起こされた戦争は、争いの根幹と向き合うこともなく真の終結を迎むかえることは無い。

　争いの発端が〝人ならざる形無き何か〟であるのだから、争っている人間を殺しつくしたところで、争いの火種である怪かい物ぶつは消え去らない。

　何時の時代でも人類の敵は必ずその三つから現れる。

　それらを踏とう破はしてきたのが今の人類の歴史であるのも事実だ。

　救世のコミュニティ〝アヴァターラ〟───その第六の化け身しんがその組織の犠ぎ牲せい者しやから生まれたのは決して無関係の事ではないはずだ。

「───ハッ。まるで道どう化けか何かだな。棄ててきた世界の過去が、今さらになって俺の前に現れやがった。当事者の俺は解決した気になってすっかり忘れてたってのにな」

　そして解決しきれなかった争いの火種が延えん焼しようし、十六夜の前に姿を現した。終結したと思っていた戦いは、当事者が変わり続いていたのだ。

　───〝私はもう、君を戦場ここに連れてこない〟。

　何時いつか自分の足で、正しい形で立ち向かえと言った金糸雀。

　あの女の言葉は腹立たしいほど的確に十六夜の予言していたのだ。

「第六の化身、パラシュラーマ。アイツがどんな宿命で俺たちの世界に顕けん現げんしたのかはわからない。〝アヴァターラ〟に関係することかもしれないし、太陽主権を争う為ために顕現したのかもしれないし………外界で起きている何かが原因なのかもしれない。粒りゆう子し体の件だって無関係じゃない筈はずだ。それを確かめる為にも、俺はあの野郎と会わなきゃならない」

　全てが繫つながっている。十六夜にはそんな予感があった。

　三年前に〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟を倒たおして以来───ずっと感じ続けていた不ふ吉きつな影かげが、姿を現そうとしている予感が。

「───なるほど。お前たちの話はよくわかった」

　腕うでを組み、十六夜の話を嚙かみ砕いて聞いていたプリトゥ。

　彼女は一ひと頻しきり頷うなずいて返すと、より真しん剣けんな表情になって問う。




「つまり───お前の初はつ恋こいは金糸雀だったんだな？」




「いい加減にしねえとマジでぶち殺すぞこの大地母神デバガミ」




　護法十二天に賢けん神じん無し。

　今この瞬しゆん間かんを以もって十六夜は確信した。

　八割ほど本気の殺気を込めた十六夜の脅おどしをサラリとスルーしたプリトゥは、ニヤニヤと笑い人差し指を立てる。

「誤ご魔ま化かしても無む駄だだぞ。お母さん女め神がみにはマルッとお見通しだ。そんな風に故人を語っておきながら何の感情も無かったなんてあるものか。金糸雀か親友、そのどちらかが十六夜の初恋だと私は推理した！」

「言ってろ駄だ女め神がみ。そもそも推理出来るだけのことをお前には語ってねえだろ」

「………ぬ、それもそうだ。では次の語りはお前と金糸雀と親友の蜜みつ月げつについて、」

　誰だれが語るか、と吐はき捨てて舌打ちをする。

　もう二度とこの駄女神には過去を語るまいと固く誓ちかう。

　寝ね込こんでいるアルビノ少女を背負った十六夜は東の方角に向かって歩き始めた。逃にげられたプリトゥもこれ以上は言げん及きゆうせず、その背中に歩み寄って付いていく。

　そして温和な笑えみを浮うかべて問う。

「最後に一つ。その親友の名は？」

「………自じ称しようだが、名前は〝イシ〟。偶ぐう然ぜん読んだ本に感動して名乗ることにしたんだと。俺がその名前の意味を知ったのはアイツが死んでから、かなり後のことだけどな」




　背中を向けて去っていく十六夜。表情は読み取れなかったものの、その声こわ音ねに込められた感情は彼女にも読み取れた。

　人を家か畜ちくとして扱あつかい、性別を奪い、只ただの肉として扱う施し設せつ。

　その中に在って尚なお───己おのれは〝人間イシ〟であると、十六夜の親友は声を上げた。

〝世界一の泣き虫〟と揶や揄ゆされながらもその一線だけは譲ゆずれない、己の尊厳は今此こ処こにあるという意思を込めての事だったのだろう。

　星空を見て泣いて、夕焼けを見て泣いて、朝焼けを見て泣いて。

　この産うぶ声ごえよ、世界に届けと静かに猛たける声を上げた者。

　そんな人間だったから、十六夜はその人をこう呼ぶことにした。
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　アイツこそは───俺にとって、親友無二と呼べる存在だったのだと。




　　　　＊




　その後、二人は無言でしばし森を歩き続けた。

　熱帯雨林と比べると涼すずしい方だが、このアトランティス大陸の気温も中々のものだ。十六夜の体感で凡およそ36[image: ℃]というところだろう。生おい茂しげる南国の木々から零こぼれる容よう赦しやの無い熱線は肌はだを焼き、不快指数の高い湿しつ度どは滂ぼう沱だの汗あせを流ながさせる。

　それでも森を抜ぬける道を選んだのは、直射よりはマシだろうという判断からだ。

　背中に背負ったアルビノの少女は熱い吐と息いきを漏もらしながら今も苦しんでいる。

　出来れば人里を見つけて休ませるのが理想的だ。

「それで、十六夜の方針は決まったのか？」

「とりあえずはな。焰たちが来るまでかなりの時間がある。此このままじゃどう考えてもこの美白少女は手て遅おくれだ」

「ふむふむ。それで？」

「具体的な解決策は焰に任せるしかないから、俺たちの行動は延命策or接せつ触しよくまでの時間短縮策に分かれる。俺の予想が正しければ、精せい霊れい列車は東側から上陸するはずだ」

　東から？　と鸚おう鵡む返がえしをするプリトゥ。

　十六夜は振ふり返り、

「………プリトゥ。アンタ、〝Nec Plus Ultimaネク・プルス・ウルテイマ〟って言葉を知ってるか？」

「いや、初耳だ。ラテン語か？」

「ああ。ギリシャの古い言葉だ」

　それだけ口にして、十六夜は背を向けた。

　スタスタスタ、と早足で進む十六夜。

　スタスタスタ、と早足で追うプリトゥ。

「………？　解説してくれないのか？」

「デバガミの神に語る口はねえ。勝手に悩なやんでろ」

　思わせぶりな口調からのぶん投げに、流石さすがのプリトゥも目を見開いた。

　違ちがう文明圏けんの神群についてまでは流石の彼女も知らない。それが先ほどの意い趣しゆ返がえしだと悟さとった彼女は、十六夜の隣となりにまで小走りで寄って厭いやらしく笑った。

「驚おどろいたな。新世代の英えい傑けつ様があんな小さな事を引っ張るとは。もしや本当に図星だったのか？」

「言ってろクソババア。そもそもお前は太陽主権戦争と無関係だろ」

「それはそうだが、気になるのも事実だ」

「やかましいわ大地母神。此れを機にその老化した灰色の脳のう細さい胞ぼうを活性化させてろ」

　しっしっ、と手を振る十六夜。しかし如何いかに邪じや険けんにされてもプリトゥは応こたえない。若者のあしらい方をよく心得ている様子が実に鬱うつ陶とうしい。

　姦かしましい雰ふん囲い気きをそのままに、青々と生い茂る南国の森を突つき進む。

　道なき道を突き進むこと早一刻。

　二人は同時に周囲の異変に感づいて軽口を止やめた。

　プリトゥは茶化した笑顔のまま十六夜の傍そばにまで寄り、

「───つけられてるな」

「ああ。けど参加者じゃねえ。森の移動に手て馴なれすぎてる」

「ではパラシュラーマでも無いな。原住民という可能性は？」

「大いにある。もしそうなら、鴨かもが葱ねぎ背負って来てくれたってわけだ」

　飄ひよう々ひようと森の茂みを歩きながらニヤリと笑う二人。悪戯いたずらをする時だけ息が合うのは非常に危険な傾けい向こうなのだが、この場合は尾び行こうしている側に非があるので仕方がない。

　プリトゥはそっと十六夜から離はなれて距きよ離りを取る。

　十六夜は背中の少女を背負い直して軽くだけ臨戦態勢に入る。流石に重態の少女を背負ったまま戦う訳にもいかない。此こ処こは彼女に任せることにしようと軽い足取りだ。

　歩ほ幅はばを狭せばめてさも遅おくれているかの様に振ふる舞まうプリトゥはその袖そでからポツリ、ポツリ、と菩ぼ提だい樹じゆの種を落としていく。

　六つ目の種を落としたプリトゥはピタリと足を止める。

　木々がざわめく中、姿無き尾行者に声をかけた。

「………さて。先ほどから尾行している者たちに告げる。我らを秩ちつ序じよの守護者〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〟に連なる者と知っての無礼か？」

　森の木々が風でざわつく。だが傍はた目めから見て人の気配はない。十二天の名を出して穏おん便びんに済ませようとしたのだが、如何どうやら通じなかったらしい。

　ならば仕方がない。少々手て荒あらになるが此れも彼らの判断だ。

　菩提樹の種に向かって指を鳴らす。

　すると突とつ如じよ、大地から森を侵しん食しよくする様に巨きよ大だいな蔦つたが現れた。

　神格を得た菩提樹は鬱うつ蒼そうと生い茂る木々を食い破る様に広がり無む作さく為いに森を破は壊かいし始めた。予想外に手荒な手段で面めん食くらった十六夜だったが、なるほどこの方法なら破壊と植木を同時に出来るなとのんびり構える。

　だが追つい跡せき者たちには堪たまらない。彼らは隠かくれ潜ひそんでいたからこそ十六夜たちを追つい尾び出来ていたのだ。

　炙あぶり出され追跡者たちは声を上げた。

「面めん妖ようなこの魔ま術じゆつ………やはり巨きよ人じん族の手のものか!?」

「散開して取り囲め！」

「怪かい樹じゆには手を出すな！　術者を狙ねらえ！」

　飛び出してきた影かげは合計七つ。意外にも多い。

　数多あまたに広がり追つい撃げきする菩提樹の蔦と枝を切り払はらい縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る。

　生け捕どりにするつもりのプリトゥは枝による刺し殺さつではなく蔦による捕ほ縛ばくを試みたが、追跡者は刃やいばを振るって伸のびる蔦を切り落とした。

「お？」

（意外にいい動きだな）

　十六夜とプリトゥは共に感心した。半ば不意打ちにも近い菩提樹の奇き襲しゆうを間かん一いつ髪ぱつのところで躱かわし切った。如何やら只ただの原住民ではないらしい。

　こうなると厄やつ介かいなのは、捕縛したいプリトゥだ。

　殺すだけなら容易たやすいだろうが捕つかまえるとなると力加減が難しい。

　縦横無尽に森の中を駆かけ巡めぐる彼らは吹ふき矢などを使って絶えず術者であるプリトゥを狙っている。麻ま痺ひ毒を塗ぬってある様子だが彼女には効果が無いだろう。

　とはいえ、痛いモノは痛い。不快なものは不快だ。丁てい寧ねいに叩たたき落として追跡者を捕縛しようとするプリトゥだが、此れは存外に時間がかかりそうだ。

　のんびりと戦いを眺ながめていた十六夜はその際、彼らの付けている仮面に目を付けた。

（………牛の仮面？）

　骨と角で作られた牛の仮面。

　ギリシャ神群では牛は信しん仰こうの対象として見られているというが、それが原因だろうか。

（東アジアは完全に可能性が消えたな。牛は六畜の王として怪かい物ぶつの代名詞として扱あつかわれているはず。牛信仰が盛んな地域、中東より西側でアトランティス大陸が存在したとなると………これはいよいよ以って大陸の場所が見えてきたな）

　戦いを見学していた十六夜は先ほどの情報を脳内で広げる。

　悠ゆう々ゆうと考察している場合ではないと黒くろウサギ辺りにツッコミを入れられそうな絵だが、困ったことにこの場にツッコミ役は居ないのだ。

　世界地図を脳内で広げた十六夜は考察したキーワードを羅ら列れつしていく。




　───古代ギリシャ世界では普ふ及きゆうしていなかった灌かん漑がい農業跡あと。

　───暖かい気候と南国に近い木々と生態系。

　───牛信仰が厚い地域で装そう飾しよくにも使われている。




　異なった文明圏が交わっていたということは、必然的に文明圏の境界線上に位置していたということになる。文明の集積を行っていた地域はそう多くない。

　牛信仰はギリシャ圏、灌漑農業はエジプト圏。

　その文明圏が重なり合っていた境界線上の地域といえば───

（海洋の通行が盛んだった、ギリシャ文明のエーゲ海………ギリシャ世界での海洋大国。ミノタウロス伝承が残っていた、クレタ島の付近にアトランティス大陸があったことを示し唆さしている………って、ちょっと待て）

　十六夜は自分の考察について啞あ然ぜんとした。

　此処までキーワードが揃そろってしまったこともそうだが………この推察が正しいのであれば、焰たちは最高のカードを手にしていることになる。

　原住民に協力を求めるのも難しくない。

　二人が置かれている状じよう況きようを鑑かんがみれば荒あら事ごとに持っていくのはよろしくないだろう。眼前で繰くり広げられている戦いに意識を向けた十六夜はすぐに制止しようと身を乗り出す。

　だがその時───大地を揺ゆるがすほどの地じ響ひびきが森を揺らした。

「っ………地じ震しん？」

　七人の追跡者のうち五人までを捕つかまえていたプリトゥも、その地響きで菩提樹の動きを止めた。人の力で引き起こされる類たぐいの地響きではない。

　ズシン、ズシン、と音を立てて響き渡わたる地鳴りは徐じよ々じよに近づいてくる。

　さながら巨大な重量を引き摺ずるようなその音に十六夜は身構える。

　緊きん迫ぱくする最中、プリトゥが捕らえた牛仮面の男が声を上げた。

「おい、貴様ら。その様子………もしや、巨人族を知らんのか？」

「何者だ？　その出いで立ち、この大陸の者ではあるまい？」

　改めて問われたプリトゥは攻こう撃げきの手を止め、呆あきれたようにため息を吐つく。

「私達はつい先ほど名乗ったのだが………改めて名乗ろう。我らは〝護法十二天〟の」

「ああ、待てプリトゥ。その名乗りは箱庭じゃ通じない地域がある。此処はギリシャ圏だからな。この場は〝天軍デイーヴア〟と名乗った方が分かりやすいんじゃないか？」

　十六夜の提案を聞いていた牛仮面の戦士たちは一いつ斉せいに顔を見合わせて声を上げた。

「ディ、〝天軍デイーヴア〟!?　我らが大父神ゼウスも与くみするという最強の武神衆………！」

「それそれ。〝護法十二天〟はその同盟コミュニティみたいなもんだ」

「そ、それはとんだ失礼を………！」

　捕まっていない牛仮面の戦士が武器を置いて跪ひざまずく。

　プリトゥも捕まえていた戦士たちを地に下ろして数歩さがる。少し不満そうなのは自分の名前が知れ渡っていないからだろう。だが広大な箱庭には未開の地域が数多くあり、文明圏が違えば全く知られていない神群もいるのだから仕方がない。

　不ふ貞て腐くされた彼女に代わって十六夜が交こう渉しように出る。

「聞きたいことが二つある。お前たちはこの大陸の原住民で、集落か何かが近くにあるのか？」

「………原住民であることは否定しません。ですが我らの都については教えかねます」

「そうか。まあ、防衛の問題があるからそりゃ仕方ねえよな」

　この様子では多少脅おどしたところで口を割らないだろう。先ほどの戦せん闘とうでもそうだが、一人一人の練度も高い。組織的にはかなり完成度が高い集団だ。

　ならばと十六夜は視線を空に向け、

「問題は、さっきから響いてるこの地鳴りだ。此これはなんだ？　巨人族とやらか？」

「はい。少なくとも我々はアレを巨人族と呼んでいます」

　含ふくみのある言い方に十六夜が訝いぶかしむ。

　だが十六夜が追つい及きゆうするより前に、空が巨大な陰かげに包まれた。

「っ………なんだ………!?」

「プリトゥ、上だ！　何か来るぞ！」

　突とつ然ぜんの暗くら闇やみに身構える十六夜とプリトゥだったが、すぐにその原因は判明した。

「山………いや、岩か!?」

　光を通すことの無い巨大な岩がん塊かい。山やま津つ波なみと喩たとえる事すら生易しい。

　雲海が全すべて岩に変化したのなら、正にこのような絵になるのだろう。途と方ほうもない質量を誇ほこる岩塊の巨人が音を立てて十六夜たちの頭上を通過していたのだ。

　十六夜はすぐに身近な大木に登って辺りを見回す。そしてその巨きよ軀くに二度驚おどろいた。

　高さこそさほど無いものの、水平に広がる岩塊の身体からだは首都遺い跡せきの半分を覆おおうほどに広がっている。伸びた四本の脚あしは絶えず地上から岩塊を吸収しまだ巨大になろうと成長中だ。

　だが───この物体を、果たして巨人族と呼んで良いのだろうか。

　岩塊の巨人は四足歩行で緩ゆるやかに進み続けているものの、頭と思わしき部位は見られない。否いな、そもそも生命体なのだろうかコレは。

「岩喰いロツク巨人バイターなんてのも聞いたことはあるが………此れは規格外だな。成長期にしたって限度があるぞ。こんなに巨大に成長する種族じゃないと思うんだが」

「どうなのだ、牛仮面の戦士たち。この大陸にはこんな生命体が多くいるのか？」

「い、いえ。この巨人が現れたのはつい最近の事です」

「………？　引っ掛かかる物言いだな。この巨人以外にも別の巨人がいるのか？」

　コクリ、と頷うなずく牛仮面の戦士たち。それが少し意外だった。

　アトランティス大陸に来てから四日ほど経たつが、危険な怪物とは一いつ切さい出会わなかった。出会ったとしても巨大な猪いのししぐらいのもので、その猪は二人で美味おいしくいただいた。

「安全な地域に突如現れた外来種、ってことか」

「はい。ギリシャ神群の中に内包された怪物たちはこの遺跡から東側に近づきません。どれほど強力な怪物も例外は無かったのですが………」

「ふぅん」

　十六夜は気の無い返事をしつつ、「つまりお前たちの集落も東側にあるんだな？」という言葉を飲み込む。この非常事態に図星を指されていい気分にはならないだろう。

　或あるいは太陽主権戦争を機に持ち込まれた怪物という線もあり得る。

「で、どうする？　破壊するだけなら可能だと思うが」

「な、ば、馬ば鹿かな事を言うな！　コイツが暴れ出したらこの地域も焦しよう土どになるぞ！」

「絶対に手を出すんじゃない！　危害を加えなければ取り敢あえずは無害だ！」

　慌あわてて制止に入る牛仮面の戦士たち。確かに大地を吸い上げてはいるものの、今のところは何か危害を加えようという意思は見られない。

　雲海ならぬ岩塊が頭上を通過したところで陽ひの光が遮さえぎられる程度のこと。原住民である彼らにしてみたら、被ひ害がいを出してまで戦いを挑いどむことも無いということらしい。

「………惜おしいな。ちょっと遊んでみたい気がするんだが」

「おい馬鹿やめろ本当に危険な怪物なんだ！　主権戦争でヘラクレス様がこの大陸に来ていなければ我々もどうなっていた事か………！」

　ふぅん、と空の岩塊を眺めながら相あい槌づちを打つ十六夜。

　彼にしてみればこんな巨きよ大だいな玩具おもちやを前にして一暴れもしないまま去るのは名残なごり惜しいのだろう。背中の少女さえいなければ忠告を無視して挑んでいたかもしれない。

　名残惜しさを視線に込めてしばしの間を置いてから、ふと首を傾かしげて問い直す。

「───おい。いまなんて言った？」

「いやだから、本当に危険な怪物なのだと」

「そこじゃねえ。誰だれがこの大陸に来てるって言った？」

　十六夜が語ご尾びを強めて改めて問い直すと、牛仮面の戦士たちは顔を見合わせる。如何どうやらこの状況でそんなことが気になるのか、と思ったらしい。

　だが隣となりにいたプリトゥも今の言葉は聞き逃のがせなかった。

「ヘラクレス………ギリシャ神群最強の戦士、ヘラクレスが来ているのか!?」

「は、はい。太陽主権戦争の主しゆ催さい者しやとして参加者に扮ふんしているとのことで、」

「おおっと、いま立て続けに聞いちゃいけないことを聞いた気がするぞ」

　ハッと口元を押さえる牛仮面の戦士たち。此こ処こに至り彼らは漸ようやく十六夜たちが主権戦争の参加者だと悟さとったのだ。

　となると、今彼らが口にしたことはゲームの謎なぞに直結するものであり。

　彼らは主権戦争の案内役を任された現地人ということになる。

　十六夜は呆れたように笑った。

「いやはや、棚たなぼたというか不ふ可か抗こう力りよくというか興覚めというか。───けど、主催進行役にヘラクレスとは気が利きいている。黄道十二宮に纏まつわる伝承を持つ者の中じゃ一番有名な英えい傑けつの一人じゃねえか」

　ギリシャ神群最強の戦士ヘラクレス───〝十じつ戒かいの試練〟、或いは〝十二の難行〟と呼ばれるギフトゲームを超こえ、後に神しん霊れいの座にまで至った大英傑。

　今でこそ様々な研けん鑽さんが重ねられ一部のプレイヤーたちにはタイムアタックまで行われているほど親しまれている〝十戒の試練〟だが、そのオリジナルとなる試練は超ちよう弩ど級きゆうの難易度を誇る神しん魔まの遊ゆう戯ぎだ。

〝純血の龍りゆう種しゆ〟を含めた様々な怪かい物ぶつたちに挑むことを課せられたこの〝十戒の試練〟は、武ぶ・智ち・勇ゆうを競きそい試ためす神魔の遊戯の中で〝武〟の極きわみに数えられるゲームである。

「しかしヘラクレスほどの戦士が主催者として出てくるとは。本人はそれでよかったのか？　間ま違ちがいなく優勝候補の一人だろう？」

「そうだそうだ、俺もヘラクレスが出場すると聞いて競い合うの楽しみにしてたんだぞいや本当にマジで楽しみにしてたんだぞテメェどうしてくれる」

「わ、我々に言われても困る！　そもそも参加者の上陸時間はまだの筈はずだ！」

「それは話せば長くなる。一応、招待状は持っているのだ。それに此方こちらには重病の者がいる。無茶を承知ではあるが、安全に寝ねかせられる場所を紹しよう介かいしてはくれないか？」

　プリトゥは外界から召しよう喚かんされた事を端たん的てきに伝え、十六夜の背中に背負われた少女を見せて状況を説明する。

　すると一転、硬こう化かしていた戦士たちの態度が変わった。

「重態の幼子………！　何故なぜにそのことを早く言わぬ!?」

「此処からならば東南の船着き場が一番近い！」

「すぐに光翼馬ペガサスを呼ぼう！　アイツに乗せれば負担なく運べるはずだ！」

「………おう、そうか。じゃあ任せるぞ」

　突然のことに面めん食くらった十六夜は成すがままに少女を下ろして牛仮面の戦士に少女を預けた。幼子の窮きゆう地ちにこの対応とは、中々に紳しん士し的だ。

　戦士の一人が馬を呼ぶ笛を吹ふいている間にもう一人の背の小さい戦士が布を取り出し、飲み水を使って濡ぬらしてから、苦しそうにしている少女の額を拭ふき始めた。

　少女の看病をし始めた牛仮面の戦士。仮面の隙すき間まから十六夜が顔を覗のぞく。

「………お前、女か？」

「そうだが？」

「いや、勇ましい事だと思って。ミノア文明は女が司祭を務めていたという記録もあるし別段不思議な事でもないが」

　その言動に、牛仮面の女戦士がピクリと眉まゆを歪ゆがませる。

　十六夜はその反応だけ確かめ、ヤハハと笑い誤ご魔ま化かした。

「悪いな。ゲーム開始前にこれ以上ちょっかいを出すのも無ぶ粋すいな話か」

「ふん。そこまで口にしておきながら何を白々しい」

「そう怒おこるなよ。感謝してるのは本当だ。埋うめ合わせは後できちんとするさ」

　ヤハハと笑って腰こしを下ろす十六夜。

　やはり彼らはクレタ島のミノア文明に連なる者らしい。どの様な因果でこの箱庭に召喚されたのかは分からないが、焰たちが強力な手札を保有していることは確かく認にんが取れた。

　頭上にはまだ巨大な岩塊の怪物が緩やかな移動を続けているものの、暴れる様子はない。このまま何事もなく集落に移動できるなら重ちよう畳じようだ。

　少女の看病を原住民に任せられるのなら、十六夜が一人で焰たちを迎むかえに行くのも可能となる。予定よりも遥はるかに時間を短縮できるだろう。

　存外に流れが向いてきた。

　贅ぜい沢たくを言うのであればゲームが始まる前にヘラクレスにちょっかいを出して一戦所しよ望もうしたいところ───などと邪よこしまな事を考えている時。

　プリトゥは瞳ひとみを細めて遠くを見た。

「………空が黒いな」

「あん？　そりゃあ、頭上を岩塊が通過してるんだから暗くもなるだろ」

「違ちがう。アレを見ろ、激しい黒こく煙えんによる雲だ。東南の方角で何かが燃えている。………確か船着き場があるのは、東南の方角ではなかったか？」

　プリトゥが指を差すと、その場に居た全員に緊きん張ちようが走った。

「た、確かに、船着き場の方角だ………！」

「まさか船着き場が襲おそわれているのか!?」

「だがどうして!?　今は漁業は休止しているし、あの船着き場にはヘラクレス様が乗ってきた船があるだけなのに！」

　慌てる牛仮面の戦士たちを尻しり目めに、十六夜は頭を抱かかえていた。

（………いや、どう考えてもそれが原因だろ）

　ツッコミを入れたい気持ちをグッと抑える。人間はツッコミを入れすぎると立場が弱くなるというのが十六夜の持論だ。黒ウサギを鑑かんがみるに間違いない。

　何よりヘラクレスは複数の太陽主権に纏わる伝承を持っている。

　もしもその船が十六夜の考えている船ならば、太陽の主権の一つによって顕けん現げんした船の可能性が高い筈だ。

　だがその船を襲う者がいるとなると、別の問題が浮ふ上じようしてくる。

「プリトゥ。どうやら先行上陸しているのは俺だけじゃなさそうだ」

「らしいな。───どうする？　手伝うか？」

「いや、俺だけでいい。アンタは参加者じゃないからな。参加者のいざこざに巻き込まれるのは良くない。アンタはコイツらと一いつ緒しよに別の集落に向かってくれ」

　プリトゥは静かに頷き、小さな種子を渡わたした。

「私と合流したくなったらその種子を地に埋めるといい。道を示してくれるはずだ」

　あいよ、と頷いて東南の方角へ向かって走り出す。

　少女という荷物を下ろした十六夜の健けん脚きやくは土つち埃ぼこりを巻き上げ、瞬またたく間にその姿を遠くへと向かわせる。その表情に先ほどまでの安あん穏のんとした気配は残っていない。

　海辺から立ち上る黒煙を睨にらみながら十六夜はその視線を厳しくしていく。

　太陽の主権を奪うばい争う最初の衝しよう突とつは、刻一刻と迫せまっていた。
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　巨大な船を中心に編成された船団が第一舞ぶ台たいである〝失われLostた大陸Atlantis〟の片かた隅すみにある船着き場に到とう着ちやくしていた。帆ほに黄金の羊の旗印が刻まれているその巨大なガレオン船団は激しい波にも風にも負けず、力強い航行で海を突つき進んでいたのだろう。

　消失大陸の周りは侵しん入にゆう者を阻はばむように海流と気流が乱れている。それにも拘かかわらず直進が出来ていたこの船団は、何か特別な加護を帯びているのかもしれない。

　人外魔ま境きようである箱庭の海を物ともせず渡と航こうするこの船の名は箱庭の航海士ならば誰もが一度は聞いたことがあるだろう。

　太陽主権の一つである牡お羊ひつじ座ざ・白羊宮を媒ばい介かいに召喚されるこの船は、ギリシャにて多くの英えい雄ゆう英えい傑けつを搭とう乗じようさせた事で今日まで語り継つがれている。

　其その名は黄金羊の探たん索さく船団〝アルゴナウタイ〟。

　本来ならギリシャ神群の中でも指折りのコミュニティだが、最近まで白羊宮の所有者が白夜王だったこともあり、その有様は少し形を変えている。

　ギリシャ神群の伝承にある〝アルゴー船〟を中心に編成されたこの船団の船は、それぞれの船の名を〝アルゴー船の伝承に登場した怪物たちの名めい称しよう〟から譲ゆずり受けている。

　多頭の怪女スキュラ、美声の悪あく魔まセイレーンなどの怪物から得た素材を部分的に使うことで恩おん恵けいへと昇しよう華かし海を渡ってきたのだ。

　この船団に乗っている限りは海の魔物など恐おそれるに値あたいしなかったのだろう。

　太陽の主権戦争の進行役として呼ばれた彼らは、その多くが帆を張り歌を歌いえんやこらと騒さわぎながら渡っていたのだろう。

　───しかし、全すべては過去の話。

　勇ゆう壮そうなる船団が健在だったのは深海から現れた超ちよう獣じゆうと会敵するまでのこと。

　波間に揺ゆれる巨きよ大だいな影かげから伸びる巨大な角に船団は成す術すべもなく薙なぎ払はらわれた。

　息い吹ぶきは海を割り、尾おは二〇の竜りゆう骨こつを砕くだき、牙きばは巌いわおをやすやすと砕いて見せた。

　波間に影を覗かせる超獣は恐るべきことに、身み動じろぎ一つで〝アルゴナウタイ〟を壊かい滅めつさせてしまったのだ。

「………。コレは、予想外の展開だ」

　現地に着いた十六夜いざよいは、無残にも砕かれた船団を険しい瞳で見み据すえる。船着き場は酒さか蔵ぐらにでも火が点ついたのか、地じ獄ごくの装よそおいとばかりに轟ごう々ごうと燃え盛っていた。

　海岸沿いの崖がけの上から船団が壊滅する様を見ていた十六夜は、波間に消えた謎の超獣を睨み静かに義ぎ憤ふんを燃やす。

　参加者がお互たがいを傷つけ合うのはギフトゲームの性質上、仕方がない事だ。だが無関係の原住民の集落を襲い火を点けるというのは明らかにやり過ぎだ。

　無差別な破は壊かい行動を良しとしてしまうのであれば、何の為ための代理戦争だというのだ。

　義理も縁えんも無い相手に情けを向けるほど有情な十六夜ではないものの、此これは戦いに身を置く者が弁わきまえねばならない無形の法だ。

「ハッ。太陽の主権戦争に、とんだ三流が紛まぎれ込んでいたみたいだな」

〝主しゆ催さい者しや権限〟を使った強制ゲームというわけでもない。そんな痕こん跡せきはない。

　此れは只ただの暴力による蹂じゆう躙りんだ。参加者として最低限の誇ほこりさえ持ち合わせていない輩やからは、舞台の幕開けに立ち会わせるまでもない。

　崖を飛び降り、拳こぶしを強く握にぎりしめる。

　まずは火元を絶たねばならない。

　燃え盛る集落を飛び越こえて海岸に立った十六夜は、火元である酒蔵の前に駆かけ寄った。

「よっこら、せ───[image: !!!]」

　一いつ喝かつ、酒蔵にめがけて海面を蹴けり上げる。十六夜の健脚によって巻き上げられた大量の海水は瞬く間に酒蔵の火を飲み込んで押し流す。ついでに建物も押し流す。

　延焼を防ぐには建物を破壊するのが古典的かつ効果的な方法だ。

　集落の半分ほどにまで広がっていた火と小屋に対して消火と破壊を同時に行い、瞬く間に被ひ害がいの広がりを防ぐ。海上の燃え盛る船団も時を置けば直に消えるだろう。

　とはいえ、集落の半分が燃えたのだ。復興にはしばしかかるに違いない。

（………死人はいねえな。すぐに気が付いて内陸に逃にげたってところか）

　正しい判断だ。海に潜ひそむあの巨大な怪かい物ぶつを相手に出来るものなどそうはいない。

　かく言う十六夜も海の中まで追っていくのは不可能だ。並の相手なら水中戦で戦うのも不可能ではないが、先ほど目もく撃げきした超獣は明らかに並の怪物ではない。

　アトランティス大陸に原生する怪物か、或あるいは何者かが放った外来種か。

「ふふん。流石さすがは幻まぼろしの大陸。一ひと筋すじ縄なわじゃ行かねえ………ってわけか」

　ヤハハと無人の海岸で高笑いを上げる。時を置けば集落にも人が戻もどってくるだろう。まずは原住民に何があったのかを聞こうと腰を下ろしたその時───

　海岸と、崖の上の森の中。

　両りよう極きよく端たんの場所で同時に爆ばく音おんが鳴り響ひびき、十六夜は笑えみを消す。

　海の方は先ほどの超獣だろう。弧こを描えがく海岸の向こう側で何者かがあの超獣を相手に戦い始めたのだ。

　だが森の中の爆音は違う。

　木々が折れ土つち煙けむりが上がる中に、明確に金属音も混ざっていた。

　人間同士の戦いが行われているのを察した十六夜は、痛つう烈れつに舌打ちをする。

（まさか………逃げた集落の人間を追つい撃げきしてやがるのか!?）

　襲しゆう撃げき者が何者か分からないが、其そ処こまでやる必要性が全く見いだせない。原住民から情報を引き出す為にしても他ほかに方法は幾いくらでもある筈はずだ。

　或いは───襲撃者の中に、十六夜の知らない謎なぞを解いた者がいるとでもいうのか。

　海の超獣も気になるが今は逃げた原住民が先だ。十六夜は弾だん丸がんの如ごとく駆かけ出し土煙の上がる方角へ向かう。

　森の中から聞こえる金属音に混ざり、様々な声が届いた。

「女子供は聖地に逃げろ！」

「戦士は弓で応戦するんだ！　近接では敵かなわんッ[image: !!!]」

「駄だ目めだ、速すぎて当てられない………[image: !!!]」

　弾はじき合う金属音と老ろう若にやく男なん女によの悲鳴。十六夜は逃げる原住民の頭上を飛び越えて一直線に進む。衝突する音の数、そしてその速度から、戦っている者が並の武芸者でない事を悟さとる。よもやと人物像を描えがきながら飛び込む十六夜。

　その眼前に、純白の長ちよう髪はつが舞まった。

「………っ、貴様、あの夜の童子………[image: !!?]」

「やっぱりお前か、パラシュラーマッ[image: !!!]」

　舞う様に茂しげみから現れた純白の武人。

　その手に血濡れの戦せん斧ぷを持って飛び出した彼女は額から汗あせを流ながして膝ひざを突く。

　外傷は見られないが、体調そのものが極きわめて悪い様に窺うかがえる。少なくとも四日前に出会った彼女には見られなかった変調だ。

　十六夜は原因に気が付きながら内心の憤ふん激げきを抑おさえ、静かに問う。

「お前が集落を襲った………ってわけじゃ無さそうだな」

「当たり前じゃ馬ば鹿かたれ。行き倒だおれていた所に宿を貸してくれたのが、この地の者たちだっただけよ」

　肩かたで息をしながら一喝するパラシュラーマ。だが途と端たんに咳せき込み喀かつ血けつする。

　汗を拭ぬぐい血濡れの戦斧を杖つえにしてやっと立ち上がるパラシュラーマ。よく見れば全くの無傷というわけでもない。宿主である少女の白い肌はだには細かい線の様な切り傷がある。

　飛び道具の類たぐいを疑ったが、それにしては傷の付き方が妙みようだ。

　曲線を描くようなこの切り傷は直線運動しかできない飛び道具ではありえない。となると敵の得物は───

「鞭むち………いや、鉄線か？」

「惜おしいな。恐らくは何かの獣けものから抽ちゆう出しゆつした糸であろう。本調子であれば取るに足らぬ児じ戯ぎなのじゃが………見ての通り、不様に醜しゆう態たいを晒さらしておるよ」

　クツクツと陰いん鬱うつな笑みを作りながら咳せき込むパラシュラーマ。強がってはいるが、咳で喀血するとなると肺をやられている可能性もある。

　白皮症アルビノの少女と同じ症しよう状じようかと勘かん繰ぐったが、此方こちらは更さらに悪化が著いちじるしい。話をするだけの元気があるならまだ暫しばらくは大だい丈じよう夫ぶだろうが、真ま面おもてに叩たたける体調でないのは明らかだ。

「随ずい分ぶんと苦しそうだな。寄る年波に勝てないっていうなら、素す直なおに宿主から離はなれてもいいんじゃねえか？　見知らぬ少女と共とも倒だおれなんて御ご免めんだろ？」

「………わかりきった事を言わせるでない。この娘むすめの身体からだは既すでに限界だ。ワシが離れれば五分と持たずに昏こん睡すいする事になるのは目に見えとる」

　苛いら立だち交じりに口元の血を拭うパラシュラーマ。

　だが十六夜は彼女の意思を聞いて不敵に笑った。

「へえ？　要するに、宿主の女を助けようって意思はあるんだな？」

「………ふん。貴様、よく性格が悪いと言われるであろう？」

　パラシュラーマの皮肉を十六夜は肯こう定ていと解かい釈しやくした。

「よし。ならお前との決着は後回しだ。聞きたい話もあるし、アンタの宿主を助けられる可能性がある奴やつも心当たりがある」

「ほう？　貴様の知り合いに〝アストラ〟の暴走を抑えられる術師がおると？」

「アストラ？　───ああ、〝星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シン〟のことか」

　十六夜はプリトゥから預かった種子を手て渡わたして彼女の前に出る。

「その種が道を示す。使い方は分かるな？」

「………くく。ワシが今さら神々の導きに頼たよることになろうとは」

「グチグチ言ってねえでさっさと原住民を連れて逃げろ。何時いつまでも無む駄だ口ぐちをたたいていたら───来るぞッ[image: !!!]」

　疾しつ風ぷうが森を駆け抜ぬける。それが風ではなく絃げんの様な不ふ透とう明めいの糸だと気が付けたのは、先に敵の得物が糸だと理解していたからだろう。

　目で捉とらえるには細すぎる不透明の糸の乱らん舞ぶを十六夜は絡からめて全て摑つかみとった。

　傍はたから見ていたパラシュラーマは十六夜の指が飛ぶ瞬しゆん間かんを幻げん視ししたが、幸いなことに彼の指は繫つながったままだ。

　彼の身体があらゆる切断・斬ざん撃げきに耐たい性せいがあることを思い出し、躊躇ためらいが消えた。

「良かろう………此こ処こは任せた！」

「任せられた！　マナー知らずの三流は───此処で、俺が始末する！」

　全力で糸を引き寄せると、術師自らが糸を斬きり捨てた。右足を軸じくにして回転し横転を防いだ十六夜はバランスを崩くずすことなく一直線に飛び出した。

　敵の得物が糸だけならば取るに足らないが、他に隠かくし球があるのであれば厄やつ介かいだ。慎しん重ちように行くか一いつ気き呵か成せいに叩きのめすかの二択たくならば、当然ながら後者を選ぶのが彼である。

　後方の上に飛び出した人ひと影かげを見てそれを追撃する。

　樹き々ぎの隙すき間まを縫ぬう様に飛び去るその人影が指を振ふるうと途端に疾風が奔はしり森が伐ばつ採さいされていく。

　だが十六夜にはあらゆる斬撃が通用しない。此れでは見晴らしがよくなるだけだ。

　一度の攻こう撃げきで学習しないというのならその程度の敵なのか。

　其それとも或いは───他に狙ねらいがあるのか。

　十六夜は警けい戒かいして不可視の糸を避よけつつ相手の手を読む。

（毒でも塗ぬらない限り糸に触ふれさせるだけじゃ意味がねえ。確かに大した切れ味だが、切断は効かない………ならやはり他の狙いが？）

　眼前で樹々を伐採して見せているのは糸の用よう途とを〝切断〟だと誤ご認にんさせるものだとしたらどうだろう。そもそも糸の役割は切断ではない。

（俺が糸を使って戦うなら………搦からめ捕とる………或いは、縛しばり取る………もしくは締しめ上げ………いやそうだ、絞こう殺さつは不味まずい───[image: !!!]）

　十六夜は反射的に首元に右手を滑すべり込ませる。

　その途端、大量の糸が高速回転しながら首に絡みつき始めた。間かん一いつ髪ぱつのところで右手の指を挟はさみ込めたものの、首に絡んできた糸は先ほどまでの糸とは明らかに材質が違ちがう。

　万力を込めても糸は全く切れる気配がない。

　此れが本当の敵の武器だと悟った十六夜だが、相手の方が動くのが早かった。

　糸に絡み取られた十六夜を一いつ本ぽん釣づりの要領で空中に持ち上げ、激しく叩きつける。それを繰くり返すこと三度、更に追撃するかのように十六夜は高速で引き摺ずられ始めた。

　左の拳を大地に突つき刺さそうとしたがすぐに絡み取られてしまう。

（コイツ………獅し子し座ざの弱点を知ってるのか………[image: !!?]）

　獅子座の恩おん恵けいのモデルになった獅子は斬撃が効かない強きよう靱じんな肉体を持っていたものの、最後はヘラクレスに首を絞しめられて命を落としたと伝承に残っている。その為、絞殺や殴おう殺さつを狙った一いち撃げきは通常よりも十六夜の身体に傷を残しやすいものとなっているのだ。

　牛ぎゆう魔ま王おうやパラシュラーマの打だ突とつの衝しよう撃げきが体に大きく残っていたのはそれが原因である。

　だが十六夜はそんな素そ振ぶりを表に出したことは殆ほとんどなかった筈だ。以前の所有者もそれらしい態度を見せたことは一度もない。

　となると、この糸使いの正体は絞しぼられてくる。

「テメェ………ギリシャ出身、それもヘラクレスの知り合いか何かか!?」

「っ───[image: !!?]」

　糸が動どう揺ようで僅わずかに緩ゆるむ。首の糸は解ほどけなかったものの、左ひだり腕うでを逃がすことに成功した十六夜は拳こぶしを大地に向かって突き立てて無理やり糸使いの移動を止めた。

　本命の得物だけあって簡単に糸を切る真似まねは出来ないらしい。

　十六夜はそれを見み越こして糸を手た繰ぐり、足で踏ふみつけた。

「そら、此これで首を絞めることもできねえだろ。おとなしく顔を見せやがれ。そしたら一発ぶん殴なぐって原住民に総土下座だけで許してやる」

　自身の優位を見せつけて投降を促うながす。首と右手に糸が絡んでいる為ために絶対的な優位とは言い難がたいが、糸を切るつもりが無いのなら力比べに持ち込むしかない。

　この相手ならば十六夜が組み伏ふせるのも難しい事ではないだろう。

　他に奥の手が無いのであれば、だが。

　しかし糸使いはしばし間を置いた後、呆あきれるほど簡単に音を上げた。

「………。やれやれ、参ったね。まさかこんなに早く特定されてしまうとは。言葉こそ荒あらっぽいが、やはりあの子の息子むすこということなんだろうね」

「ああん？」

「君の勝利だと言ったんだよ、逆さか廻まき十六夜。今の持ち合わせでは君を倒たおすことは出来無さそうだしね。まずは話をさせてもらおうじゃないか」

　糸の拘こう束そくが緩み、大地を削けずりながら十六夜の足元を逃のがれていく。

　茂みの向こうから現れたのは、十六夜と同どう年ねん齢れい程度の優やさ男おとこだった。右腕の自由が戻もどった十六夜は取り敢あえず状況が振り出しに戻った事を確認しつつその男を見み据すえる。

　佇たたずまいからして武芸者という事は無さそうだが、だからと言って十六夜の様に無ぶ頼らいな戦いをする者にも見えない。

　強しいて言うのであればこの数年で出会った〝魔ま法ほう使つかい〟とかいう人類の幻げん獣じゆう種に近い雰ふん囲い気きがあるものの、彼らはもっとその雰囲気が神秘的なものだった。

　目の前の優男は───本当に、只の優男にしか見えなかった。

「………なんだ、お前。本当にさっきまで戦っていた男か？」

「勿もち論ろんだよ。昔は此れでも結構凄すごかったんだけど、弟で子しの免めん許きよ皆かい伝でんの時に全すべての力を渡わたしてしまってね。見ての通り、今はしがない半神半人の高位生命ハイブリツドさ」

　困ったね、と本当に困り顔で後ろ髪がみを搔かく優男。

　十六夜は警けい戒かい心しんを解くことなく瞳ひとみを細めて続ける。

「ふん………それで、何を理由に原住民の集落を襲おそった？　主権戦争の開幕にはまだ時間があるだろ？」

「それは偶ぐう然ぜんだよ。集落の人間を傷つけてしまったのは僕たちのミスだから謝ろう。土下座しろというのなら、恥はずかしいけどしてもいい。非は僕たちにあるからね。ただ………彼女の身み柄がらだけは渡して欲しいんだ」

　優男は困り顔から一転し、真ま面じ目めな顔になる。

「パラシュラーマ………武と不義の廃はい滅めつ者。彼女が外界で顕けん現げんした理由は分からない。とんと見当もつかない。だって彼女が新時代で顕現するのは武と不義の廃滅の為ではなく、新時代の英えい雄ゆうを育て上げる為に現れる筈はずだからね」

　ピクリ、と片かた眉まゆを動かす。それについては十六夜も不思議に思っていた。

　第六の化け身しんパラシュラーマは過去に王族や戦士階級クシヤトリヤの者たちを殺さつ戮りくする為に遣つかわされた。だがその役目は過去の物であり、新しい時代には別の役割が課せられている。

　新時代にて現れる〝アヴァターラ〟最後の化身───世界を救う救世主を鍛きたえ育成するのがパラシュラーマの役割だったはずだ。

「全く、どうしてこんな事になってしまったんだか。彼女が暴れたことによって外界は少し困ったことになっている。すぐにでも彼女の肉体が必要なんだ」

「………外界が？　それに肉体が必要だと？」

「そうだ。彼女が宿主にしている女性は〝アストラ〟に適合する数少ない肉体だ。彼女は替かえが利きくか分からない。もし失ってしまえばどうなるか予測もつかない」

　十六夜は怪け訝げんな表情で優男を見る。優男は頼りない笑えみを見せているものの、その声には力を感じられた。彼は只の酔すい狂きようでパラシュラーマを狙ったわけではない。

　だが十六夜の知力を以もってしても、優男が口にしていることは半分も理解できない。明らかに推理に必要な欠片ピースが足りていない。

〝アストラ〟───先ほどもパラシュラーマが口にしていたが、それが足りない欠片だろうか。

「………アストラ、ねえ。ラテン語じゃ星・新星を意味し、サンスクリット語では兵器を意味する言葉。お前が口にしているのはその〝アストラ〟か？」

「そうだよ、逆廻十六夜。君が箱庭に召しよう喚かんされてから既に〝アストラ〟の片へん鱗りんに触れてきた可能性も………ああいや、黒くろちゃんと共に〝ノーネーム〟を支えていたのだったね。ならば君も近くで直接、あの子の槍やりを見たことがあるんじゃないか？」

　其れについては十六夜も真っ先に脳のう裏りに浮うかんだ。………いやそれ以前に、この男が黒ウサギの事を〝黒ちゃん〟と呼んだことにも衝撃を受けていたがそれは横に置く。

　彼女から預かった神槍───〝疑ブラ似フマ神ース格トラ・・梵天槍レプリカ〟には〝アストラ〟という言葉が含ふくまれている。

「〝ブラフマーストラ〟という言葉は本を正すと〝宇宙真理ブラフマー〟と〝兵器アストラ〟の複合語だ。この言葉はインド神話の英えい傑けつたちが秘中の秘として極きわめた業わざの原型ともされている。インド神話の英傑たちが秘中の秘を使う時に必ず〝アストラ〟と唱えるのは原型の名残なごりだね」

　人類で初めて神域の業に到とう達たつした者───武術の祖であるパラシュラーマが最高神から授さずかった業を弟子たちに伝え、後に繫がる英傑たちがその業を更さらなる形に進化させる。

　武技の伝達・伝承という意味では理想的な形と言えるだろう。

　彼女が秘中の秘を放つときに〝ブラフマー・アストラオリジン〟と唱えたのは未加工のままの奥義であるという意味を込めていたのかもしれない。

「君は他にも幾いくつかの〝アストラ〟に触れてきたはずだ。第三点空間跳ちよう躍やくを可能にする

〝アストラルゲート〟。梵ぼん我が一いち如によの業を以って放たれる槍〝ブラフマー・アストラ〟。此れらは全て〝人類が究極的破は滅めつを回かい避ひする〟為に必要な技術として伝えられている」

「………へえ。なら焰ほむらの研究している〝アストラルナノマシン〟もそうだと？」

「そうだ。むしろこの研究こそが全ての鍵かぎだと言っていい。地じ獄ごくの窯かま、星の巨おお釜がまより現れ人類を救う鍵。架か空くう粒りゆう子し、エーテルの顕現に必要な多元運動量を放出する最高効率のエネルギー粒子。第三永久機関。其れが君たちの父親が発見した〝アストラルナノマシン〟だ」

　瞳を光らせて十六夜は男の言葉を吟ぎん味みする。

　全ての鍵───確かに、言い得ている気がする。

　神々の箱庭で度たび々たび口にされる〝新しい時代〟とは恐おそらく人工粒子を用いて引き起こされる最大級の〝歴史のパラダイム転換期シフト〟───〝第三永久機関によるエネルギー革命〟の事だろう。

　第一次エネルギー革命で、人類は初めて火を手にした。

　第二次エネルギー革命で、人類は熱と鋼はがねと力の置ち換かんを得た。

　第三次エネルギー革命で、人類は光と破は壊かいと可能性を摑つかんだ。

　人類が人類たり得る為に必要不可欠な〝歴史の転換期〟。

　其れが人類史に刻まれた〝エネルギー革命〟という収束点だ。

　恐らくこの〝星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シン〟の開発は人類最後のエネルギー革命として刻み続けることになるだろう。何せ運用できる量が違いすぎる。広がる可能性が違いすぎる。

　決して人類が届くことの無かった可能性に手が届くかもしれない力だ。

　曰いわく人類が宇宙に飛び立つ為の礎いしずえにさえなり得るこの研究は、或あるいは新しん暦れきを刻むことにもなり得るだろう。

　だがそれだけの可能性を前に、十六夜にはどうしても納なつ得とくできない箇か所しよがあった。

「………わからねえな。確かに凄い力だとは思うし、ロマンも特盛りの大事業だ。事の行く末を見届けるまでは外界でのんびり過ごしてもいいと思えるくらいにはな。───だからこそお前に問うぞ、詩人オルフェウス」

　オルフェウスと呼ばれた男は別段驚おどろくこともなく頷うなずいて返す。

　古きギリシャ神話の英雄の一人として語られているが、箱庭ではむしろ別の伝説の方が有名だ。十六夜はこの男の事を黒ウサギたちから聞いたことがあった。

　曰く、ディストピア戦争の英雄。

　曰く、アルカディア大連盟創始者の一人。

　曰く───金糸雀カナリアの師であり、育ての親の一人。

「クロアの野や郎ろうは全てを語ると口にしてから、忽こつ然ぜんと姿を消した。当時は憤いきどおったもんだが、今は責めるつもりは全く無い。黒人奴ど隷れいたちの解放の願いが形となったアイツが、この一件を見過ごせるはずがなかった」

「………そうだね。クロアなら、あの燕えん尾び服ふくの賢けん神じんなら立ち上がるだろう。誰だれよりも早く立ち上がり、模も索さくするだろう。実験体として消費される彼らを、一人でも救う可能性を」

　燕尾服の死神・クロア＝バロン。

　下げ卑びた笑いの裏で誰よりも強く自由への情熱を燃やしていた死神。

　その男の本質を的確にこの男は口にした。共に巨きよ大だいな魔ま王おうに立ち向かった戦友の、同士の絆きずなは忘れていないとオルフェウスは口にした。

　ならば次に十六夜が発する質問への回答も信じるだけの価値がある。

「─────」

　十六夜は緊きん迫ぱくした表情で呼吸を整える。先ほどの話の中には明確に矛む盾じゆん点があった。

　オルフェウスは〝アストラ〟は人類を救うための兵器と口にした。

　だがそもそもの問題として、〝星辰粒子体によるエネルギー革命〟が人類を破滅させる可能性を秘ひめていたのが問題だった筈だ。故ゆえに十六夜たちは三年前に、その破滅の可能性そのものである悪性の大魔王との戦いを余よ儀ぎなくされたのだ。

　しかしそれほど危険な研究だったというのであれば、粒子体技術を人類の手に渡さないという選せん択たく肢しだってあったはず。何せ核かくとなるモノは人造物ではなく被ひ造ぞう物だ。

　自然界の業、神々の業で造られた被造物であるなら、人類に預けない方法を選ぶことだって出来ただろう。或いは時を見計らって渡す時期を神々の視点から調整することだって出来たはずだ。

　………しかしそれが出来なかった。

　そして今、オルフェウスは〝地獄の窯〟を〝星の巨釜〟と言い換かえた。何気ない一言だったが此これは明確に同一のものであると判断していい。彼の意志で出したヒントなのか、それとも過失によるものなのかはわからない。だが十六夜はその言葉を覚えている。

　三年前───〝絶対悪〟の魔王と戦った時に誰かがこう謳うたった。




　───地獄の窯が開かれた、と。




　アレは比ひ喩ゆではなかった。

　そう、窯だ。巨釜だったのだ。

　大魔王が封ふう印いんされていた地獄の巨釜とは比喩ではなかった。地獄の窯は、星の巨釜は、外界にも確かに在ったのだ。

　魔王が復活した一連の流れもまた、人類の未来を示し唆さする要因だとするなら。

〝絶対悪〟の魔王が生まれる前に一つ、人類には大きな危機が訪おとずれるはずだ。

「─────」




　精せい霊れい列車の甲かん高だかい汽笛が遥はるか遠くから聞こえる。

　太陽の主権戦争の開幕を告げる鐘かねに代わり、精霊列車がその雄お叫たけびを大陸中に響ひびかせる。そしてその眼下にばら撒まかれる羊皮紙の〝契約書類ギアスロール〟。

　十六夜たちの頭上を通り過ぎて行くその汽笛は、全てのゲームが此こ処こに始まった事を意味していた。




　───さあ、今度こそ全ての欠片は揃そろった。




　最新の時代の神話───その序章について語り始めよう。
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　───少し時間を遡さかのぼって。




　超ちよう獣じゆうに襲おそわれた船着き場から少し南下した入り江えに、二人の美しい少女が身を隠かくしていた。共に金糸と見み紛まがうほどに美しい髪かみを靡なびかせる二人は仲なか睦むつまじくその髪を梳すいている。

　彼女たちが腰こしを下ろしているのが超獣の部位でなければ、実に絵になっていただろう。

「ふふ。流石さすがはアルゴー船団。予定より手間取ってしまいましたわ、レティシア伯母おば様」

「………そうだな、ラミア」

　超獣の巨大な身体からだに腰を下ろす主人───金きん髪ぱつの少女は紅玉の瞳ひとみを光らせて薄うすく笑う。

　年とし端はもいかぬ金髪の少女と、その隣となりで辛つらそうに腕うでを組むレティシアと呼ばれた女性。

　二人は入り江に流れ着く砕くだけ散った船団を前にして対照的な表情でその残ざん骸がいを見つめている。

　その面めん貌ぼうを見ればどの様な種族であるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　陽ひの光で照らされる金髪は洗練された金糸の如ごとき柔やわらかさと強きよう靱じんさを秘め、血を溶とかしたかのような紅玉の瞳は至上の宝石と喩たとえるに相応ふさわしい。

　吸きゆう血けつ鬼きの純血種───しかもその背には王族にのみ継つがれる龍りゆうの遺い影えいが顕けん現げんしている。太陽の光を背に見下ろす彼女は詠う様にカラコロと笑った。

　幼くも美しい吸きゆう血けつ姫き───ラミアと呼ばれた少女は優ゆう雅がで愉たのし気な笑えみを。

　麗うるわしく儚はかなげな吸血鬼───レティシアと呼ばれた女性は慙ざん愧きと苦く悶もんを浮かべている。

　だがこの惨さん状じようを作り出したのが吸血鬼とは誰も思うまい。

　神々の箱庭で生息する吸血鬼は〝箱庭の騎き士し〟と呼ばれる秩ちつ序じよの守護者たちだ。

　箱庭の大天幕は太陽の光に弱い種族の為ために加護が敷しかれており、その加護を必要とする種族は箱庭の秩序を守る種となる。故に吸血鬼を見かけたとしても警けい戒かいすることも無かったのだろう。

　轟ごう々ごうと燃え盛る〝アルゴナウタイ〟の船団を見つめる二人の吸血鬼。

　だがそんな二人に、炎えん上じようした〝アルゴー船〟から声がかかった。

「………なんという事だ。お前も〝　　　　　　〟大連盟を裏切ったのか、レティシア」

　悲ひ憤ふんを抑おさえた声に呼びかけられたレティシアは、驚きよう嘆たんと共に顔を上げる。

　海岸の崖がけ沿ぞいに、歩く足音が近づいてくる。間もなく屈くつ強きような戦士がその姿を見せた。

　地に着く程ほどに長い亜あ麻ま色いろの髪を靡かせて現れた男は、まるで獅し子しを思わせるかのような風ふう貌ぼうだ。

　名を呼ばれたレティシアは美び麗れいな顔を歪ゆがませて男を睨にらむ。

　その表情から察するに、想定内ではあったが、出来れば出会いたくなかったというところだろう。

　隣に立つラミアは全く認にん知ちしていなかった様子で不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「レティシア伯母様。あの男は？　伯母様のお知り合いですか？」

「ああ。古い付き合いだ」

「そうですかなら殺しましょう」

　赤い爪つめが髪を搔かき上げる。

　扇おうぎ状じように開かれた髪が綺き羅らと輝かがやくと、靡いた髪の数だけ大気に亀き裂れつが奔はしった。アルゴー船の甲かん板ぱんに張られた〝金剛鉄アダマンテイウム〟すら容易たやすく切り裂さく亀裂が靡かせた数だけ襲い掛かかる。

　避よける隙すき間まも無い程に降り注いだ刃やいばを───男は、棒立ちのまま受け止めた。

「………む」
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　無傷の男を見たラミアは不快そうに眉まゆを寄せる。数百にも及およぶ大気の亀裂が襲い掛かったにも拘かかわらず男には傷一つない。

　更さらに追い打ちをかけようとしたラミアを、レティシアは静かに止めた。

「無む駄だだ、ラミア。その男に生半な攻こう撃げきは通用しない」

「………？　神しん霊れいには見えませんよ？」

「ああ。しかし半はん端ぱな神霊より厄やつ介かいな相手だと思え。何せ奴やつはギリシャ神群最強の戦士だ。───お前も聞いたことがあるだろう？　大父神ゼウスの息子むすこ、ヘラクレスの名を」

　名を聞いたラミアは戦士の顔を二度見した。

「〝十じつ戒かいの試練〟の主しゆ催さい者しや・半神ヘラクレス………[image: !!!]　ギリシャ神群最強の戦士にして、伯母様と同じディストピア戦争の勇者の一人………！」

　魔王ディストピア───その名を知らぬ者はこの箱庭には一人としていない。

〝極西のFar魔王west〟、〝人類最終Last観測者observer〟、〝神喰らいGod eater〟などの王号を与あたえられた最強の魔王の一角。

　遥か昔、東西南北に仕切られた箱庭の世界の一地方を支配するに至った大魔王により、この神々の箱庭と人間たちの外界は窮きゆう地ちに立った。

　箱庭を二分したこの戦いには神々のみならず詩人オルフェウス、導師スカハサ、黄こう帝てい、教王アルトリウスなど多くの英えい雄ゆう英えい傑けつが参戦したと伝えられている。

　だがヘラクレスは、自身は当事者ではないと首を横に振ふった。

「それは語ご弊へいがあるな。俺はディストピア戦争に参戦していない。先達の一人として新しい可能性の種を蒔まいてはいたが………いいやそもそもの話、俺のような過去の遺物では〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟には勝てぬし、戦ったところで意味が無い」

「………？」

　むむ？　と小首を傾かしげるラミア。

　レティシアは瞳を閉じて言葉を聞き流したが、ディストピア戦争を経験していないラミアにとっては理解できない言葉だったのだろう。

　ヘラクレスと呼ばれた男はラミアを一いち瞥べつし、悲しそうな色を瞳に浮うかべる。

「それよりレティシア。その娘むすめはまさか」

「………ああ。私の妹の娘だ」

「そうか。ならば友として祝辞を述べるべきだな。お前は生しよう涯がいの願いのうち一つを成した。───おめでとう、友よ。お前は遂ついに、一つの命と願いを救って見せた」

　屈強な体には似合わない穏おだやかな笑みに不意を突つかれる。

　レティシアは完全に面めん食くらっていたが、その朗ほがらかな笑みに釣つられて苦笑いを零こぼす。

「私が救ったわけではないが………祝辞、謹つつしんで受け取ろう。しかし、お前も変わらないマイペースさだな、ヘラクレス」

「………？　そうか？」

「そうさ。この状じよう況きようならば他ほかに口にすべき言葉があるだろう？　まさか呪じゆ詛そより先に祝辞を述べられるなど、普ふ通つうは考えもしないぞ」

　レティシアの追つい及きゆうにはて、と首を傾げるヘラクレス。

　その仕草と純じゆん朴ぼくな瞳が「祝辞より他に優先すべきことは無かった筈はずだ」と暗に告げている。マイペースというよりは天然気質というべきだろう。

　話に置いて行かれそうになったラミアはハッと我に返って会話に割り込む。

「そ、そんな事より！　いずれにしても、主権戦争の優勝候補と戦う事になるとは嬉うれしい誤算なのだわ。ヘラクレスは〝アルカディア〟大連盟が解体した時に行方ゆくえ不明になったとジェームズから聞いていたのだけれど、思わぬ手て土産みやげを得ましたわね」

　一転、ヘラクレスは驚きよう愕がくと怒いかりを込めて吸血姫を睨む。

　だがそれは船団を壊かい滅めつさせられた怒りによるものではない。

〝ノーネーム〟の本来あるべき名前を、この黄金の吸血姫は口にした。

　その事実に対して、彼は怒りで総身を膨ふくらませた。

「それは此方こちらの台詞せりふだ、吸血姫。失われた〝　　　　　　〟大連盟の名を口に出来るのはその所有権を持つ者のみ。それが意味するのは一つしかない」

〝アルカディア〟大連盟───かつて箱庭を席せつ巻けんした最大級の連盟コミュニティ。

　魔ま王おうディストピアを討うつ為に結成されたこの大連盟は六年前に謎なぞの魔王に襲われ解体を余よ儀ぎなくされ、現在は〝ノーネーム〟という蔑べつ称しようで呼ばれている。三年前の戦いで旗印と名声は取り戻もどせたものの、未いまだにその真の名を取り戻すには至っていない。

　ヘラクレスはそれまで欠片かけらも見せなかった闘とう志しを立ち昇のぼらせてラミアを睨む。

「娘よ。よもや貴様が〝　　　　　　〟大連盟の名めい称しようを保有しているのか？」

「さあ、どうでしょう？　何いずれにしても此これから死に征ゆく方には無用な情報だわ」

　微笑ほほえみながら影かげを纏まといラミアも臨戦態勢に入る。

　精せい霊れい列車が到とう着ちやくする前ならば殺し合いも可能だ。力で奪うばうのは今しかない。

　話し合いの余地なしというその姿勢に、ヘラクレスの相そう貌ぼうも敵意に染まる。

「〝　　　　　　〟大連盟が〝名無しノーネーム〟に堕おちたその日から………俺はずっと、白びやく夜や王おうの依い頼らいで貴様らの動向を探さぐっていた。我らの弟で子し、我らの娘たる金糸雀カナリアが、名も知れぬ魔王に敗北するなど考えられない事態だったからだ」

　旧〝ノーネーム〟が打だ倒とうした魔王ディストピアは其それほどまでに強大な魔王だった。最新の詩人にして最強のゲームメイカーと称たたえられた金糸雀と〝アルカディア〟大連盟。

　其れがたった一夜。僅わずか一度の夜で滅ほろぼされたのだ。

「千里眼ラプラス、第三点アカシツク観測レコード、更には星辰集積デイザスター測量レポートの記録を見分しても尚なお、あの夜に何があったのかは不明だった。………だが漸ようやくだ。漸くその尻尾しつぽを摑つかんだぞ、〝ウロボロス〟」

「それはそれは、随ずい分ぶんとまた遠回りしましたものだわ。〝ウロボロス〟の前任は三年前にはもう下層で活動を再開していたという話でしてよ？」

　優雅に髪を搔き上げて余よ裕ゆうの笑みを浮かべる。

　三年前の〝階層フロア支配者マスター〟襲しゆう撃げき事件───〝煌こう炎えんの都みやこ〟で起きた大戦争は〝ウロボロス〟が事の発ほつ端たんであることは有名だ。参戦した魔王マクスウェル、混こん世せい魔王は死亡が確認されているものの、コミュニティの実態については誰だれもが知ることとなっただろう。

　だがそうではないと、ヘラクレスは首を横に振る。

「俺が探していたのは末まつ端たんの実働部隊ではない。〝　　　　　　　〟大連盟の崩ほう壊かいの一夜を演じた者であり、〝ウロボロス〟の中ちゆう枢すうを担になう者。それは即すなわち………裏切り者だ」

　ラミアはその時になって初めて笑顔を消した。

　同時に、ヘラクレスはレティシアを睨む。

「レティシア。偉い大だいなる〝龍の騎士ドラクレア〟よ。お前がそうなのか？　お前が裏切り者なのか？　───それとも、お前もなのか？」

「っ………」

　問いかけられたレティシアは辛そうに視線を逸そらした。

　悲痛そうなレティシアを見たラミアは黄金の髪を戦慄わななかせてヘラクレスを睨んだ。

「どの口で伯母様を裏切り者などと………[image: !!!]　ええ、いいでしょう！　素す直なおに太陽主権を渡わたすのなら生かしておくつもりでしたが、その不敬は万ばん死しに値あたいします！」

　波間が揺ゆれる。海の底から巨きよ大だいな気配が浮ふ上じようし始める。

　ヘラクレスは無手のまま構えて臨戦態勢に入る。

　今まさに一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きが満ちていく中、それを制止する声が響ひびいた。

「待て待て待て、待てヘラクレス！　相変わらず事を荒あら立だてる天才だな君は！」

　両者の間に割って入る大量の糸の壁かべ。

　そしてヘラクレスの側に下り立つ優やさ男おとこ。

　先ほどまで敵意に満ちていたヘラクレスは一転して瞳ひとみを見開いた。

「………オルフェウス？　オルフェウスか!?　どうしたのだその若い肉体は!?」

「はは、質問の内容が場にそぐわないぞ。相変わらず己おのれの疑問に素直だね。他に聞くべきことがあるんじゃないのか？」

「───……？」

「ようし、僕が悪かった！　君は一つ一つ疑問を解かないと納なつ得とくしない人間だったね！　僕が若作りしているのは主権戦争の参加資格が肉体年ねん齢れい若くないと駄だ目めだからだよ！」

　どうだ分かったかッ[image: !!?]　という自棄やけっぱちの叫さけびに、しっかりと頷うなずいて返す。

「そして裏切り者の件だけど………レティシアが僕たちの側に付いたのはつい最近だ。理由については黙もく秘ひ権けんを使わせてもらうよ」

「………そうか。ではやはり裏切り者はお前だったか、オルフェウス」

　怒りの矛ほこ先さきがレティシアたちからオルフェウスに向かう。だが意外には感じていないらしい。ヘラクレスが突き止めたという裏切り者がオルフェウスだったのだろう。

　総身に漲みなぎる怒りに身を任せ、ヘラクレスが一歩踏ふみ込む。

　オルフェウスも真しん剣けんな表情を浮かべたが、まずは右手を出して制止した。

「待て、話を聞け」

「断る。貴様は仲間であれば頼たのもしいが、敵に回した時の厄介さは骨身に染しみて理解している。何より裏切り者の言葉なんぞに貸す耳は無い。問答無用で捕とらえさせてもらう」

　空間が軋きしみを上げる。憤ふん激げきの相貌だけで大気が歪ゆがみ大地が悲鳴を上げ始める。

　ギリシャ神群最強の戦士───一つの神群の中で頂に立った者の力は生半な物ではない。それは即ち一つの世界で最強の名を冠かんするに至った証あかしだからだ。

　その栄えい冠かんの中でも突とつ出しゆつした力を持つヘラクレスが相手では、詩人の力を失ったオルフェウスなど吹ふけば飛ぶ程度の存在でしかない。

「………話を聞く気はない。そう言うのかい？」

「ああ」

「箱庭と外界、その二つの危機を救う為ための言葉でも？」

「くどい。俺が貴様の言葉を信じることがあるとすれば、貴様が今わの際きわを迎むかえる時だけだ。全すべてを失うその瞬しゆん間かんに吐はき出た言葉であれば、裏切り者とて姦かん計けいには走るまい」

　一歩、また一歩と距きよ離りを詰つめるヘラクレス。

　だがオルフェウスは退ひかない。瞳を閉じ、静かに彼の言葉を吟ぎん味みする。

「………そうか。今わの際、命の炎が消える瞬間なら話を聞いてくれるのか」

　然しからば是ぜ非ひもない。ヘラクレスが歩く歩ほ幅はばよりも早くその懐ふところに歩み寄り、オルフェウスは両手を広げた。




「ならば───今、此処で討つがいい」




「何？」

　虚きよを突かれたヘラクレスは歩みを止めた。オルフェウスは腰こしに下げていた銀の竪たて琴ごとを海辺に投げ捨て、完全に無防備なまま彼の前に立つ。

　此れで今の彼には応戦も離り脱だつも不可能となった。

　鬼き気き迫せまる形相でヘラクレスを睨にらむオルフェウスは瞳と言葉に力を込めて叫ぶ。

「何を驚おどろく。死の際の言葉ならば信じると、そう言ったのは君だろう？　僕は詩人だ。言の葉を紡つむぐ者だ。僕は僕の声が君に、観客に届くというのなら、喜んで命を差しだそう」

「っ………!?」

「さあ、討て。此処で討てッ[image: !!!]　そして我が断だん末まつ魔まと共に、真実を聞くがいいッ[image: !!!]　僕の命と引き換かえに大だい英えい傑けつヘラクレスに言の葉が届くのならば喜んでそうしよう[image: !!!]　詩人オルフェウスの奏かなでる最さい期ごの調べを以もって───その胸に、誠まことの声を届けて見せようッ[image: !!!]」

　迫はく真しんの猛たけりに、ヘラクレスは僅かに後退する。彼の知るオルフェウスはこの様な激しい感情を顔に出す男では無かったからだ。

　何が彼を此処までさせるのか分からないまま、ヘラクレスはオルフェウスを睨み返す。

「馬ば鹿かな………[image: !!?]　詩人オルフェウスともあろうものが、詩うたを聞かせる為だけに命を賭かけるというのか!?」

「そうだともッ[image: !!!]　我らにとって言葉こそが剣つるぎであり、槍やりであり、弓であり誇ほこりである！〝我が声よ、君に届け〟という想おもい一つで戦いに臨む以上、我ら詩人は何時だって己の詩に命を賭けてきたとも！」

　そんな彼に、ヘラクレスは〝死なねば聞かぬ〟と吐き捨てた。

　彼は土俵の外に出たつもりなのかもしれないが、実際はその逆だ。言の葉を届ける為に常に命を賭けてきた詩人にとってこれ以上の挑ちよう発はつは無い。

「友よ。僕は酔すい狂きようでこんな事を口にしているのではない。───時間が無いのだ。裏切り者の僕が、こうして裏切った君に懇こん願がんせねばならないほど最悪のイレギュラーが起きている。先ほども金糸雀の息子むすこを説得してきたところだ。彼がどう出るかはまだわからない。しかし打てる手は全て打っておきたい。………いいや、打たねばならんのだ」

　頼む、と頭を下げる。

　ヘラクレスは拳こぶしを握にぎったまま動けなかった。確かにこの男は裏切り者ではあるが、人としての本質が変容してしまった様には見えない。

　黄金の羊を求めて旅した時と同じく、魔王と対たい峙じした時と同じく、彼方かなたに追いやられた過去の日々と何ら変わらない人間性が感じられた。

（………だが……オルフェウスが裏切り者であることに変わりは………！）

　拳を強く握りしめてゆっくりと振ふり上げる。此処でこの男を裁かねば、〝名無しノーネーム〟に落ちた同士たちの怒りを誰が晴らすという。どの様な形で報むくいるという。

　この三年で大きく名を上げて返り咲ざいたとはいえ、この苦労は並なみ大たい抵ていのことではなかったはずだ。不必要に多くの試練を与あたえられて傷を負ったことも少なくないだろう。

　ましてや───オルフェウスを師として慕したっていた金糸雀は、どの様な想いを胸に死んでいったというのだ。

「………。金糸雀の育てた少年と話をした、と言ったな。その男はお前の話を聞いて、何と言ったのだ？」

「真実を確かめる、と言って走り出して行ったよ。あの場で殺されることも覚かく悟ごしていたのだけど、彼は僕の命なんかには興味が無かったようだよ」

「そうか。その命を奪う権利を持つ少年がそう口にしたのなら、俺も今は拳を収めよう」

　ヘラクレスは振り上げた拳をゆっくりと下ろす。

　直情的で激情家として伝承で知られるヘラクレスが、怒いかりと共に拳を退いたのだ。オルフェウスの言葉にどれだけの価値があったのかは推おして測るしかない。

「オルフェウス。お前の話を聞く前に一つだけ確かく認にんしたい」

「何だい？」

「お前が裏切ったのは、連盟崩壊前か？　それとも後か？」

　オルフェウスは少し動どう揺ようして視線を逸らす。其れは敢あえて彼が口にしなかったことだ。口にして言い訳を紡いだところで罪が軽くなるわけではないと飲み込んだ言葉だ。

　一連の話を聞いていたレティシアがすかさず助け船を出した。

「その優男が裏切ったのは崩壊後だ。それは私が保証する。そもそもこの極度の愛妻家が妻を置いて連盟を裏切ったりするものか」

「レ、レティシア。信しん頼らいを置くべきところがずれてないかい？」

　ずれてないな、と断言するレティシア。

　ヘラクレスはその言葉で胸の棘とげが取れた様に優やさしく微笑んだ。

「そうか………よかった。───本当に、よかった」

　心からの安あん堵ど。安心と共に零こぼれる笑え顔がお。古くからの友を疑い続ける咎とがを抱かかえるのは、如何いかに大英傑といえど辛つらい事だったのだろう。

　獅し子しのような大おお型がた獣じゆうが懐なついてきたような、そんな無む邪じや気きとも無む垢くともとれるその優しい笑顔を向けられ、逆にオルフェウスが辛くなった。

「………はは。ずるいなあその笑顔は！　此これだからラテン系美び丈じよう夫ふは危険なんだ！」

「危険、なのか？」

「危険だとも！　そんな感じで次から次に無意識かつ無差別に母性本能を刺し激げきするからお前たち親子の被ひ害がい者しやが………いや、この話は今度にしよう。時間がないのは本当なんだ」

　友情を確かめ合っている場合ではない。掘ほり返すと戦争になる話題もある。

　今まで傍ぼう観かんしていたラミアは少し不ふ貞て腐くされた様子で告げる。

「ふん。オルフェウスが話をするのは構わないけど、其それは同時に私たち〝ウロボロス〟に与くみするかどうかの決断を迫せまるという事でもあるのだけど。貴方あなた、理解してる？」

「さて、どうだかな。まずは話を聞いて欲しいというのがオルフェウスの遺ゆい言ごんだ」

「あれ？　僕を殺さない方向で話は決まったんだよね？」

「遺言なら許されるという話でもないのです。詩人で無くなったオルフェウスなど、正に二流の中ちゆう堅けん英えい傑けつ。或あるいはそれ以下。そんな輩やからの遺言にそれほどの価値はありません」

「そろそろ僕も傷付くぞ！　こういう扱あつかいを受けたことが無いので反応に困るよ!?」

「甘んじて受け入れろ。それが裏切りの罪と罰ばつだ」

「裏切りの罪罰って随ずい分ぶんと軽いな!?」

　オルフェウスは額を押さえて今の自分のポジションを嘆なげく。

　謳うたわない詩人、書かなくなった詩人の末路が惨みじめなのはどの世界でも同じらしい。

　コホン！　と声を上げて改めて注目を集めたラミアは立ち上がり、胸に手を当てて告げる。

「まあ、いいでしょう。私たちの話を聞けば貴方も己おのれから〝ウロボロス〟に───いえ。〝ウロボロス〟第三連合に加入することになるでしょうから」

「第三連合？」

「見せた方が早い。この連盟旗を見てくれ」

　広げられる〝ウロボロス〟の連盟旗。此れはヘラクレスも見たことがあった。

　永遠、円えん環かん、無限などの意味を内包した〝ウロボロス〟を描えがく時は必ず〝己の尾おを喰くらう蛇へび〟として描くのが通常だ。

　だが〝ウロボロス〟は連盟旗に〝互たがいの尻尾しつぽを喰らい合う三匹びきの龍りゆう〟を描いた。

「三匹の龍………此れが連盟の内部構成を現す記号化か」

「ええ。〝ウロボロス〟は巨きよ大だいな連盟。それらを統とう括かつする為に三つの連合に細分化してコミュニティを形成しているわ」

「私やラミアが任されているのは最前線で戦う第三連合。三年前までは殿でん下かと呼ばれる少年が。今はこのラミアが盟主を任せられている。今までの戦いで主力である第一・第二連合で姿を見せたのは魔ま王おうマクスウェルだけだ」

「伯母おば様伯母様。私も元々は第二連合だったのよ？　第三連合の盟主は第二連合から選ばれるのが掟おきてというだけで、私だって凄すごいのよ！」

　エヘン、と胸を張るラミア。

　ヘラクレスは少し眉まゆを歪める。

「では、この娘むすめを救ったのは………？」

「救ったと表現して良いモノかどうかはわからんが、〝ウロボロス〟の手によるものだ。私は数か月前に[image: Mr.]ジェームズを名乗る者にその事実を告げられて此処にいる」

「伯母様はジェームズを嫌きらっているけど、彼は優ゆう秀しゆうな紳しん士しです。私が保証するわ。何時いつかお母様と一いつ緒しよに三人で住めるように取り計らってくれると約束してくれたもの！」

　レティシアの腕うでを摑つかみ、嬉うれしそうにはしゃぐラミア。

　一いつ瞬しゆんだけ陰かげのある表情を見せるレティシアだったが、すぐに微笑ほほえんで頷うなずく。

「………〝ノーネーム〟の皆みなに黙だまって出てきたのは申し訳なく思っている。だが〝ウロボロス〟の実態を摑む又またとない機会だと思ったのだ」

「わかった。お前を信じよう」

　端たん的てきで力強い言葉。多くを語る必要がないと視線で訴うつたえるヘラクレスに、レティシアも笑みで返す。

「それで本題だが………〝時間が無い〟、ということだったな。アレはどういうことだ？〝人類最終試練〟は全すべて倒たおしたのではなかったのか？」

　ヘラクレスの疑問は尤もつともだろう。

　オルフェウスは外界だけではなく、箱庭までもが危機に陥おちいっているといった。だがそんな危機はこの三年で一度も無かった筈はずだ。

　今も箱庭の風は穏おだやかに世界を駆かけ巡めぐり、凶きよう悪あくな魔王が現れたという話も聞かない。

「………そう。今回の問題は魔王じゃない。只ただのイレギュラーなんだ。本来なら歴史の片かた隅すみでそっと閉じられるだけの悲劇。誰だれにも知られることの無かった犠ぎ牲せい。〝エネルギー革命〟という人類史の収束点を起こすその前段階でイレギュラーが起きたんだ」

　痛つう烈れつな思いでオルフェウスは言葉を紡ぐ。

　金糸雀の師である彼しか知る筈の無かった一つの悲劇と犠牲。

　それが何の因果か、この箱庭の世界に迷い込んできてしまった。

「きっと………悲しい結末が待っている。でも此れは〝ウロボロス〟がどうのとか、〝アヴァターラ〟がどうのとか、それ以前の話なんだ」

「………誰かがやらねばならぬ。そういう類たぐいの事件なのだな？」

「ああ。だからこそ僕が、」

「いや、俺が引き受けよう。お前は此こ処こで待っているがいい」

　ヘラクレスはオルフェウスに背を向け、ラミアの下もとに歩み寄る。

　彼女の前に跪ひざまずいた彼は、力強く宣言した。




「ギリシャ神群、大父神ゼウスの息子。半神ヘラクレス───〝ウロボロス〟第三連合に加入することを此処に誓ちかおう」







[image: 第六章]




　水平線の向こうが夕焼けで赤味を帯びてきた頃ころ。

　森林の獣けもの道みちを搔かき分けて進んでいた十六夜いざよいは漸ようやく菩ぼ提だい樹じゆの樹きを見つけて、その枝が伸のびる方向へと駆かけ出していた。

　直に夜が来るだろう。そうなる前に確認したいことが山の様にあった。

　可能であれば焰ほむらたちと合流して話を聞きたかったが、恐おそらくは間に合わない。

　詩人オルフェウス。奴やつは十六夜と別れる時、こう口にした。

『夜までは待ってあげる。だからそれまでに心の準備をしておいて欲しい。もし次に邪じや魔まするのなら、僕たちは全力で彼女たちを捕つかまえに行く』

　───と。

（ハッ。心の準備をしておけとは、お優しい事だ）

　悪態を吐つきながら歯は嚙がみする。苛いら立だちが募つのるのは、奴の語った真実に心が押されていたからだ。もしも奴の語った真実が事実ならば、十六夜に打てる手が何もない。

　誰だれかに頼たよろうにもそもそもの問題として、この事態を解決できる人間は恐らく人類史上に誰もいない。人類史上に存在しないのならこの箱庭にも存在しないだろう。

　ならば神々に頼るしかないのかというと───恐らく、それも不可能だ。神々に解決出来る方法があるなら、遥はるか昔にそうしていたはずだ。

　その事実を確かめる為ために、十六夜は森の中を奔はしった。

　陽ひが落ち始めると菩提樹の先に人里の光が見え隠かくれし始める。十六夜は駆け抜ぬける様に速度を上げてその場に向かった。

　森を抜けると突とつ如じよとして光が強くなる。

　松明たいまつによって照らされたその場所は、巨きよ大だいな建造物の入り口に広がる静かな街並みだった。

「あークソ、やっと着いた。こんなことならプリトゥから幾いくつか貰もらっておくべきだった」

　探たん索さくするにしても森ばかりでは楽しくも何ともない。

　精せい霊れい列車からばら撒まかれた地図と十六夜が散策で作った地図を照らし合わせようにも、現在地がはっきりしないのではどうしようも無かった。

　二枚の地図を広げた十六夜は照らし合わせつつ書き込みをしていく。

　そんな十六夜に、若い女性の声がかかった。

「お前は………少女を連れていた男か？」

「うん？　そうだが、お前は？」

「私だ。森の中で戦っただろう？　仮面を付けていたからわからないか？」

　腰こしに手を当ててムッとする女性。十六夜はその女性が牛仮面の戦士の一人だと気が付いて手を叩たたいた。

「ああ、あの時の牛仮面か！　思ってたより全然若くて驚おどろいたぞ！」

「………。場合によっては決けつ闘とうを申し込まれても仕方がない言葉だぞ、それは」

　はあ、と呆あきれたようにため息を吐く牛仮面の女性戦士。

「まあいい。私はララァ。司祭補ほ佐さをしている者だ」

「司祭補佐………って、ミノア文明じゃ相当偉えらいよな？　王様の次の次ぐらいじゃないかそのポジション」

「場合による。私は司祭補佐の中では一番年若いし、それに我々の王は不在だ。滅めつ多たなことを口にして住民の反感をかうようなことは慎つつしむんだな」

　ララァは十六夜に背中を向けながら手招きをする。

「丁度いい。先ほどの娘むすめと、お前の仲間を名乗る者が待っている。付いてこい」

「………仲間？　プリトゥじゃなくてか？」

「あの女め神がみは太陽主権戦争が開かい催さいされたと同時に精霊列車に向かった。あの様子だと主権戦争に関かかわるつもりは無いらしい。あの娘を頼たのむと言こと伝づてを貰っている」

　それは何とも祈いのる甲か斐いの無い神様だ。

　話を聞きたい肝かん心じんな時にいないとは、いよいよ以もって神も仏も無いらしい。

「それで、この建物は？　入って良いのか？」

「悪いが我らの聖地に入っていいのはゲームを進めた人間だけだ。お前はまだ資格が無い。………それにまずは、仲間に会いに行ってやれ。お前が来るのを待っていたようだ」

　建造物を囲う様に広がる街をララァに案内される。

　白はく亜あの建造物群が広がるこの街並みは典型的なギリシャ世界の文明だ。風通しが良く陽当たりが良いこの海沿いの街で過ごすのはさぞかし快適だろう。

　とはいえ、十六夜には違い和わ感かんがあった。

（………随ずい分ぶんと簡単な建築物しかないな）

　古典的と云いえば上品に聞こえるかもしれないが、耐たい久きゆう力や耐たい震しん性を考えるとこの街の建造物は雑の一言で斬きり捨てられるだろう。

　見れば建築物そのものも何処どこか新しい。

　極きわめて最近に建て直された家屋が数多く在る。建て直しにはそれほど負担がかからないだろうが、急造で拵こしらえたのが丸わかりだ。

　どうやらこの街にも何か秘密があるらしい。

　十六夜は心の隅すみにその事実を書き留めつつ少女の下もとに向かう。

　清潔な白いシーツに囲まれた建物で彼を迎むかえたのは、意外な人物だった。

「………イザ兄。漸く到とう着ちやくか」

　遅おそいぞ、と血ち塗まみれの手とメスを洗いながら横目で咎とがめる焰。此これには十六夜の方が驚いた。焰がアトランティス大陸に上陸したのはほんの一時間前の筈はずだからだ。

　精霊列車から降車していく順序によってはまだ半時しか経たっていない可能性もあったはずだ。

「遅おくれたのは謝るが、そっちが速すぎるんじゃないか？　どうやって来た？」

「〝代行者ゲスト権限マスター〟の力を使って女王に力を借りたんだよ。空間跳ちよう躍やくを依い頼らいして早々にこの地まで来たってわけ。〝契約書類ギアスロール〟は読んだんだろ？」

「ああ、なるほど。そういえば書いてあったな」

　主権戦争の出資者たちの力による援えん助じよ。与あたえられた五つの権限を消費して焰たちは瞬しゆん時じにこの地へやってきたのだ。

「五つしかない権限の一つを使っちまったから、意外にダメージは大きい。消費した分を回復する手段があるらしいけど今は不明だ。此こ処こから先は簡単に携けい帯たい電話でやり取りも出来ない。電波が通じていたのは女王の力だからな」

「出資者は安易に力を貸せない。此処からは参加者が競きそい合う舞ぶ台たい、ってわけか」

　ゲームが開催されてしまった以上、迂う闊かつに女王や釈とく天てると連れん絡らくを取り合うことも出来ない。まずは第一回戦であるアトランティス大陸をクリアするのが先決───ではあるのだが。

　どうしても確認しておかなければならないことがあった。

　隣となりの寝しん台だいで苦しそうに吐と息いきを漏もらしている二人のアルビノの少女を十六夜は横目で確認し、端たん的てきに問う。

「焰。お前まさか、こんなところで手術していたのか？」

「緊きん急きゆうだったからな。二人の腕うでに取り付けられていたB.D.A───血中粒Blood子加速器acceleratorは完全に癒ゆ着ちやくしていた。取り外すには表皮ごと引き剝はがすしかなかった」

　カチャカチャと無機質な音を鳴らしてメスを洗い、隣に置いていた輸血パックを二人に施ほどこしていく焰。見れば部屋には医い療りよう機器や小型の電子機器が散乱している。

「………その道具はどうしたんだ？　何処で手に入れた？」

「俺のギフトカードの中に入っていたよ。釈天が用意してくれたらしい。他ほかにも麻ま酔すいや小型太陽光発電装置、地質比ひ較かく用の機器類、更さらには試作の粒りゆう子し抑よく制せい剤ざいまで入ってやがった」

　消えた五億円の使い道を知った焰は苦々しげな表情で奥歯を嚙かむ。

　それは十六夜も同じことだった。

　医療機器はともかくとして、粒子抑制剤なるモノまで釈天は用意していた。そんなものをギフトカードに収納していた理由は一つしかない。

　御み門かど釈とく天てる───神王・帝たい釈しやく天てんは、この展開になることを予あらかじめ読んでいたいたのだ。

「………ふん。流石さすがは社長様。やることなすことに隙すきが無い。俺たちは奴の掌てのひらの上で踊おどらされてたってわけか」

「そういう言い方は良くない。少なくとも二人を助けられたのは釈天の手て柄がらだ」

「分かってる。悪態の一つも吐かなきゃやってられなかっただけだ」

　アルビノの少女の下に歩み寄り、寝台に腰かける。少女は頰ほおを赤くしながら熱に魘うなされていた。枷かせが嵌はめられていた両手には包帯が巻かれ止血が施されている。

　焰がB.D.Aと呼んだ代しろ物もの───それが彼女の両手を覆おおっていた手枷だったのだろうか。

「そのB.D.Aって奴が、病状の原因か？」

「そうだと思う。それ以外には考えられなかった。体内の血中経路で少ない粒子を無理やり加速させていたらしい。体内に残っている粒子の量が少なかったから素体融解メルトダウンは起こらなかったけれど、いつ周囲を巻き込んで崩ほう壊かいしてもおかしくない状態だった」

　苦々しげに状じよう況きようを報告する焰。どんな状況であれ少女の生皮を刃は物もので剝むいて剝がすというのは気持ちの良いものではない。

　焰は研究者であって医者ではない。医師免めん許きよを持っているわけでも無ければ、その心構えがあったわけでもない。人体について多少の知識があるだけだ。

　癒着した手枷を骨も腱けんも断たつことなく剝がすのは心労の方が大きかったはずだ。

「試作品だけど抑制剤も打っておいた。これで駄だ目めなら俺には救えなかったってことだ」

「十分だ。俺一人じゃどうにも出来なかったからな。………大した奴だよ、我が弟は」

　ヤハハと笑い周囲を見る。

　如何どうやらこの場所に居る参加者は焰と十六夜だけらしい。

「鈴すず華かやお嬢じようさまは？　アステリオスは連れてきてないのか？」

「彩あや鳥とは街を散策してる。鈴華とアステリオスはゲームの勝利条件と地図に違和感があるってことで、ちょっと外に出てる」

「違和感？　勝利条件と地図に？」

「そうらしいよ。鈴華は最近公開されたプラトン手書きの原本を読んでるから、何かに気が付いたのかもしれない」

　………。ほう。

「おいおい、ちょっと待て。何だそのトンデモ情報源は。何処でそんなの手に入れた？　パチモンじゃねえだろうな？」

「発見されたのはローマ教皇庁の秘密文書保管所だから、パチモンってことは無いよ」

「ローマ教皇庁？　───ああ、あの馬ば鹿かみたいにデカい神秘の古典図書館か!?」

「そうそれ。最近になって公開された最新情報だぜ。近年だと一部の資料を電子書しよ籍せき化して一いつ般ぱん公開もし始めてるんだぞ」

　───一いつ瞬しゆん、粒子体もアルビノの少女も世界の危機も丸めて脳のう裏りから吹ふっ飛んだ。

　ローマ教皇庁の秘密文書保管所と云えば正に世界最大の神秘を集積した場所だ。

　キリ〇ト教が布教されていく中で宗教的に禁書とされた書物も納められており、未いまだに陽の目を見ない書物が山の様に隠されていると噂うわさされている禁足地。

　それがまさか一部とはいえ、電子の海に情報が流されていたとは。

　しかも電子情報ならば、いつでも十六夜が読むことが出来たという事ではないか。

　読書家の十六夜にとって今後あるか無いかという機会を失ってしまった衝しよう撃げきは計り知れなかった。

　嘆なげくように片手で顔を覆った十六夜は、指の隙すき間まから恨うらめし気に焰を睨にらむ。

「マ………マジかよ。逆さか廻まき十六夜、一生の不覚だ。この数年で一番ショッキングだぞ。外界にいるときは暇ひまを持もて余してたんだから教えてくれたっていいじゃねえかクソッタレ、俺だって拗すねるぞコノヤロウ」

「お、俺に言うなよ。気付いたのは鈴華なんだから文句はそっちに言えよ」

「ならそうする。鈴華は後で情報的・雑ぞう巾きん絞しぼりの刑けいだ。兄より情報的に優すぐれた妹など存在しねえと分からせてやる」

　焰は口元をヒクつかせつつ「あ、此れは本気で搾しぼり取るパターンだ」と慄おののいた。

　まだ残念そうに悔くやむ十六夜だったが、何時いつまでも悔やんでばかりもいられない。溜ため息いきを吐ついて地図と〝契約書類ギアスロール〟を広げた。

「それで、どの部分に違和感を覚えたんだ？」

「確か地図に記されてる単語についてだとよ。俺には何を言ってるのかわからなかったけど、鈴華曰いわく───〝プラトンの原文と書かれている言葉が違ちがう！　プラトンの原文ではヘラクレスの石柱は、柱じゃなかった！〟………とか」

「………。はあ？」

　十六夜は素すっ頓とん狂きような声を上げた。だが其それは十六夜が意味を理解していない、という意味ではない。むしろより深く理解していたが故ゆえの素っ頓狂な声だった。

「いや、そんなわけないだろ。ヘラクレスの石柱ってアレだよな？　〝世界の果て〟に在るっていう石柱で、アトランティス伝承や〝十じつ戒かいの試練〟にも出てくるぐらい有名だぞ」

〝ヘラクレスの石柱〟───アトランティス大陸の捜そう索さくに於おいて最も重要なキーワードの一つに挙げられる名詞だ。何せ哲てつ学がく者プラトンはアトランティス大陸が存在する位置を、〝ヘラクレスの石柱の向こう側だ〟と示していた筈だからだ。

　この〝ヘラクレスの柱〟は当時のギリシャ世界に於いて地中海の向こう側を示す門であるジブラルタル海かい峡きようを示し、〝世界の果て〟を意味するという。

「でもイザ兄。ヘラクレスの柱が正しいままだと、この大陸の元々の位置がおかしいことにならないか？　この大陸、元は地中海に在ったんだよな？」

「………ほう。よく分かったな」

「地質調査をしてみた結果だよ。病原菌きん調査用でクレタ島の土を持ってたからな。その結果、殆ほとんどギリシャ近海の地質と一いつ致ちした。この大陸は〝地中海の外〟じゃなく〝地中海の中〟に在った可能性が高い」

　壁かべの端はたに置かれている土の入ったフラスコを振ふり、断言する焰。

　以前は釈天を責め立てたが、今は感謝してもいい。

　噓うそだ。五億円は返して欲しい。

「………なるほどな。地中海の中に大陸があると仮定した場合、地中海の端に在るジブラルタル海峡がヘラクレスの柱だと、プラトンの文章に矛む盾じゆんするのは確かだ。だがヘラクレスの石柱が柱ではないっていうのは………それは、どうなんだろう？」

　十六夜が最も驚おどろいた理由が其そ処こにある。

　彼が驚いたのは鈴華が語った、〝世界の果てに在るのが、柱ではない〟という点だ。

　三年前に初めて召しよう喚かんされた時───箱庭世界の東側にあるという〝世界の果て〟を見に行った時、十六夜は黒くろウサギからこう聞かされていた。

〝箱庭の世界に果てがあるのは、世界を支える軸じくが引き抜ぬかれたからだ〟と。

　十六夜はこの世界軸と呼ばれる柱をヘラクレスの柱だと推理し、当時は箱庭の世界そのものがアトランティス大陸に関係しているのではと推理していた。

　………まあ箱の蓋ふたを開けてみれば、スケールが数十桁けたは違ったわけだが。

　ともあれトリトニスの滝たきというアトランティス大陸に関連のある地名を付けられていたからには、〝世界の果て〟にかつて聳そびえていたものは〝ヘラクレスの柱〟で間ま違ちがいなかったはずなのだ。

　なのに此処に来て鈴華の爆ばく弾だん発言だ。

　十六夜でなくても素っ頓狂な声を上げるだろう。

（………チッ。この件については棚たな上あげだ。今考えても答えは出ない）

〝世界の果て〟と世界軸はゲームに無関係だ。

　まずはヘラクレスの柱の正否である。

「本当なら馬ば鹿か馬ば鹿かしいの一言で一いつ蹴しゆうするんだけども、原文を読んだ情報強者様の言葉だ。情報弱者の俺としては、根こん拠きよも無しに無下には出来ねえな」

「うーん、珍めずらしく根に持ってるなイザ兄。そんなに気になるなら地図とゲーム内容を読み返してみれば？」

　それもそうである。まずは平等に与あたえられた情報から嚙み砕くだいていこう。

　十六夜は地図を手に取り主要な地域の名前を読み上げていく。




　東の〝サントリーニの迷路ラビリンス〟。

　北の〝牛飼いたちの放牧場フアーム〟。

　南の〝オレイカルコス鉱山マイン〟。

　西の〝ヘラクレスの石柱ピラー〟。




「………ふぅん？　迷めい宮きゆうとラビリンス、ね」

　違い和わ感かんはすぐに浮うき彫ぼりとなったが、まずは〝契約書類ギアスロール〟の文面を全すべて見てからだ。

　十六夜はもう一枚ある契約書類ギアスロールを広げる。




『　─　太陽の主権戦争　～失われた大陸編～　─





※太陽主権入手条件




①参加者同士の任意譲じよう渡と（ゲームによる自由対戦を含ふくむ）

②別紙の大陸地図に記き載さいされたゲームを解き明かし進めよ。

③尚なお且かつ、最も神しん魔まの遊ゆう戯ぎに相応ふさわしい行動をした者に授じゆ与よ。

④　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後日記載）







※大陸内禁止事じ項こう欄らん




①参加者はアトランティス大陸から脱だつ出しゆつしてはいけない。

②参加者が脱出を試みる場合は勝利条件の謎なぞを解く必要あり。

③参加者は大陸内で参加者を殺害してはならない。







※大陸の上陸順番について




精せい霊れい列車内で最も多くゲームで勝利した者は上陸する場所を選せん択たくできる。

上陸した者は各自の判断・自己責任で開かい催さい期間である二週間を過ごして良い。







※第一回戦勝利条件




幾いく重えに重なり合った星を辿たどり、古き英えい雄ゆうを訪ね、大父神宣言の謎を暴あばけ。




太陽主権戦争進行委員会　印』






「………ふむ」

　一読し、考察していく。

　シークタイムは約一五〇秒。

　十六夜は一五〇秒間たっぷりと使い、文面を叩たたいた。

「迷路と迷宮……誤訳、混合……石柱と柱……重なり合う星………ん？　重なり合う？」

　ハッと十六夜は顔を上げ、焰に振り返る。

「焰！　この街の何処どこかで〝石せき碑ひ〟を見なかったか!?」

「せ、〝石碑〟？　〝石柱〟じゃなく？」

「ああ。何なら街の外でも何処でもいい。それらしい物は見なかったか？」

「いや、街の中心で見たよ。大きな牛の絵と一いつ緒しよに石碑が祀まつられていたと思う」

　パン！　と、十六夜は両手を叩いて犬歯を剝いた。

「牛信しん仰こうの盛んな土地に石碑………なら間違いないッ[image: !!!]　なるほど、それなら確かに〝ヘラクレスの柱〟が石柱である必要はないし、一番謎だった矛盾も解ける！　やっぱりアトランティス大陸は、地中海の中に在ったんだ………[image: !!!]」

　何かに気が付いた様に声を上げる十六夜。

　焰は首を傾かしげて問う。

「何か気が付いたか？」

「おうよ。情報強者様々だ。まずは………〝迷路ラビリンス〟の誤訳・混合から。焰は〝迷宮〟と〝迷路〟が、全く別の概念だってことは知ってるか？」

「知ってるけど、流石さすがはイザ兄。間違い探しが速い。一読でそこに気が付くのか」

　感心する焰だが、十六夜は以前にミノタウロス伝承の迷宮に挑いどんだことがある。十六夜は何かの参考になるかと思い、その時の文面を羊皮紙の裏に書く。





『ギフトゲーム名〝Minotaur　the　throne　in　labyrinth〟

　参加者一覧：[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。


　・参加資格①：太陽の主権（赤道・黄道不問）を一つ以上所持している。

　・参加資格②：太陽神直系の血けつ縁えんである。或あるいは太陽に纏まつわる功績がある。



※注意事項※


・此方こちらの太陽主権予選ゲームはアナウンス無しに中断する可能性があります。これは全ての予選に該がい当とうする注意事項なので予あらかじめご了りよう承しようください。




　勝利条件①：〝迷宮の怪かい物ぶつ〟の討とう伐ばつ。

　勝利条件②：ラブリュスの迷路を解き明かし、全ての牛頭を破は壊かいせよ。




宣せん誓せい：上記のゲームが公正に開催されている事を太陽主権戦争運営委員会は保証します。




第二次太陽主権戦争　進行役　〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟』








「？　これは？」

「俺がミノタウロスのゲームに挑んだ時の文面だ。この文面の違和感は分かるか？」

　焰は手を拭ふいて羊皮紙を受け取り、十六夜が挑んだというゲームの謎を模も索さくする。

　しばし無言で文面を眺ながめていた焰は頭を搔かきながら答えた。

「何は無くとも………まず、勝利条件に違和感がある。

　勝利条件①：〝迷宮の怪物〟の討伐。

　勝利条件②：ラブリュスの迷路を解き明かし、全ての牛頭を破壊せよ。

　この様に前文では〝迷宮〟と記載しているにも拘かかわらず───後述では、〝迷路〟とわざわざ書き直している。これは明らかに主しゆ催さい者しや側の意図が見え隠かくれしてるな」

「そうだ。〝迷宮〟と〝迷路〟は、全く別の概念だ。近年では同じように使われることが多いんだが、内部構造に決定的な違いがある」

「それは知ってるぞ。迷宮は〝一本道〟構造で、迷路は〝三さん叉さ路ろなど分かれ道がある〟構造ってことだよな？」

「そういうこと。───けど今回はこの言葉そのものに謎としての意味があるというわけじゃなく、謎解きの例文として使ってるんじゃねえか？」

「というと？」

「鈴華はこう言ったんだろ？　〝原文では石柱は柱じゃなかった〟って。アレはつまり原文に書かれた言葉───プラトンの書いた原文では〝石柱stele〟と書いてあったものを、後の時代で〝柱pillar〟と誰だれかが誤訳してしまったってことなんじゃないか？」

　それは丁度、朝の段階で鈴華たちが話していたことだ。

〝異なる言葉に翻ほん訳やくされる際に、翻訳者の主観が入ってしまう〟という原罪。

　プラトンの書いた石柱を翻訳する際に〝石柱〟を〝柱〟と誤訳してしまったと鈴華は言いたかったのではないか？

「でも………それ別に誤訳じゃなくないか？　〝石柱〟でも柱は柱だろ？」

「おおっと世界を股またにかけてるわが弟の言葉じゃないな。〝迷路〟と〝迷宮〟が違ちがう概念である様に、〝石柱ステラ〟と〝柱ピラー〟は別の概念と言える。材質で使い分けられてるわけじゃないんだよ、〝石柱〟と〝柱〟というこの言葉は」

「………というと？」

「〝柱〟は家屋を支えたり物的な何かを支える物だが、〝石柱〟は主に宮きゆう殿でんや神殿を飾かざり立てる物───日本の言葉で正しい意味だと〝石碑〟と呼ぶのが相応しいのさ」

　神話伝承を石柱に描えがいたり、文章として残す意味合いの石碑だ。

　他ほかにも土地の景観の為ために平野の中心に設置されるものを〝石柱ステラ〟と呼ぶ。

　時代によってはアンティークとしても愛用される石柱は、〝支える物〟としての意味合いで使われることは少ない。

　使われるとしても、神しん霊れいが天を支える為の依より代しろとして使う類たぐいの用よう途とだろう。

「あ、それで街に石碑が在るかどうかを聞いてきたのか」

「そういうこと。加えて〝ステラ〟には複合語と同音異義語の二つが重なり合っている。此れこそが誤訳の正体であり、〝重なり合う星〟の正体ってわけだ」

　古代の言葉には一つの言葉でいくつもの意味を持つものがある。

　此れは言葉の概念が未発達だった事や失われてしまった言葉による同一解かい釈しやくで補われていることもあり、それがそのまま広がってしまい誤解されてしまう。

〝ステラ〟には三つの意味───〝星〟と〝石柱〟と〝石碑〟という意味があるのだ。

「星………ステラ………ならつまり〝幾重に重なり合った星〟っていうのは───[image: !!!]」

「〝石柱〟の多重解釈・ダブルミーニング！　勝利条件である〝幾重に重なり合った星を辿れ〟とはつまり、現地にある〝石碑〟を探し、謎を解き明かしながら勝利条件に近づけってことだ………[image: !!!]」

〝重なり合った星を辿れ〟というのが〝石柱を辿れ〟という意味ではやや解釈しにくいものの、〝石碑を辿れ〟という意味なら分かりやすい。

　石碑とは一いつ般ぱん的に伝承などを書き記した遺物だというのは先述した通りである。

　故ゆえに〝星を辿れ〟とは、石碑に書かれている勝利条件のヒントを読み解いて勝利を目指せ、という意味なのだ。

「お、おお………専門外の事だけど素す直なおに感心してしまった。イザ兄って本当にコッチ系の知識は豊富だよな」

「ふふん、当然だ。初心者とは年季が違うからな。───と言いたいが、このゲームは入り口からしてかなり難易度が高い。原文の情報が無いと俺でもアッサリは解けなかった」

　先ほどまでの自じ慢まんげな笑え顔がおを消して急に真顔になる。

　傍はた目めには簡単に解いた様に見えるかもしれないが、そもそもこの謎を解いて漸くスタートラインだ。今まで十六夜が経験してきたゲームだと既すでに謎を解いて攻こう略りやくを開始している情報量が、このゲームには出発地点を探さぐる為に必要とされている。

　加えて北と南の謎解きも残っているのだ。一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかないらしい。

「最高難度のゲームというのは伊達だてじゃねえ、ってわけか。俺は最高難度でも究極難度でもノーフューチャーモードでもバッチコイだけど、他の参加者は大だい丈じよう夫ぶなのか？　スタートラインに立ったのが俺たちだけなんて洒落しやれにならないぞ」

「そ、そうだな。それはそれでゲームとして成立しないというか………でも〝石柱〟が〝石碑〟となると、地図に在る〝ヘラクレスの石柱〟っていうのはフェイクなのかな？」

「いやあ、まだわからない。フェイクに見せかけて謎が隠されているかもしれない。距きよ離りが距離だから、女王の空間跳ちよう躍やくに頼たよりたいところだが」

　チラリ、と見る十六夜。

　ケッ、と手を振ふる焰。

「馬ば鹿かを言うなっての。此れは本当にいざという時の切り札だ。空間跳躍の他にも色んな使い道があるんだぞ」

「ケチ臭くさいな。ウチと違って参加してる同志がいっぱいいるんだからいいじゃねえか」

「やかましい。沢たく山さんいると言ってもアルジュナは借り物だ。ジンから〝アルビノの女の子の情報を提供してあげるから、一回戦が終わったら彼を返して欲しい〟って言われたし」

　ぬ、と十六夜は一転して表情を変える。

「………そうか。アルジュナも居るんだったな」

「うん？　そうだけど、それがどうかしたか？」

「別に。アイツにも聞きたいことがあったってだけだ。此こ処こにいないなら後でもいい」

　インド神話の大だい英えい傑けつアルジュナ。

　彼はオルフェウスが語ったアストラの継けい承しよう者の一人だ。彼ならばオルフェウスの知らない事実を知っているのでは───などと考えていたが十六夜と彼は少し相あい性しようが悪い。僅わずかなやり取りで前回は口論になり、しかも完全勝利かつ完全論破してしまった。

　後は今も健すこやかに眠ねむっているパラシュラーマに聞くしかないんだが───前回の様に問答無用で襲おそい掛かかられては話し合いも何も出来ない。

「………ん？　ってことはお前、この美白少女の事も聞いたのか？」

「聞いたよ。全部聞いた。───ああ、効いたよ。最悪の気分だった」

　口元を押さえながら苦々しく吐はき捨てる。今日まで真っ当に生きてきた只ただの少年にとってアルビノの少女たちが味わった地じ獄ごくは、箱庭以上の別世界に感じられたのかもしれない。

　人が人を殺す戦場も知らず、何者かに殺害された不自然な死体も見たことは無い。

　そんな善良な一般人に聞かせるには、生々しすぎる過去だ。

「話を聞いたときは、訳がわからなかった。白皮症を引き起こす原因因子が粒りゆう子し体の定着に優すぐれていた、とかならわかる。もしそうなら大発見だ。B.D.Aの安全な人体実験はどんなに早くても五〇年後になると推測されている。大おお幅はばな研究の短縮になるに違いない」

「───大幅な短縮、ね」

「もしも白皮症患かん者じやにそんな特異性があるというのなら………それこそ食人主義者の援えん助じよなんかに頼らず、表立って募ぼ集しゆうすればいい。この組織がどうして裏でコソコソと活動しているのか俺には理解できない。莫ばく大だいな権けん威いや権益も恣ほしいままに出来たはずなのに」

　嫌けん悪お感かんと憤ふん激げきに苛さいなまれながらも、焰の思考は冷静かつ合理的だった。

　十六夜は黙だまって焰の考察に耳を傾かたむける。

「となると、この組織の狙ねらいは初めから権益じゃないってことになる。一連の事件は無む軌き道どうではあったけど、その結果は集約されていた」

〝天の牡お牛うし〟は粒子体の脅きよう威いと権威を。

　クレタ島の疑ぎ似じ天てん然ねん痘とうはその有用性を。

　白皮症患者は研究を大幅に加速させることになるだろう。

「でもわからない。その恩おん恵けいを受けているのは俺と〝エヴリシングカンパニー〟だけだ。これじゃ敵は初めから、粒子体研究を推進させる為だけに組まれてる様にしか思えない。………ハッキリ言って、意味不明だ」

　目的と行動が不ふ明めい瞭りような敵、というだけではない。彼らの行動で利益を得ているのは焰たちだけなのだ。敵の行動理念が此処まで理解できないのが不思議でならない。

　多角的に冷静に推理しても、他の理由が全く見えてこないのだ。

「………。案外、それが理由なんじゃないか？」

「え？」

「お前たちの研究そのものが世界に認められて、研究が加速する様にする。それが目的なんじゃないかって話だよ」

「いやだから、その目的と理由は？　粒子体の研究を促そく進しんすることにどんな意味が、」

「粒子体じゃなない。その先に在るものだ」

　重々しく十六夜が口にする。焰は呆あつ気けに取られた。

「その先って………環かん境きよう制せい御ぎよ塔とうか？」

「ああ。もう動き始めてるんだろ？」

「馬鹿言うなよ。彩鳥の親父おやじさんは乗り気だけど、アレはまだまだ夢物語で建設する位置も決まってないし、許可も貰もらってない代物だぞ？　急いでも一〇〇年以内には不可能だ」

　今はまだ子供の妄もう言げんだ、と笑う西さい郷ごう焰。

〝星せい辰しん粒りゆう子し体たい〟を散布する環境制御塔を建設するにはまず粒子体の量産態勢を整え、各国の了承を得て、粒子体が人体に無害であることを広く知らしめねばならない。

　他にも宗教的な問題や思想的な問題も数多く出てくるだろう。

　その第一段階である量産態勢ですらまだ整っていないのだ。

　このアルビノの少女を調べれば何かわかるかもしれないが、出来ればこの少女にこれ以上の負担をかけたくはない。せっかく助かった命だ。此れからは物ぶつ騒そうな事件や研究からは切り離はなして生活させてやりたい。

　粒子体研究は、ゆっくり進めて行けばいいのだから。

「この子は〝カナリアファミリーホーム〟で預かるよ。悪い奴やつらには手出しさせない。釈天だって協力してくれるだろうし、あの野や郎ろうには特大の借金があるからな。暫しばらく無料で孤こ児じ院いんの警備をしてもらうのも悪くない。……いや、借金があるのに無料とは此れ如何いかに」

「焰」

　二の句を許さない一言で焰の話を断たち切る。

　十六夜の言葉は短かったものの、それほどの重みがあった。

「お前の言い分は分かった。其それを踏ふまえた上でもう一度質問する。敵の行動に全すべて合理的な理由があると踏まえた上で───それでも環境制御塔を作らなければならない理由はなんだ？」

「そ………そんなこと言われても」

　頭を搔かきながら困った顔をする。そういえば以前、スカハサも似たような前提を出してきた。だがそんな前提に意味があるのだろうかと疑問を呈ていさずにはいられない。

　何せ全ての実験の被ひ害がいが世界規模だ。それを救ったからこそ世界的に認にん知ちされるようになったのだが───その世界規模の犠ぎ牲せいに見合う理由などあるはず無い。

「そうか。なら話を変えよう。お前はお前の父親………西郷博士が粒子体研究の前にどんな研究をしていたか知ってるか？」

「お、おう。それは聞いた。日本に眠る海底資源のエネルギー還かん元げんの研究だよな」

「そうだ。日本はエネルギー資源に乏とぼしい国として知られてきたが、文明の進化と共に海洋資源が豊富であることが判明したことが事の始まりだ」

「………うん。メタンハイドレートを代表に様々な資源を上手うまく運用できれば日本を世界屈くつ指しのエネルギー資源大国に出来るっていう親父の論文だよな」

　日本の海洋には金銀銅の貴金属を始めレアメタルや石油、コバルト・リッチ・クラスト、そして海底に眠る最大のエネルギー資源・メタンハイドレートが眠っている。

　石油、石炭よりも二酸化炭素排はい出しゆつ量が少なく環かん境きよう破は壊かいを抑えられると期待されているこのエネルギー資源の貯蔵量は、資産価値にして約一五〇兆円にも上るという。

　粒子体研究・宇宙開発と並行して最も重要な技術開発とされているのが、海底に眠る海洋資源エネルギーの回収技術である。

「〝富める国、病やまぬ国を作るために、星の資源を有効活用し得る技術の開発を急がねばならない〟───確か、そんな論文だったよな」

「日本は資源の乏しさから、過か酷こくな労働や私財の散財などで経済を高回転させることでしか生き延びられない。故に天然のエネルギー資源の回収は最優先である………とか」

　焰は自分で口にしておきながら、星辰粒子体を何故なぜに西郷博士が発見したのかという必然性と、日本で発見されたのかという必然性に行き当たり、静かに驚おどろく。

　星辰粒子体は被ひ造ぞう物ぶつだ。だが何処どこで発見されたのかは判明していない。だがしかし西郷博士が海底資源を開発研究している最中に第三永久機関である星辰粒子体を発見したというのなら───オリジナルの粒子体が発見されたのは、間ま違ちがいなく日本の近海の何処かだ。

「海底のメタンハイドレート帯というと、海底火山の辺りかな。今までオリジンを探そうと思ったことが無かったけれど、どんな環境で作り出されたのかは分かるかもしれない」

「………。そうか。やっぱり海底火山か」

　十六夜は額を押さえ、苦く悶もんする様に歯は嚙がみした。焰はその反応を意外そうに見る。

　今のはまるで、初めから焰の反応を知っていたかのような口ぶりだった。

「………イザ兄？　どうしてこんなことを聞いてくる？」

「説明したいのは山々なんだが、俺もどう説明するか悩なやんでいてな。言いたくないが混乱してる。───いや、違うな。原因は俺の怠たい慢まんだ。もっと早くに気が付くべきだった」

　十六夜は顔を手で覆いながら、悔かい恨こんの言葉を漏もらす。だが後悔ばかりもしていられない。

「焰。もう時間が無いから、単刀直入に聞く」

「な、なんだよ」

　今までに聞いたことの無い声こわ音ねに怯ひるむ焰。

　十六夜はしばし黙った後、絞しぼり出すような声で問うた。




「お前は────星の大動脈決けつ壊かい・〝破局的ウルトラ大噴火ボルケイノ〟って言葉を知ってるか？」




　───……キョトン、と。

　焰は十六夜から零こぼれた言葉を飲み込み、暫く放心した。

　いや、言葉の意味は知っている。

　今朝の話にも出てきた地政学者からも、その言葉は出てきた。

　その時はアトランティス大陸の話題で流されて話す機会が無かったが、それでも聞いたことぐらいはあった。

　だがそれが今の話にどう繫つながるのか、彼の脳が認識を拒こばんだ。もしもその地獄の窯かまが全ての発ほつ端たんであり元げん凶きようだというのであれば───敵と呼んでいた勢力の行動に、明確な理由と正当性があるのではと勘かん違ちがいしてしまう。

　焰が放心して黙り込む中、十六夜の表情が急に強こわ張ばった。

「………焰。話は終わりだ。道具をギフトカードに仕し舞まってこっちに来い」

「な、なんで？」

「如何どうやら悠ゆう長ちように話しすぎたらしい。………外に誰かいる。今すぐこっちに来るんだ」

　十六夜の声は静かながらも緊きん迫ぱくしていた。何時いつから扉とびらの外にいたのかは知らないが、今この瞬しゆん間かんを迎むかえるまで全く気配を感じられなかった。

　今いま更さらになって気が付いたのは、外にいる何者かが気配を消すことを止やめたからだ。

　扉一枚向こうから感じられる異質な気配を感じていた十六夜は、己おのれが拳こぶしの中に僅かな冷や汗あせを搔き始めていることに気が付く。

　並の敵ではない。それも恐おそらく、敵は一人だけではない。

　パラシュラーマや牛ぎゆう魔ま王おうと同等───或あるいはそれ以上の実力を持つ者が、僅か数歩先で待機している。

　十六夜は今まで相対した中の誰とも似つかない強大な気配を感じていた。

　焰は言われるままにB.D.Aや医い療りよう機器をカードに仕舞って十六夜の下もとへ小走りする。

（オルフェウスだけじゃない………もう一人、とんでもない奴がいるぞ………[image: !!?]）

　十六夜は焰と寝ねている少女を傍そばに寄せ、相手の出方を見る。

　扉とびら越ごしに敵意を飛ばしてけん制し合っていた両者だったが───意外にも、先に動いたのは外の人物だった。

「………中々の胆たん力りよくですね、逆廻十六夜。アルジュナが不在と聞いて威い圧あつしてみましたが全く物もの怖おじする気配が無い。此れは手を誤りましたか、オルフェウス」

「………君が勝手にやったことだ。僕から語ることは何もないね、クリシュナ」

「な………[image: !!?]」

　クリシュナ───オルフェウスは今、クリシュナと呼んだのか。

　十六夜は寝しん台だいから腰こしを上げて臨戦態勢に入る。もしも外にいるクリシュナという男が本当に十六夜の知るクリシュナならば、今までの敵とは比べ物にならない。

　焰も寒気がするようなその気配に堪たまらず声を震ふるわせる。

「イザ兄………クリシュナって………？」

「〝アヴァターラ〟で一番有名な男だ。ダビデや釈〇、キリ〇トは聞いたことあるだろ？　一説では、そういった〝救世主思想〟の原典になったほどヤバい奴だ」

〝アヴァターラ〟第八の化け身しん・聖仙クリシュナ。日本でこそ有名ではないが、世界規模で知られている神しん霊れいであり、同時に救世主の一人に数えられる者。

　だが解げせない。オルフェウスはその服装に〝ウロボロス〟の旗印を刻んでいた。

〝アヴァターラ〟はその〝ウロボロス〟から離り反はんしたのではなかったのか。

「おや、中の雰ふん囲い気きが変わりましたね。───いいでしょう。此れぐらい怯おびえてくれたのなら交こう渉しようもしやすいというもの」

　同時に十六夜たちを威圧していた気配が雲うん散さん霧む消しようした。

　扉を開き、悠ゆう々ゆうと入ってくる侵しん入にゆう者。

　十六夜と焰は入ってきたその人物の顔を見て瞳ひとみを見開いた。

　獅し子しの様に荒あれた亜あ麻ま色いろの髪かみ。明らかにラテン系を彷ほう彿ふつとさせる顔立ちの少年。歳としは焰と同じぐらいというところだろうか。

　十六夜はその面めん貌ぼうに困こん惑わくした。

（………どういうことだ。この姿は、どう見てもギリシャ圏けんの出身にしか見えないぞ）

　威い圧あつ感かんはある。底知れない力も感じる。だが出いで立ちは腑ふに落ちない。

　神の化身でもあるクリシュナはその身形も霊格に反映されるはずだ。アルジュナが青髪だった事に鑑かんがみれば、クリシュナの髪の色は伝承的に黒でなければならない。そんな十六夜の疑問を察したクリシュナは、自分の身体からだを見返して困ったように微笑ほほえんだ。

「ああ、この身体ですか。此れは借り物です。事情を説明したヘラクレスが愚おろかな行動に出ようとしたので、大人しくさせる意味でも少し強ごう引いんに身体をお借りしました。彼の肉体が若返ったのは、太陽主権を手放したからでしょう」

「っ………[image: !!?]」

　今度こそ十六夜は耳を疑った。お借りしたと柔やわらかく言ったが、其れはつまり肉体を乗っ取ったという事だ。武・知・勇の三要素のうち、武の極きわみに達した英えい雄ゆうの肉体をこうも簡単に奪うばったというのか。




「では改めて挨あい拶さつを。──御お初はつにお目にかかります。私は〝アヴァターラ〟第八の化身。名をクリシュナ。そしてアルジュナの悪い友人。とある理由から、其そ処この二人の実験体を引き取りに来ました」

　某ぼう黒ウサギに意い趣しゆ返しするように名乗るクリシュナ。

　十六夜は拳を握にぎりしめ、前ぜん傾けいになって体重を乗せる。

　だがクリシュナは右手を前に出して彼を諫いさめた。

「まあ、待ってください。まずは話をしましょう。我らの話を聞いてくれたのなら、自おのずとその少女たちを差し出してくれるはず」

「へえ？　でもヘラクレスはその話を聞いて、お前に逆らったんだろう？」

「そこを突つかれると私も辛つらい。───ではまず、彼に何を話し、彼がどの様な理由で愚ぐ挙きよに出たのかを説明します。それでいかがでしょう？」

　十六夜は警けい戒かいしたまま瞳を細める。だが彼の言葉も一理あると感じて先を促うながす素そ振ぶりをすると、クリシュナは静かに微笑みを浮うかべ。

　ヘラクレスに語った、世界の真実を口にした。







[image: 幕間]




「───人類史のタイムリミット、だと？」







　ヘラクレスは旧友の口から飛び出した言葉に愕がく然ぜんとした。

　その事実を口にしたオルフェウス自身も、苦虫を嚙かみ潰つぶした様な顔で話を続ける。

「そうだ。人類には当初ね、星の定めたタイムリミットが存在していたんだ」

「地じ獄ごくの窯の正体。それが破局的大噴火。史上最大級の星の息い吹ぶきによって、人類は滅ほろびを迎える筈はずだった」

　火山活動の中でも最大級の物を俗ぞくに〝巨釜噴火カルデラボルケイノ〟と呼ぶ。

　強大すぎる星の力によって噴ふん出しゆつした土石流は時に大地を造り、時に大陸すら木っ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ばす最大最強の自然災さい厄やくである。大地に残された傷きず跡あとの形状から巨おお釜がまや大たい杯はいなどの意味を持つ〝カルデラ〟という名で呼ばれるようになったのだ。

　核かく兵器の三〇〇〇億倍と推定されるその力の奔ほん流りゆうは大陸を砕くだき、巻き上げられた粉塵は空を覆おおって太陽の光を遮さえぎり、数百年に及およぶ氷河期で星を包み込むという。

「大おお嵐あらし、洪こう水ずい、疫えき病びよう、放射線。様々な問題を人類と神は攻こう略りやくしてきたけれど、最後のその一つだけはどうにもならなかった」

「故ゆえに終末を呼ぶ地獄の窯か………噂うわさには聞いていたが、それほど恐ろしい物なのか」

　慄おののくようなヘラクレスの言葉を受け、金きん髪ぱつの吸血姫ラミアが自じ慢まんするように胸を張る。

「当然です。人類史を百は滅ぼして余りあるその力は、人類が少し頑がん張ばったところで立ち向かえるものでは無いのです。そしてその不可能を可能にした者こそが、」

「環かん境きよう制せい御ぎよ塔とう。西さい郷ごうと呼ばれる男が発案した、星を管理するバベルの塔というわけだ」

　ラミアを遮る様にレティシアが続く。

　発言を途と中ちゆうで遮られたラミアは拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。

「………ふん。伯母おば様がそう言うなら、その前提で話を進めましょう。まあ要するにその環境制御塔は、人類を救うために必要不可欠な収束点なの」

「〝人類滅めつ亡ぼうの形けい骸がい化〟………別名〝神殺し〟と呼ばれる終末の獣けものたちを打だ倒とうした末に、箱庭はその救済の力が人類の手に渡わたるよう歴史を正す事に成功した」

「けど人類救済の力を得た人類は、その力を使って自滅する未来が確定してしまったの」

　此れこそが〝人類最終試練〟───人類が人類を死滅させる三体の魔王。

〝絶対悪〟魔王アジ＝ダカーハ。

〝閉へい鎖さ世界〟魔王ディストピア。

〝退たい廃はいの風〟魔王エンド・エンプティネス。

　当時の箱庭に〝踏とう破は不可能〟と太たい鼓こ判ばんを押された最強の魔王である。

「………そうか。人類から疑ぎ似じエーテル体を取り上げれば人類の自滅は避さけられる。しかしその場合、〝神殺し〟たる終末の獣たちによって人類までもが死滅する」

「そうだ。………いやまあ、途中で白びやく夜や王おうの物言いと暴走もあったがそれは兎とも角」

「この状じよう況きようを打破するには人類その物の倫りん理り観が進化するしか道が無かった。その果てに漸ようやく逆さか廻まき十六夜いざよいがアジ＝ダカーハを倒たおし、それによって〝退廃の風〟も止まり、人類史はその完成に向けて歩き始めた───はずでした」

　オルフェウスとレティシアは沈ちん鬱うつに黙だまり込む。

　心優やさしい二人に、此こ処こから先の事を口にするのは憚はばかられた。

　この先を口にすれば、どう足搔いても悲劇にしかならない。悲しみしか待っていない。誰だれにも知られないまま人類史の闇やみに沈しずむはずだった二つの命。それをどう説明するか迷っていると───穏おだやかな風と共に、ヘラクレスの背後から声が響ひびいた。

「回りくどいですね、オルフェウス。彼にはハッキリと言ってあげた方がいいのでは？」

「っ、誰だ[image: !!?]」

　ヘラクレスは振ふり返り、声の場所に向かって拳を振るう。水平線に向かって突つき出された拳はその圧だけで巌いわおを砕き海を裂さいたが、その気配に当たることは無かった。

　尚なおも何処どこからか響くその声は、穏やかな気配のまま続ける。

「私はクリシュナ。〝アヴァターラ〟第八の化身にして〝ウロボロス〟創始者の一人」

「っ………〝ウロボロス〟の創始者だと………[image: !!?]」

「ええ。貴方あなたが盟約に加わると聞いて、其それはもう大急ぎで海の向こうから飛んできました。〝英雄〟の語源に通じる半神ヘーラーの貴方にならば事実を教えるべきですし、協力を仰あおぐに吝やぶさかではありませんから」

　轟ごう々ごうと吹く黒い風の向こうから声がする。しかしその姿は見えない。

　ヘラクレスは拳を構えたまま静かに声のする方角を睨にらみ、感覚を研とぎ澄すませる。

「では結論を。あの少女たちは人類を救うための人身御供。つまり生いけ贄にえなのです」

「………生贄だと？」

「あの二人が死なねば、粒りゆう子し体研究が破局噴ふん火かの沈ちん静せいに間に合わない。故にあの二人は、世界を救う運命によって殺されるのです」

「な───[image: !!?]」

　そんな馬ば鹿かな[image: !!?]　と声を張り上げるヘラクレス。粒子体研究の事は何もわからないヘラクレスだが、謎なぞの男の言葉は単純であるが故に理解できた。

　つまりアルビノの少女たちの肉体が必要というのは正しくなく。

　必要なのは、研究材料である彼女たちの死体なのだ。

「そんな………そんな邪じや悪あくな研究で、世界が救われるというのか………[image: !!?]」

「ええ。此れぞ〝絶対悪〟の支柱を成す事件の一つ。人類救済に必要な犠ぎ牲せいであると同時に、何時いつか人類を滅ぼすはずの芽」

　その涼すずやかな声を受け止めたヘラクレスは、憤ふん激げきの余り肉体が数倍に膨ふくれ上がったかのような錯さつ覚かくを起こす。

　獅子の鬣たてがみにも似た亜麻色の髪は戦慄わななき怒いかりで逆立ってすらいた。

　星の大動脈の決けつ壊かい。火山噴火による神話の終しゆう焉えん、及および神話の始まりというのは珍めずらしい話ではない。それらは文字通り災厄というカテゴリーの中で最大の力の結けつ晶しようだ。

　其れを抑おさえるという事は、人類と神話の完全なる決別となるだろう。

　だがその儀ぎ式しきに幼き命を捧ささげるというのなら。

　人類が積み重ね学んできた倫理の進化とは、いったい何だったのだ。

　人類を滅ぼす〝絶対悪〟に立ち向かい、人類の軌き跡せきを無に帰す〝閉鎖世界〟を乗り越こえ、〝退廃の風〟の顕けん現げんを阻そ止しせんと戦い続けた箱庭の歩みは何だったのだ。

「っ………」

　本来なら過去の人間である自分が己おのれの意思エゴだけで未来に直接関かん与よするべきではないが───どんなイレギュラーが起きたにせよ、その少女たちの命は己の手の届く場所にある。

　魔王ディストピアを倒した最後の詩人は外界で散った。ならば師の一人として、その実験体の少女の行く末を見届けねばならない。全すべての善悪は己おのが目で見定めてこその物だ。

　しかし踵きびすを返すヘラクレスを阻はばむように、黒い風が吹いた。

「ヘラクレス。何処に行くのです」

「先ほどの加入宣言は撤てつ回かいだ。俺はその運命の当事者たちに会いに行く」

「無責任な言葉だ。運命とは事象の積み重ねによって起きる物。我らの役目は終わり、未来はその時代の人間に託たくされた。己は過去の遺物だと言ったのは貴方ではないか」

「言ったとも。しかしこの箱庭で起きうる歴史は共有財産だ。俺たちの築いた先にある運命が、歴史が、この箱庭に召しよう喚かんされたのなら。其処に関与する権利は十分にある」

　吐はき捨てる様にヘラクレスは背を向ける。ディストピア戦争の時でさえ後こう陣じんに徹てつした男が、今は本気で拳こぶしを握にぎりしめていた。

　この話が本当ならば、少女たちの死を願うものは一人や二人ではない。

　神々を含ふくめた全世界の命に死を望まれ、宿命付けられていることになる。

　父もなく、母もなく、身寄りはこの世に誰一人としていない実験体モルモツト。

　人間扱あつかいさえされなかった施し設せつの中で生まれ育ち、最さい期ごは人類救済などという御ご高説の為に死ねと宣告される。此れを聞いて憤激しない英えい傑けつは居ないはずだ。

　………きっと、ヘラクレスであっても守り抜ぬくことは出来ないだろう。

　だが誰かが立ってやらねばならない。そんなふざけた運命に、万感の怒りを込めた拳を誰かが打ち付けねばならない。

　そうしてやらねば………幼き命たちが余りにも報むくわれないではないか。

「謎の男よ。貴様は運命に頭こうべを垂れ、膝を突いて、媚こび諂へつらうがいい。俺はもう御ご免めん被こうむる。そういうのは外界で十分に経験した。運命に拳を突き立てなかった男の末路が悲ひ惨さんなものだと、俺は身を以もって経験した。───その過去を変えようなどと愚おろかなことは考えぬが。同じ後こう悔かいを新時代の人間にさせないことこそ、今の俺の使命だ」

　曰いわく愚ぐ者しやは経験から学び、賢けん者じやは歴史から学ぶという。

　ヘラクレスという英傑は己の浅せん慮りよで愚者に堕おちるかもしれない。だが未来に生きる者を賢者にしてやることは出来る筈だと、怒いかれる瞳ひとみが訴うつたえていた。

「………そうですか。残念です」

　落らく胆たんの色を込めた静せい謐ひつな声。残念だと口にしたのは、きっと本心だったのだろう。

　ギリシャ神群最強の戦士ヘラクレス。

　太陽の主権にも数多くの功績を残した英傑。

　そんな彼が自分の意志で残ってくれないことに落胆した男は、

「つまり貴方は、世界を滅ぼす敵───という事でいいのですね？」

　刹那、大気が軋みを上げるほどの殺気が集囲を包んだ。

　声の雰ふん囲い気きが冷たく無む慈じ悲ひなものへと変わり、黒い風がヘラクレスを包み込む。ヘラクレスは反射的に腕うでを振って抵てい抗こうしたが、黒い風は全く揺ゆらぐことなく吹き荒あれる。

「貴様………[image: !!!]」

「安心してください。命までは取りません。ただ私もカルキによって封ふう印いんされていて、身動きが取れない状況にあります。なので暫しばらくは貴方の身体からだをお借りしようかと」

「ふざけるな！　そんな真似まねを許すと………思う、ガッ………[image: !!?]」

　黒い風が吹き荒れ、ヘラクレスの身体を侵しん食しよくしていく。

　その闇の深さに驚きよう嘆たんした。今まで外界・箱庭で神々や巨きよ人じん族から呪のろいを受けてきたが、それら全てを集約したより遥はるかに濃こい。

　明らかに一つの神群が可能とする呪じゆ詛その濃のう度どを超こえている。

　加えて太陽主権を三つ所有している今のヘラクレスは、最強種である生来の神しん霊れいすら超える力がある。その彼にして、この黒い風に手も足も出ないというのか。

「ほう。太陽主権を三つも所有していましたか。───素す晴ばらしい。此れで我ら〝ウロボロス〟の優勝は約束されたようなものでしょう」

　失いかけていた意識が、その一言で覚かく醒せいした。

　彼の所有する太陽主権は三つのうち二つが白夜王から譲ゆずり受けたもの。

　主権戦争の主しゆ催さい者しやの一人として授さずけるに相応ふさわしい者を選出し、正しき者を導いて欲しいと前回の優勝者から任された信しん頼らいの証あかしだ。

　其れをこのような形で奪うばわれることは絶対に在ってはならない。

　ヘラクレスは総身を震ふるわせ、絞しぼり出すように叫さけんだ。

「………っ……白羊宮の化け身しんアルゴー[image: !!!]　貴様に我が天秤宮ライブラと人馬宮サジタリウスを託す！　星の海を渡り、今すぐに逃にげろ[image: !!!]」

『あいよ、任されたッ[image: !!!]』

　突とつ如じよ、海に打ち棄すてられた船の残ざん骸がいが巨きよ大だいな羊の姿に変へん幻げんした。少女のような声で嘶いなないた金の羊は二つの主権をその身に宿し、星の海へ舞まい上がって消えていく。

　黒い風の主は突とつ然ぜんのことに驚おどろきながら、残念そうにため息を吐いた。

「………ふむ。失念していました。アルゴー船は神樹から造られた己の意思を持つ船。山羊座の楯たてと同じく、自律行動が出来る主権なのですね」

「フッ………気付いたところで、もう……遅おそい………[image: !!!]」

「何、構いませんよ。ヘラクレスの肉体を借り受けられるなら十分に釣つりがくる。太陽の主権戦争が終わるまで、ゆっくりとお休みなさい」




　其れがヘラクレスの耳に届いた最後の声。

　黒い風が晴れた時、その場に残されたのは───太陽の主権を失い、少年となった英えい雄ゆうの姿だった。







[image: 第七章]




「───以上が我々とヘラクレスとの間にあった会話と、事の顚てん末まつです」

　質問はありますかと、微笑ほほえみながら問いかけてくるクリシュナ。事細かく正確に話してくれたのはこの男の性しよう分ぶんからくるものだろう。

　だが話を聞いていた十六夜いざよいと焰ほむらはそれどころではない。

　二人はそれぞれが別の意味で絶句していた。

　言葉を失ったまましばし睨にらみ合う中、先に十六夜が口を開く。

「………クリシュナ。お前が〝ウロボロス〟の創設者の一人だと？」

「はい。今はカルキに敗れ封ふう印いんされている身ですが、その様に捉とらえていただいて結構。他ほかに質問はありますか？」

　穏おだやかで人徳に溢あふれた声。

　この声がその苛か烈れつな行動に似合わず聞き手を困こん惑わくさせるのだろう。神聖で厳おごそかな雰ふん囲い気きに包まれた声は肉体ではなく魂たましいから溢れたものだ。

　───しかし、その行動は最悪である。

　ヘラクレスの怒いかりは尤もつともだ。

　彼が憤ふん激げきしてくれたおかげで十六夜は冷静で居られると言ってもいい。先ほどのクソッタレな話を聞いて、己おのれと同じ怒りを抱いだいてくれた者がいるのは心強かった。

　そんな英えい傑けつから無理やり体を奪うばった男が目の前にいる。

　競きそい合うことを密ひそかに楽しみにしていた英傑の高潔さを、踏ふみにじった男が。

「ハッ。救世の〝アヴァターラ〟が聞いて呆あきれる。まさか〝ウロボロス〟創設に関かかわっていたとはな。流石さすがは違い約やくの英傑アルジュナの御ご友人。戦争を止める為ためならあらゆる手段を使う男は、その独善っぷりも並じゃねえ」

「ほう。その口ぶり、私の事を知っているようですね」

「そりゃあ知ってるさ。〝救世主思想〟の原典クリシュナ───ヘブライの旧約聖書に記述されたダビデ王のモデルという説もある、古代インドの土着の太陽神だろ？　一説では当時、最強の軍神だったインドラと戦ったという逸いつ話わも残っているらしいな」

　此これは紀元前一五〇〇年代以後に起きた〝高ア貴ーなリるア民ン〟の民族的大移動で記録された神話だ。聖典〝リグ・ヴェーダ〟を信しん仰こうしていたアーリア人たちは中央アジアから東西南北に向けて大移動を開始し、その土地の土着の民族たちの中にその血を残していったと伝えられている。神王インドラと太陽神クリシュナの戦いは、異民族と土着の民たみの戦いの代理戦争であるという解かい釈しやくもあるという。

　クリシュナは夜空を見上げ懐なつかしむ様に微笑んだ。

「懐かしい話を持ち掛かけますね、君は。───ええ、そうです。時代の王と呼ぶべき最強の軍神インドラ。彼が神王として戦った最後の相手がクリシュナこと、私です。そして人間に降天した私はその戦いを縁えんにアルジュナと出会い、生しよう涯がいの友となった」

「ふぅん？　アルジュナと友に、ねえ。その割には随ずい分ぶんと非道な事を強しいて来たように伝説じゃ語られてるがな。アルジュナたちが行ったという兄弟殺し、師し匠しよう殺し、長老殺し。───その姦計の全てに関わっているのが、お前だろう？」

　有りっ丈たけの侮ぶ蔑べつを込めて十六夜がクリシュナを睨む。

　涼すずやかな瞳ひとみのクリシュナは微笑みのまま先を促うながす。




　インド神群の大英傑アルジュナとクリシュナ───二人は叙じよ事じ詩し〝マハーバーラタ〟で起きた最大の戦争で命を預け合った盟友である。

　この戦争は命を奪い合うものではあったものの、ギフトゲームに近い概がい念ねんを持ち、様々なルールを敷しいて行われた。




　一つ───戦士以外の民間人を殺傷してはならない。

　二つ───一いつ騎き打うちをしている者を第三者が殺してはならない。

　三つ───戦争は夜明けから夕暮れまでしか行ってはならない。

　四つ───臍へそより下への攻こう撃げき、及および背面からの攻撃を行ってはならない。

　五つ───命いのち乞ごいをする者を殺してはならない。

　六つ───夜は互たがいの生命を尊重し、酒を酌くみ交かわして親交を深めねばならない。




　等々、様々なルールが厳格に決められた上で戦争が行われた。

　近代でも戦争には様々な規律が適用され人の営みが破は壊かいされないように互いを理性で縛しばり合っている。もしも紀元前という人類の黎れい明めい期きに此れらのルールが全すべて理性的に守られていたのなら、後に繫つながる宗教や神話・戦争概念にも多くの影えい響きようを与あたえただろう。




　───だが、そうはならなかった。

　何故なぜなら右記六つのルールは最終的に、唯の一つも守られることが無く。

　違約と恩おん讐しゆう、そして姦計により血で血を洗う泥どろ沼ぬまの戦いに発展していったからだ。




「アルジュナを違約の英傑と呼んだからには、お前のことは姦計の英傑と呼ばなきゃ平等じゃないな。お前はインド神群最大の戦争の中で、常に姦計の中心にいた」

「そう。そして箱庭に顕けん現げんした今も尚なお、私はこうして無用な戦いを治める為に奔ほん走そうしている。………本当の事を言うと、そろそろ静かに眠ねむりたいのですがね」

　困ったものです、と微笑みながら首を横に振ふる。

　十六夜はその素そ振ぶりに惑まどわされることなくクリシュナを睨み付ける。確かにこの姦計の英傑ならば〝ウロボロス〟の創設者の一人というのもわからんでもない。だが姦計の英傑である前に、クリシュナは間ま違ちがいなく救世の士である筈はずなのだ。今回の一件はともかくとして、十六夜が今まで経験してきた〝ウロボロス〟の戦いを思い返すと違い和わ感かんがあった。

「………ふん。どちらにしても、俺たちが〝ウロボロス〟に手を貸す義務はない。アルビノの女たちは俺たちが保護する。顔を洗って出直してこい」

「それは参りました。その敵意は分からなくもないですが、ハッキリ言って見当違いですよ。私とてこんなことはしたくない。心底したくない。此れは明確な歴史のイレギュラーなのです。誰だれかが痛みと共に正さねばならないこと───」

「───そんな話はどうでもいい」

　全ての言葉を断たち切る様に、焰が震ふるえながら声を上げる。

　その顔は真っ青だった。今にも昏こん倒とうして倒たおれるのではないかと、傍はたから見ている者の全てが思うほどに血の気が引いている。

　指を震わせながらクリシュナを指し、呼吸を荒あらくしながら、最も重要な鍵かぎを問う。

「………それは、何年後だ？」

「………？」

「破局噴ふん火かだ。お前たちの口にする破局噴火は………何年後の、どの国の事だ？」

　鼓こ動どうを落ち着かせようと、必死に胸むな元もとを押さえながらクリシュナに問う。アルビノの少女たちの件も重要だが、研究の当事者である焰にはその確かく認にんが最優先だった。

　人でなしと思われるかもしれないが、事の大きさを考えれば当然の反応だ。彼の脳には全てのデータが詰つまっている。可能な事と不可能な事の一線が明確に理解できてしまう。

　クリシュナは微笑みを消し、憂うれいの眼めで焰を見つめた。

「そうですね。貴方あなたは研究の最前線で戦う博士だ。己の研究が世界を救う運命を内包していると知った以上、その期限は正確に把は握あくしておかねばならない。───いいでしょう。私も一つくらいは罪を犯おかす覚かく悟ごで臨のぞむべきだ」

　温かさを微み塵じんも感じさせない冷たい声。先ほどとは打って変わって無機質な雰囲気を漂ただよわせながら、クリシュナは歴史の真実を口にした。




「人類滅めつ亡ぼうは───此れより一五年後。星の大動脈が決けつ壊かいすることによって、青き星は　死の星へと変へん貌ぼうする。その事件を解決する為に遣つかわされたのが、貴方達二人の兄弟です」




　残数一五年───その言葉は今までに無いくらいに十六夜と焰を打ちのめした。

「じゅ………一五年だと………[image: !!?]」

　専門外の十六夜でさえ理解できる。それは不可能だ。研究以前の問題だ。

　世界中に大気圏けんにまで届く巨きよ大だいな塔とうを建設するにはまず各国の了りよう承しようや紛ふん争そう地域の停戦、宗教的問題、利益率、制空権など様々な問題を解決してから漸ようやく着手できる。

　当然ながら破局噴火が起こる時期を発表することなど出来ない。そんな事をすれば世界中が大パニックに陥おちいる。流通が止まり暴動が起きるのは勿もち論ろんのこと、テロリズムを加速させる結果になりかねない。よしんばそれらを全て解決したとしても塔の建設に使える時間は一、二年残るかどうかだ。

「馬ば鹿かかテメェ………[image: !!!]　そんなことたった二人で出来るわけねえだろッ[image: !!!]」

「だがやらねばならない。───ああ、二人だけでやれというわけじゃありません。既すでに幾いくつかの国家機関や宗教団体は動いている。〝天の牡お牛うし〟の依より代しろを作り出したのも彼らです。塔の建設に関してはどれだけ血が流れても、無理やりにでも推おし進められるよ」

　だから君たちは安心していい。子供をあやす様に穏やかな微笑みを浮かべたクリシュナは───「邪じや魔まする者は原住民を含ふくめて皆殺しにすればいい」と言ってのけた。

　百二十万世帯もの被ひ害がいを出した〝天の牡牛〟でさえ、この男は合理的な判断だと評価している。

　その精神性を前にして、十六夜は初めての感覚に囚とらわれ始めていた。

「─────」

　この男は、駄目だ。

　この世には話が通じない人間がいるのだと、十六夜は初めて実感した。加えて理り詰づめで丸め込もうにもあらゆる情報が手元に無い。

　今必要なのは代案だ。この少女たちを殺す必要なく粒りゆう子し体研究を促そく進しんさせる代案だ。

　しかし人類の滅亡については十六夜もこの三年間で幾いく度どとなくシミュレーションしていたが、想像の遥はるか上の事態である。こんなものをどの様に解決しろというのだ。

　苦く悶もんする二人に、クリシュナは困り顔で視線を逸そらす。

「………少し、意地が悪かったですね。先ほども言いましたけど、此れは善悪を超ちよう越えつした次元の話です。貴方たちの良心が背負うべき原罪では無かった。極限の選せん択たくを強いられた者の苦く悩のうには私も理解があります。故ゆえに───其そ処この二人の始末は私がつけましょう」

　二人に向かって歩き始めるクリシュナ。

　十六夜は反射的に構え、焰は本能的に身を縮こませる。クリシュナや焰が時折口にする〝原罪〟とは、物事を果たす上で必ず発生してしまう罪の事だ。

　人類の生存権が脅おびやかされる事態に陥った状じよう況きようで斬きり捨すてられる幼い命があるのなら、その原罪は、人類全体に科せられる罪である。

　故に、貴方たちだけが苦しむことは無いと───クリシュナは優やさしく囁ささやいている。

　腰こし掛かけていた寝しん台だいにはアルビノの少女二人と、その体に宿るパラシュラーマが高熱で魘うなされている。命を奪うのは赤子の首を手た折おる様に簡単だろう。

　歩み寄るクリシュナを前に二人は電算機さながらの速度で策を練るが、どれも根本的な解決には至らない。

（どうすればいい………[image: !!?]　どうすればいい[image: !!?]）

　破局噴火については案は無くとも希望がある。アトランティス大陸が箱庭に召しよう喚かんされたのはきっと破局噴火に関係がある。この大陸の謎なぞを解くことには何か意味がある筈だ。

　しかしそれでは間に合わない。

　代案はいま必要なのだ。いま拳こぶしを振り上げる為に必要なのだ。

　この男が言う様に時間が無いというのなら、此こ処こで不用意に立ち塞ふさがれば全ての人類の命が危険に晒さらされることになる。其それだけは絶対に避さけねばならない。

　西さい郷ごう焰は波打つ心臓を抑えるように胸に手を当てながら、青ざめた唇くちびるで必死に吼ほえる。

「時間は………考える時間は本当に無いのか!?　もしかしたら、何か別の方法が、」

「そんなものは無い。私には未来視の権能がある。その私に欠片かけらも視みえないという事は、現時点でその様な運命が存在しないという事です」

「それこそ理由になるかッ[image: !!!]　絶対の未来視が存在するのなら、神様の連中が揃そろいも揃ってこんなに頭を悩なやませて人間を救う為ために奔ほん走そうする筈がない!!」

　運命とは情報の蓄ちく積せきだとこの男はヘラクレスに言った。だが其れだけではない筈だ。未来さえ見通す神々が、新しい未来を摑つかむために様々な試練を造り人類の進化を促してきたという。ならば神々でさえ認知できていない未知のファクターがある筈なのだ。

　焰は十六夜とアルビノの少女を交こう互ごに見て、奥歯を嚙かみ締しめて訴うつたえる。

「代案は………俺には代案があるッ[image: !!!]　だから少しだけでいいッ[image: !!!]　少しだけイザ兄と話をする時間をくれ………[image: !!!]」

　焰の訴えに、十六夜は大きく息を吞のんだ。だがクリシュナはそれこそ時間の無む駄だだと無言で切って捨てる。その瞳ひとみには失望すらあった。

　此処まで来て狂きよう言げんで逃にげ延びようとは無様にもほどがある。

　運命を覆くつがえす案がそう簡単に生まれるはずがない。此これなら説明をしない方が些いささかましだったという苛いら立だちが見え隠かくれする。どれだけ訴えても、もうこの男は応こたえないだろう。

　歩調を速めて二人に詰め寄ったクリシュナはその手に円月輪チヤクラムを構えた。




　　　　＊




「───よかろう。ならばその時間、ワシが稼ごうではないか」




　二人の背中に大地を焦こがす程ぼどの炎ほのおが舞まい上がった。

　果たして何時いつから彼女は話を聞いていたのか。

　背後に立っていたのは、星の地ち殻かくより召喚された槍やりをその手に構える白はく髪はつの廃はい滅めつ者。

　殺さつ戮りくの賢けん者じや───〝アヴァターラ〟第六の化け身しんパラシュラーマが、鬼き気き迫せまる形相で叫さけんだ。




「穢けがれよ我が星───穿うがて、〝原初神格ブラフマー・・アス梵トラ釈オリ槍ジン〟───[image: !!!]」




　燃え盛る槍を摑んだまま一直線に突つき抜ぬけていく殺戮の賢者。クリシュナは反射的に避よけようとしたが、いつの間にか全身に絡からんでいた糸によって動きを止められる。

「っ、パラシュラーマ………それにオルフェウス！　貴様………[image: !!?]」

「すまない、盛大に手が滑すべった！　今のうちに君たちは逃げろ[image: !!!]」

　逆さか廻まき十六夜と西郷焰、そして今も苦しそうに呻うめいているアルビノの少女に向かってオルフェウスが叫ぶ。焰は啞あ然ぜんとしていたが、十六夜の行動は速かった。

　十六夜は焰と少女を担かつぎ燃え落ちた屋根を突き抜け森に向かって駆かけ抜けていく。

　パラシュラーマは突とつ貫かんしたままクリシュナを撃うち、民家から天に突き抜けた。

　街に被害を出さないように天へ弧こを描えがくように突き抜けたパラシュラーマとクリシュナはアトランティス大陸の東の果てまで瞬またたく間に飛ひ翔しようし、そして落ちていく。

　崖がけから落下していくクリシュナだったが、その体には僅わずかな傷さえ負っていない。

　不断の恩おん恵けいのオリジナルが宿るヘラクレスの肉体に歯は嚙がみするパラシュラーマだが、まさかあの熱量を受けて無傷とは恐おそれ入る。

　本来のパラシュラーマなら兎とも角かく、病に蝕むしばまれた体で戦うには厳しすぎる相手だ。

　身を翻ひるがえして猫ねこの様な身軽さで着地したクリシュナは不満そうに眉まゆを顰ひそめる。

　崖から飛び降りたパラシュラーマはクリシュナの正面に降り立ち、彼に糸を絡めたまま引き摺ずられてきたオルフェウスも、どうにかこうにか着地した。

「………何てことだ。よもやオルフェウスが裏切り、パラシュラーマほどの賢者が運命に背そむくとは。〝ウロボロス〟はもしかして人徳が無いのでしょうか？」

「フン………何を今さら言うとるか。ワシが師である最高神シヴァより託たくされた運命は、最後の化身カルキへ〝アストラ〟を伝承すること。〝なのましん〟の事など知らぬわ！」

「僕も裏切ったわけじゃないよ。若者に時間を上げるのも先達の務めってだけさ。原罪なんて背負わずに済むのならそうした方がいいと思っただけだよ。───それに、君が本当のクリシュナかどうか怪あやしくなってきたという件もあるしね」

　ピクリ、とクリシュナの片眉が歪ゆがむ。

　オルフェウスは軽けい薄はくな笑いを浮かべて先ほどの話を振ふり返る。

「逆廻十六夜との会話では、君はまだ最強の軍神だった頃ころのインドラと戦ったことがあるらしいね？　それが友人であるアルジュナとの出会いに繫つながったと」

「………それが何か？」

「いやあ、おかしいでしょソレは。神王インドラを信しん仰こうしたアーリア人の大移動は紀元前一五〇〇年代以後だったのに対して、アルジュナは土着と移民の民族併へい合ごうが本格的に始まった紀元前一〇〇〇年出身のはず。───あれれ？　時代が合わないぜ、姦かん計けいの英えい傑けつ様？」

　物語の設定ぐらい把握してろよ、と挑ちよう発はつする元詩人。

　この言げん及きゆうに、クリシュナは初めて感情を表に出した。

　怒いかりとも侮ぶ蔑べつとも取れるその表情を見み据すえたパラシュラーマは、己おのれの顎あごに手を当てて彼を追つい撃げきする。

「ワシも不思議に思っておった。クリシュナ神という偉い大だいな神霊については口伝で聞いた事があったが、クリシュナという英傑については弟子たちからも全く聞いた事が無い」

「おお、当時の人間の言げん質ちを得た！　ナイス援えん護ご射しや撃げき！　さてさて、此れを踏ふまえた上でもう一度問わせてもらうけど───」

　軽薄な笑えみを消し、オルフェウスは改めて問い直す。

「お前………何者だ？　本当のクリシュナ神じゃあるまいよな？　歴史のパラドックスを起こしてまで、一体何を企たくらんでいる？」

「─────」

　クリシュナの表情から先ほどの感情が完全に消え去る。

　顔の造形は残っているのに能面の様な印象を抱かせるのは、この男の本質がそうさせるのかもしれない。

　機械的とすら思わせるその無感情な顔に笑みを造ると───クリシュナは口が裂さけるほど大きく犬歯を見せて笑い、黒い風を吹雪ふぶかせた。

「忘れていた。貴方あなたは只ただのオルフェウスではなく、ディストピア戦争を経験したオルフェウスだった。他国の文化圏に対する理解の深さ、小こ賢ざかしいことこの上ありません」

「まあね。僕は詩人を辞やめて結けつ婚こんしてからの方が人生エンジョイしてる変わり種なんだ。格落ちはしたが見識は広がったと自負してる。………人間っぽくなったと言われるしね」

　轟ごう々ごうと吹ふき荒すさぶ黒い風を前に、二人は身構える。

　その気配は明らかに先ほどまでと違ちがい禍まが々まがしい霊れい格かくを放っていた。

　少なくとも叙じよ事じ詩し〝マハーバーラタ〟に記述されたクリシュナに、黒い風を操あやつるような伝承は存在しない。

　先ほどヘラクレスを乗っ取った時から既すでに、オルフェウスはこの謎の怪かい物ぶつについて疑ぎ惑わくを持っていた。

「正体を隠す気も無いってことか。狙ねらいは何だ？　箱庭と外界の覇は権けんか？　破は滅めつか？」

「救済だとも。世界を救おうという意志が私にはある。故に私たちは〝ウロボロス〟を造ったのだから」

　その言葉に噓うそは感じられない。むしろ、その言葉だけは信用に値あたいするような気がした。

「君たちにはまだ役割がある。先ほどのアストラも素す晴ばらしかった。やはり生いけ贄にえにはあの名も無き少女が望ましい。邪魔はしないで欲しいですね」

「断る」

「右に同じく。どうしても通りたいなら、僕たちを気絶させていくがいい！」

　殺して行けとは言わない辺りが実に彼らしかったが、目は笑っていない。

　パラシュラーマは既に限界に近かったが、それでもオルフェウスの三倍は強いだろう。この場では間違いなく頼たのもしい仲間だ。

　十六夜と焰がどの様な手段で代案を実行するのかは二人にもわからない。

　しかしどんな運命が待ち構えているにしても、全力を尽つくして運命に立ち向かって欲しかった。不完全燃ねん焼しようのまま抱かかえて生きるには───あの兄弟が戦わなければならない物は、余りにも重すぎる。

「そうか。ならば仕方がありませんね。本当に勿もつ体たいなく思うのですが───」

　黒い風が海岸沿いに吹き荒あれる。

　ヘラクレスの全身から溢あふれる様に放出されていくその黒い風は一いつ匹ぴきの蛇へびの様に渦うずを巻いて唸うなりを上げた。




「───ヘラクレスの肉体よ。しばし彼らの相手を宜よろしくお願いします」




「っ、しまった───[image: !!!]」

　黒い風が視界全域に広がり覆おおいつくす。二人の隙すき間まを縫ぬう様に去った黒い風は一直線に十六夜たちが逃げた森の方角へ吹いていった。

　予想外の事態にオルフェウスは慌あわてふためく。

「こ、これは計算外だ！　まさか折せつ角かく手に入れたヘラクレスの肉体を捨てるなんて！」

「慌てておる場合か！　まずは前を見よッ！」

　ハッと我に返るオルフェウス。彼の眼前には山河を砕くだくほどの圧を持つ拳こぶしが迫せまっていた。少年の姿になったとはいえ、その拳はオルフェウスを七度殺して余りある。

　束ねた糸を両手で編んで緩かん衝しよう材ざいにしたオルフェウスは辛かろうじて右に受け流すものの、その拳けん圧あつは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを二つに割り七里先にある山の地下岩がん盤ばんを直ちよく撃げきした。

　ネメアの獅し子しの体毛で編まれた糸を使わねば一いつ瞬しゆんで断たち切られていただろう。

「ええい、この怪かい力りき無む双そうめ！　子供の時からこんなに怪物だったのか!?」

「さもありなん。ヘラクレスと云いえば巨神に並ぶ剛ごう力りきを持ち、生きつ粋すいの神霊すら打ち倒たおす大英傑。この調子ではさぞ生きづらい幼年期だったのだろうよ。教師の事故死が相次ぐのも頷うなずけるわ」

　ギリシャ神群最強───或あるいはヨーロッパ圏けんで最強と称しようされてもおかしくない英傑だ。何せ神霊や本物の巨きよ人じん族とさえ互ご角かくに戦ってきた英傑である。文字通り並ではない。

　しかし今は彼の亜あ麻ま色いろの髪かみは闇やみ色の光を放つ黒に染められている。

　麗うるわしかった亜麻色の髪の少年の面おも影かげは何処どこにも見られない。その手に巨大な戦棒を取り出したのを見ると、オルフェウスは唇の端はしをヒクつかせる。

「くぅ………アイツが星弓を手放したのも若返ったのもありがたいけど、僕と病人の君だけじゃどうにもならんぞ」

「時間稼ぎだけじゃ。病だろうが死に物もの狂ぐるいでやるしかあるまいて。期待しとるよ優やさ男おとこ」

　軽口を叩たたくパラシュラーマだが、その瞳ひとみは遥はるか遠くを見ていた。

　何いずれにしても稼げる時間は僅かなものだった。会話と考察で時間を稼いだが、本来なら此こ処こまでの時間を稼ぐことも難しかっただろう。

　後はあの二人に賭かけてみるしかない。

　森の向こうを見つめるその瞳には、数日前の戦いが想起された。

　───〝この娘むすめの犠ぎ牲せいは、人類にとって必要なものだったと言えるか[image: !!!]〟

　蕭しよう条じようたる雨が降り注いだあの夜に、意図せずしてパラシュラーマが口にした言葉。この命に、この犠牲に、意味があるのかと彼女は問うた。

　………悔くやしいことに、この犠牲に意味はあったらしい。だが其それを受け入れるには、パラシュラーマが見たこの娘の過去は余りにも無む慈じ悲ひなものだった。

　殺戮の賢者たる彼女が、救われて欲しいと願うほどに陰いん惨さんな傷に満ちていたのだ。

（童子たちよ。是ぜ非ひと正否は問わぬ。───せめて、死力を尽くしてくれ。その結果ならば、ワシは怒りを収めて全すべてを受け入れよう）

　さあ、まずは目の前の武の化け身しんを排はい除じよするのが先決だ。

　血戦斧を取り出し、呼吸を整える。

〝英雄殺し〟の二つ名を持つ廃はい滅めつの徒は、目の前にいる怪物にその刃やいばを向けた。







[image: 第八章]




　新月の夜という事もあり、森の中は一寸先も見えない闇に包まれていた。

　轟々と吹く夜の風は雲の流れを加速させ星の光も疎まばらにさせる。

　激しい嵐あらしが近づいているのかもしれない。そんな事を髣ほう髴ふつとさせる風だった。

　揺ゆれる茂しげみの向こうからは、夜の静寂しじまを乱された獣けものたちの呻うめき声が聞こえてくる。鳥たちは星の光を頼たよりに天へと飛び立ち、十六夜いざよいの疾しつ走そうから逃にげ去っていく。

　走り出してから十分ほど。

　遠くの山の麓ふもとまできた十六夜は狩人かりゆうどたちが使う小屋と思われる場所に身を隠かくした。

　火を点つけて暖を取り、一つしかない寝しん台だいにアルビノの少女を寝ねかせる。

　一方の西さい郷ごう焰ほむらは、焚たき火びの前で膝ひざを抱えたまま苦しそうに寝ね息いきを立てていた。

　よほど精神的に負ふ荷かが大きかったのだろう。今は寝かしてやりたかったが、時間が無いのは間違いないのだ。

　人ひと心地ごこち付いた十六夜は、正面で寝そべっている焰に問うた。

「そろそろ起きてもいいんじゃないか、弟」

「………。もう起きてるよ、実じつ兄けい」

　実の兄。そう呼ばれた十六夜はやれやれと首を横に振ふる。

　隠していたつもりは無かったのだが、出来ればもう少しドライな対応が出来る時期に知って欲しかった。

「様子がおかしいとは思ってたけど、やっぱり知ってたのか。───誰だれから聞いた？」

「粒りゆう子し体研究の責任者から。アンタの血液サンプルが俺たちの研究の基き盤ばんになってるんだってさ」

　………ああん？　と十六夜は大量の疑ぎ問もん符ふを頭上に並べる。

「俺の血液サンプル？　何だそりゃ。そうすると俺は粒子体の被ひ験けん者しや、ってことか？」

「ああ。成り立ちこそ人体受精だけど、俺たちは基本的にこのアルビノ少女たちと同じ実験体の筈はずだ。胎たい児じの時に粒子体のオリジンを埋うめ込まれて育ったっていうのが俺の仮説」

「………俺たち？」

「ああ。俺たちだ」

　エドワード開発部長に父の研究の話を聞かされてから、すぐに焰は自身の身体からだについて調べた。血中にこそ粒子体は確かく認にんされなかったが、自分の心臓には〝原典オリジン〟に限りなく近いレプリカが埋め込まれていた。

　血中に粒子を取り込めば、何時いつでも細さい胞ぼう内の粒子体が目覚める状態にあったのだ。

「それを知った時は、親父おやじの非道っぷりに思わずキレた。幾いくら永久機関に繫つながる粒子体研究とはいえ、此処までする必要はない筈だ、命を何だと思ってるんだ、ってな」

「………そうか。それで電話でわざわざ聞いてきたわけか」

「うん。比ひ較かく的てき普ふ通つうに育った俺と違い、アンタなら実験体の件も既に知ってるんじゃないかと思って、聞いてみたくなった。親父や母親を恨うらんでないかどうかを」

　なるほどなあ、と他人ひと事ごとの様に呟つぶやきながら焚火に薪まきをくべる。

　客観的に見れば逆さか廻まき十六夜はマッドサイエンティストの父に改造された実験体だ。

　幼い頃ころから人とは違う力を持ち、その力と真しん剣けんに向き合ってきた彼には、恨むだけの理由は十分にあるだろう。

　だが十六夜は激情家ではあるものの、怨えん恨こんとは無む縁えんの人生だったと自負している。

　むしろ知ったのが今で良かったとすら思った。専門外故ゆえに今まで考えたことも無かったが、そのファクターを足して今までの事を思い出すと、色んな事が繫がって見えてくる。

　十六夜が〝人類最終試練〟を打ち倒す役目を担になったのは、きっとそれが原因だ。

「粒子体の実験体、か。まあ事実関係がハッキリと見えてきた今となっちゃ、親父を恨むのは筋すじ違ちがいだ。天てん秤びんに載のせているモノが俺と全人類じゃ、僅わずかばかりに分が悪い。むしろ息子むすこなら、親父の抱えてた重圧の方を慮おもんぱかるべきじゃねえか？」

「………慮るだって？　息子を実験体にするような非道な親を？」

　焰は伏ふせていた視線を僅かに上げて、十六夜を睨にらんだ。

　目には薄うつすらと光るものが浮うかんでいる。

　十五歳になったばかりの少年が立て続けに此これだけの事実に直面したのだ。様々な重圧の中で必死に努力してきた焰でも精神的に限界が来ているのは仕方がない事だろう。

　だが十六夜はその涙なみだを無視して、軽い調子で焰の疑問へ答えた。

「親父が粒子体研究の前に書いた論文、読んだろ？　何を血迷ったのか、本気で親父は

〝心病やまぬ豊かな国〟を目指してたんだぞ？　しかも日本を最新のモデルケースにして、未来では全ての国に変へん換かん技術が適用できる形にしたいと最後に締しめてやがった。頭がおかしいというか生き仏というかもう少し愛国心があってもいいというか………まあ、何だ。そんな男が自分の子供を実験体にしなきゃいけなかった痛みというのは………息子として慮ってやるべき事じゃねえか？」

「………っ」

　事実、十六夜は全く親を恨んでなどいない。

　この身体だからこそ守れたものがある。

　この身体だからこそ、意地を通して生きることが出来た。

　十六夜にとっては両親を恨む方が筋違いというものだ。

　それに逆廻十六夜には家族の記き憶おくがない。そもそもそんな時間は与あたえられなかった。

　彼は生まれてすぐに金糸雀カナリアたちに攫さらわれた。

　話を聞く限り、金糸雀は〝星せい辰しん粒りゆう子し体たい〟を天然で宿す少年と誤解したのかもしれない。

　もしくは金糸雀たちがディストピア戦争の中で知った運命と何かが大きくズレてしまったのかもしれない。

　全ては死者だけが知ることではあるが………此れだけは断言できる。

　決して悪逆なる思想だけで、十六夜は運命に巻き込まれたのではない。

　多くの苦く悩のうと悪逆に苛さいなまれた先人たちが───それでも諦めないと───最善の未来を信じて行動を起こした結果が今の逆廻十六夜なのだと、彼は確信していた。

「だから………親父の人体実験とアルビノ患かん者じやの件は別物だ。親父たちが殺されたのは、意見の相そう違いがあったからに違いない。それについて西郷焰が背負う必要はない筈だ」

「………ふん。そうやって周りを甘やかしに掛かかるところ、本当にイザ兄らしいな」

　焰は瞳を拭ぬぐって僅かに顔を上げる。

　まだ拗すねている色が見えたが、顔を上げただけでも重ちよう畳じようだ。

　十六夜は本題に入る前に肩かたを竦すくめて皮肉気に笑う。

「そうさ。俺は俺の高性能な肉体と頭脳をフル活用して、周囲を甘やかすのが趣しゆ味みなんだよ。知らなかったのか？」

「知ってたよ。イザ兄は何時も優しかった。───いや、違うか。アンタが優しくするのは何時も社会的に弱い者、或あるいは社会的に立場が弱い者だ。自分一人で立ち上がることが出来ない者にだけ、アンタは無条件で優しかった。崖がけっぷちだった黒ウサギのコミュニティを助けたのもそういうことだろ？」

　焰に指し摘てきされ、十六夜は言葉に詰つまった。自覚はしていたが、こうして面と向かって指摘されると中々に気き恥はずかしいものがある。この話は今後避さけるようにしよう。

　一方の焰は髪かみを搔かき上げながら、ため息を吐ついて力なく笑った。

「それを知ってたから、今もこうして言葉に困ってる。俺が打開策を口にしたら、イザ兄は間違いなく首を縦に振るだろうからな」

「………へえ？」

　身を乗り出し、十六夜は笑えみを消す。

　本題である代案───アルビノの少女たちを犠牲にしない方法は、焰の中で既すでに纏まとまっているらしい。

「流石さすがは我が弟。早さつ速そくその代案を聞かせて貰もらおうじゃねえか」

「急せかすなよ。その前に聞きたい事がある。……イザ兄はさっきの話をどう考えてる？」

「どの話だ？」

「環かん境きよう制せい御ぎよ塔とうと破局噴ふん火かの話だよ。いやまあ、事実なんだろうけど。粒子体を完成させて、世界中に環境制御塔を建てて、星の全域に粒子体を散布するまでを………たった一五年以内に全てクリア出来ると、本気で思うか？」

「………。まあ、塔を建てるだけなら不可能じゃないだろうな。クリシュナが言う様に、ありとあらゆる犠ぎ牲せいを払はらう覚かく悟ごがあるのなら」

　率そつ直ちよくに意見を述べる。そう、環境制御塔を建てるだけなら可能だ。

　問題はその際に発生する軋あつ轢れきや犠牲である。その負担を少しでも軽くするために様々な世界的後押しが必要不可欠な大事業となるのは間違いない。

「ギリシャ圏けんの人には申し訳ないけど………今の権けん威いは、粒子体研究に最低限必要だよ。何時か首しゆ謀ぼう者しやをたたき出すにしても、それは世界を救ってからだ」

「全てを明るみに出すには順序があるってことか。それで、粒子体の方は？」

「そっちはもう最悪だ。粒子体研究は普ふ通つうの方法じゃ一五年じゃ間に合わない」

「………短縮は不可能なのか？」

「それを可能にする為ための人体実験だ。その為に、より多くの命が消費されることになる」

　怒いかりのままに吐はき出されて、十六夜は口を閉じる。

　彼は己おのれの認識が甘かったことをすぐに察した。

「………なるほど。このアルビノ少女だけじゃ足りないってわけか」

「ああ。臨りん床しよう実験は繰くり返し行う必要がある。クリシュナって奴やつが焦あせってたのはきっと、この子が数少ない成功例か、或いは初めの成功例だからかもな」

「次の実験はこのアルビノ少女を元に別の人体実験を重ねる。そして抽ちゆう出しゆつした粒子体を使って事件を起こし、焰に回収させて、研究の権威付けと推進を図はかる」

「後はその繰り返しをするだけで粒子体は何時か完成する。───クソみたいに腹立たしいぐらいよくできたサイクルだ。俺は研究の最前線で完全に踊おどらされてたってわけさ」

　口惜くやしさの余り笑うしかなかった。この分だと〝エヴリシングカンパニー〟の中に焰の研究状じよう況きようを知るスパイがいるのは間違いないだろう。

　だがそうなると、今まで敵と認識してきた相手が問題だ。

「アイツ、言ってたよな。〝天の牡お牛うし〟事件にも国際機関が絡からんでたって。………つまり俺の研究を有名にする為だけに、国際機関が、何万人もの人を傷つけたってわけだ」

「………そうだな」

　クシャリ、と両手で髪を搔き上げて顔を覆おおう。

　焰が一番ショックを受けているのは正にその点なのだろう。エドワード開発部長にアレだけの啖たん呵かを切ったのに、まさか国際機関が関かかわっていたとは思わなかった。

　だが何処どこかの国際機関が世界的な破局噴火を事前に察知したところで発表できる筈もない。間違いなく世界中が大パニックに陥おちいる。試ためすまでもなく目に見える結果だ。

　だが───ソレとコレとは別問題だ。

　人類を救うために何の罪も無い人たちが傷つけられる事を容認していい筈がない。

　真実の闇やみは焰が想像していたより遥はるかに深い所にあったのだ。

「〝絶対悪〟の芽の一つがこの女の子だとあの男は言った。俺もそう思う。こんなやり方で世界を救ったところで、この原罪は何時か必ず人類の未来に危機をもたらす事になる。新しい時代を迎むかえる第一歩だからこそ、正しい形で勝利しなきゃ駄だ目めなんだ」

「…………」

　十六夜は寝しん台だいで頰ほおを赤くしながら寝ねているアルビノの少女を見る。

　彼女の事をクリシュナは〝絶対悪〟に育つ芽の一つと告げた。だがその芽は彼女一人だけという事は無いだろう。

　人類が生存する為に必要な原罪の集積体。

　暴走する権力者と、暴走する被ひ害がい者しやたち。

　その双そう方ほうによる悪意の循じゆん環かん増ぞう幅ふくが積もり積もった時に〝絶対悪〟の化け身しんが顕けん現げんし最後の魔ま王おうは目を覚ますのだろう。

「………何時いつか滅ほろぶか、一五年後に滅ぶか。きっとその違いでしかない筈はずだ」

「マルチバッドエンド方式ってわけか。現実リアルはクソゲーってのは名言だね」

「茶ちや化かすなよ。事の大きさわかってんのか？」

「わかってるよ。………搔い摘つまんでだが、概おおむねの状況は理解した」

　そして、焰が打開策を口に出来ない理由も。

　似ていないと思っていたが、やはり肝かん心じんな処ところでは兄弟なのかもしれない。

　十六夜は難しい顔を和やわらげて片かた肘ひじを突つく。

「実験体の被ひ験けん者しやをこれ以上増やさない方法。いや考えてみればシンプルだな。要するに───俺という成功例を研究材料にすればいい、ってことなんだろ？」

「違う。俺たちの間違いだ」

　此こ処こまで来たら一いち蓮れん托たく生しようだと焰は瞳ひとみで訴うつたえる。

　我が弟ながら律りち儀ぎな事だと思ったが、実験の加害者になるよりは当事者になることを選ぶというのは、実にこの少年らしいとも思った。

「ったく。大おお仰ぎように話すから何事かと思ったじゃねえか。時間がねえのに随ずい分ぶんと回りくどいじゃねえか我が弟よ」

「こんな状況で軽口を叩たたけるほど神経が太くねえんだよ。イザ兄こそいいのか？　暫しばらくは箱庭と俺たちの世界を交こう互ごに行き来することになるぞ」

　其それにリスクの割に利益は何もない。対価があるとしたら、自分が正しいと信じた物に胸を張ることが出来ることだけだろう。

　それで本当にいいのかと問う焰。

　十六夜は即そく答とうこそしなかったものの、表情を変えることなく隣となりで寝ている少女に視線を向けた。頰はまだ赤く意識は取り戻もどしていないが、今朝よりは呼吸も落ち着いている。焰の処置が正しかった証あかしだろう。

　今にも死にそうな目の前の少女と、強きよう靱じんな力を持つ逆廻十六夜。

　同じ実験体なのに随分と差がある結果になってしまったな、と苦笑いを浮かべる。

　今朝方───彼女は〝死にたくない〟、と声を上げた。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、唯ただ々ただ、死にたくないと必死に訴えていた少女。

　父も無く、母も無く、この世界の誰だれとも繫つながりを持たない彼女が、無意識に助けを求めたのが十六夜だった。

　───〝助けて〟、と。

　幼い瞳に涙を浮かべて縋すがる様に絞しぼり出した言葉。誰を頼たよればいいのかわからない闇の中で偶ぐう然ぜん触ふれた指先に、彼女は有りっ丈たけの力を込めてそう叫さけんだ。

　地じ獄ごくに垂れてきた一本の糸に縋った小さな手。

　振ふり払うこともできた筈のその手を、十六夜は握にぎり返した。

　ならば───ならば、応こたえねばならない。

「助けてやるって、言っちまったばかりだからな。なのに土ど壇たん場ばの此処で振りほどいたら………俺は一いつ生しよう涯がい、悔くいが残る」

　生涯の悔いは死と同等の苦しみだ。そんなものを背負うくらいなら、完全無欠に救ってやった方が後あと腐くされも無い。

　一呼吸ごとに苦しそうな吐と息いきを漏もらす彼女の頭に手を置くと───

　───突とつ如じよ、幼い身体からだから陽炎かげろうが立ち昇のぼり始めた。

「っ………[image: !!?]」

　二人は突然のことに驚おどろく。だが其れだけではない。

　アルビノの少女の白い肌はだが輝かがやき始め、心臓が森の全域に広がるほど強く鼓こ動どうし始めた。寝そべっていた焰は急いで起き上がり少女の腕うでに触ふれる。

　異変を察した焰は、奥歯を嚙かみ締しめながら叫んだ。

「素体融解メルトダウン………!?　そんな馬ば鹿かな!?　B.D.Aは取り外したはずなのに!?」

「それは外部の機器だけなんだろ!?　体内に埋うめ込まれてる可能性は!?」

「そりゃあるけど、其そ処こまでする理由は!?」

「理由なんて幾いくらでもある[image: !!!]　実験に使えないなら証しよう拠こ隠いん滅めつするなんて基本じゃねえか[image: !!!]」

　焰はハッと息を吞のみ、クリシュナが言葉にしていた意味を理解した。

　───〝時間が無い〟。

　アレは素体融解による証拠隠滅の事だったのだ。

〝星せい辰しん粒りゆう子し体たい〟の宿主であるアルビノの少女たちが死ねば、粒子の超ちよう稼か働どうは食い止められる。だが生きて逃すならせめて権威を落とさぬよう、証拠隠滅の為の素体融解が始まる。本当に彼らは一分一秒を争っていたのだ。

　大切な実験体が光となって消えてしまえば、人類の未来が危あやうくなると知っていて。

「で………でも……此処までやるのか、クソ外げ道どうが………[image: !!!]」

「呪じゆ詛そなら後で幾らでも付き合ってる！　今は対処が先だ!?　出来る事は無いのか[image: !!?]」

　少女の手を握っても熱は感じられない。間違いなく〝星辰粒子体〟による疑ぎ似じ発光だ。

　だがそれを食い止める手段が焰の中に浮うかんでこない。B.D.Aの研究はまだ道半ばの物で彼にも全すべてのデータがあるわけではないのだ。

　十六夜は焰の頭を摑つかみ、落ち着かせるように冷静な声で諭さとす。

「まず落ち着け。この現象はナノマシンの超加速によるものなんだな？　なら加速を減退させるにはどうすればいい？」

「………。減退は無理だ。一番手っ取り早いのは血を抜ぬくこと。体内で加速してる粒子を抜くか、或あるいは消費するしかない。けど致ち死し量を抜くことになる」

「よし、なら消費の方向だ。その粒子をメルトダウンを起こすことなく一いつ瞬しゆんで消費する方法は？」

　発光現象が強まる中、十六夜は極きわめて冷静に焰へ順序立てて問う。其れが焰を落ち着かせたのだろう。

　大きく深呼吸し、顎あごに手を当てて思考を巡めぐらせる。

　唇くちびるが嚙み切きれるほど苦く渋じゆうを露あらわにした焰は、ギフトカードの中からアルビノの少女の付けていた手て枷かせのB.D.Aを取り出した。

　伸しん縮しゆくする手て袋ぶくろ型のB.D.Aを投げ渡わたされた十六夜ははてと首を傾かしげる。

「此これは？」

「血中粒子加速器。体内の粒子を等速循環させるものだ。使ったら最後、粒子は物質界の限界───〝一秒の定義〟を超こえて体内で超流動を開始する。此れを俺たちで使い、この子の体内にある粒子を一瞬で消費する」

〝一秒の定義〟とは様々に定義付けが可能な分野ではあるが、粒子体研究では主に時計に使われる32.768kHzの周波数に置き換かえられる。

　この周波数はクオーツ時計が一秒を計測する為ために使われる振しん動どう数すうを指し、時計内に埋め込まれた結けつ晶しよう石に電磁波を与あたえた時に発生する振動数である。

〝星辰粒子体〟はこの〝一秒の定義〟に反応し、寄生先の生物の体内経路を等速で約三十三万回転することが解明されていた。この驚きよう異いの性質こそが〝星辰粒子体〟を一次、二次エネルギーに囚とらわれない第三のエネルギー媒ばい体たいとして機能させる習性。

　光の伝でん搬ぱん法則の時間概がい念ねんを超えて新たなる〝一秒の定義〟を駆く使しして行われる等速運動───架空粒子タキオンやエーテルの顕現に必要な多元運動量を、物質界で観測させることを可能とした〝第三永久機関〟と呼ばれる所以ゆえんである。

「胎たい児じから〝星辰粒子体〟を宿してたイザ兄や俺の身体は多分、他ほかの実験体より血中経路が発達しているはずだ。B.D.Aを使って俺たちを外付けの加速器として扱えば………」

「体内の粒子を一瞬で消費できる、か。失敗したら？」

「当然、俺たちごと素体融解メルトダウンだ」

　左手にB.D.Aを嵌はめた焰は、冷や汗あせを搔かきながら少女の手を握る。

　右手にB.D.Aを嵌めた十六夜は、心底楽しむように少女の手を握る。

「それは愉ゆ快かいな展開だ。痺しびれるねクソッタレ。───ちなみに、成功したらどうなる？」

「わからない。何せ今の今まで成功例が無い。もしかしたら〝天の牡お牛うし〟の様なものが現れるかもしれないし、違ちがう何かが生まれるかもしれない。唯ただ一つ言えるのは───」

　ふと言葉を切る。B.D.Aは兵器ではないが、それは被験者の才能が平へい凡ぼんだった場合だ。

　もしも十六夜の肉体の適合率が前回のE.R.Aの実験結果を遥かに上回る場合、B.D.Aは最強の兵器と成り得る可能性がある。西郷焰は粒子体の全ての情報を統計し、B.D.Aが正常に機能した場合の事を想定し、導き出された答えに小さく震ふるえた。

「多分………今までのイザ兄とは比ひ較かくにならないほど、爆発的な力が手に入る」

　十六夜は驚きで大きく瞳を見開き、焰はその事実に息を吞む。

　今でも星を揺ゆるがすほどの力を持つ十六夜だが、それは星の胎たい盤ばんから発見された第三永久機関の〝原典オリジン〟によるもの。加速状態にない、云わば本当に上うわ澄ずみの力だ。

　星の生み出した秘宝に、人類の英知が組み合わさったのならば───一体、どれほどの力を発揮するというのだ。

　或いは世界を滅ぼす程ほどの力をこの場で顕現させてしまうのではないのか。

（っ………）

　西郷焰の中で三つ首の龍りゆうが嗤わらう。

　───〝この裁定で正しいのだな？〟、と。

　だがその嗤い声で、逆に焰の腹が決まった。

「始めよう、イザ兄」

「………いいんだな？」

「ああ。俺は………イザ兄の正しさを、誰よりも信じてる………[image: !!!]」




〝Blood　Accelerator〟───起動。

　そして、視界は光に包まれ────




　　　　＊




　───世界が燃える夢を見た。

　其れは、決して比ひ喩ゆではない。

　轟ごう々ごうと燃え盛る街の火は天までをも焦こがし、青雲を黒こく煙えんに染めている。

　七日七晩消えることなく延えん焼しようし続ける炎ほのおは、其処に住まう人々だけでは飽あき足らず、無人と成った廃はい墟きよまでもを飲み込んで広がり続けている。

　黒雲の中に光る稲いな光びかりは山河を打ち、ダムの堤てい防ぼうを砕くだいて濁だく流りゆうを生み出した。制せい御ぎよ不能なほどに膨ぼう大だいな水流は、たちまち河を氾はん濫らんさせて街を飲み込んでいく。山から押し寄せる津つ波なみは民家を容よう赦しやなく飲み込み、助けを乞こう声は水面みなもに消えていくしかない。

　大地は絶え間なく続く地じ震しんで亀き裂れつが入り、人工の混凝土コンクリートで塗ぬり固められていた灰色の街は味気ないほど簡単にその都市機能を失った。

　災害大国による備えがあっても、守られたのは外観だけだ。建物を伝う生命線は忽たちまち断たち切られ、世界一のメガシティは灰の巨きよ塔とう群に成り果てた。

　地じ獄ごく絵図───そう、地獄絵図だ。

　此の光景は正に、地獄のちまたと称しようするに相応ふさわしい。

　親を失った幼子たちは泣きながら、父恋こいし、母恋しと叫び散らすものの、その声にこたえる者は現れず、肌を黒く焦がしてのたうち回りながら死んでいく。

　涙なみだは地に落ちる前に熱で消え失うせた。血は滴したたると同時に赤から黒へと変色した。

　恐きよう慌こう状態に陥おちいった人たちは蜘蛛くもの子を散らすように我先にと逃にげ出し、逃げ出した誰かに押しつぶされて死んでいった。

　極限状態で発はつ露ろされる自己愛に、博愛の精神が芽生える余地などない。

　人の尊厳を剝はがれた彼らは、さながら災害から逃げる獣けものの群れのようだ。

「─────」

　ふと、空を見る。

　黒煙に燻いぶされた雲海は生き物の様に渦うずを巻き、雷らい鳴めいはさながら偶ぐう蹄てい類るいの嘶いななきのようだ。大気を蹄ひづめで搔き回すその様は正に天を翔かける牡牛と喩たとえるに相応しい。

　だが───この壊かい滅めつした都市に現れた超ちよう獣じゆうは、その一体だけではなかった。

　暗雲に蠢うごめく偶蹄の王。

　其それを視みて呵か々かと笑う死眼の巨きよ人じん。

　八つの顎アギトで波風を荒あれ狂くるわせる龍王。

　金毛を靡なびかせながら慙ざん愧きに顔を伏ふせる猿神ハヌマン。

　土つち煙けむりの向こうでは更さらなる魔ま王おうたちが嬌きよう声せいを上げて人界を蹂じゆう躙りんしていた。

　恐おそらくは僅わずか一体が現れるだけで人類史が危ぶまれるであろう最強の魔王たちが、一堂に会して世界を燃やしているのだ。

　此れが地獄の巷ちまたでなくて何だという。

　顕けん現げんした災さい厄やくである魔王たちは嵐あらしの如ごとく、津波の如く、雷らい雨うの如く、世の全てに、一いつ切さいの差異なく牙きばを剝むくのだろう。

　人々に希望はなく、誰だれもが顔を伏せるしかない地じ獄ごくの脇わき道みちで唯一人───否いな。

　唯一いつ匹ぴきだけが、そんな事はないと、天てん蓋がいに向かって力強い雄お叫たけびを上げていた。

「───……!!」

　天を衝つくほどの雄叫びに、魔王たちの嬌声が止まる。

　呵々と嘲あざ笑わらっていた巨人も、蠢く偶蹄王も、慙愧に顔を伏せていた猿神も、その声に様々な感情を乗せて視線を向ける。

　この滅ほろびに〝否〟を突つき付けたのは、異形の龍の姿をした魔王。

　三つ首の魔ま龍りゆう───三頭龍が、血を溶とかしたような紅玉の瞳ひとみで西郷焰を見み据すえていた。

「─────」

　夢の中だというのに、不思議な感覚だった。

　轟々と燃え盛る灼しやく熱ねつの地獄の中で、三頭龍は間違いなく〝西郷焰〟に愉ゆ悦えつの感情を向けている。紅玉の瞳は瓦が解かいする文明都市など見向きもしていない。

　三つの首と六つの眼めを傾かたむけた三頭龍は彼に向かって神しん託たくを告げる。




〝拝火の子よ。貴様は漸ようやく、我が勇者を運命の入り口へと連れてきた〟




　───運命。三つ首の龍が口にする運命とは、地獄の窯かまの真実なのか。

　───否、其れは違うと本能的に首を横に振ふる。三つ首の龍はかつて焰にこう告げた。

　───〝不俱戴天世界の敵〟の謎なぞを暴あばけ、と。




〝然さ様よう。我が勇者が挑いどむのは〝不俱戴天〟であり、地獄の窯に眠ねむる獣けものたちではない。その終末の獣たちに挑むのはお前と、貴様の同士たちの宿しゆく業ごうである〟




〝不俱戴天〟───人類を滅ぼす、最後の要因。人類以外の全ての外敵を滅ぼした以上、人類が最後に立ち向かうのは人類の悪性そのモノに他ほかならない。




〝貴様が打ち立てる巨塔こそ、人類があの星から生まれる全ての概念を修めた証あかしの巨塔。此れにより人類が万ぼん能のうを謳うたう時代が訪おとずれ、最後の魔王が旗を掲かかげる〟




　其その名めい称しようこそが、〝Last Embryo〟。

　人類の悪性を糧に育ち、最後の魔王を生み出す胎盤を意味する。




〝然様。そして貴様たちが保護した娘むすめは最後の魔王に育つ芽の一つ。人類の全すべてに蔑ないがしろにされたその命たちだけが、人類の全てを対象に復ふく讐しゆうする正統な権利を持つ〟




　ふざけるなと、声にならない声を上げた。

　人類の全てに蔑ろにされた命だから、人類の全てを対象にした復讐権を持つ個人が生まれる。百兆歩譲ゆずってそれは構わない。その個人の言い分は理解してもいい。

　だが───そうならない為に、西郷焰は努力してきたのだ。

　粒りゆう子し体研究に携たずさわると決めた三年前に、最初に口にした言葉。世界の形を変えてしまうような研究に触ふれる時に口にした誓ちかいを………今も、鮮せん明めいに覚えている。

　人類は歴史の中で食しよく糧りようを奪うばい合い、実を成す領土を奪い合い、開かい墾こんする為の命を奪い合ってきた。現代ではエネルギーを求めて小さな小さな海域を求め奪い合ってさえもいる。

　第三永久機関が確立されれば、その長く続いてきた奪い合いに一つの決着が付くのだ。宇宙開発が可能になれば領土を求める争いも緩かん和わ出来るかもしれないのだ。

　人類の夢。人類の未来。人類が星の胎盤から取り上げる最後の可能性こども。

　胎盤から掬すくい上げる役は時代ごとに代だい替がわりし、偶ぐう然ぜんにも、西郷焰の手にそのパトスが回ってきた。連綿と続いてきた人類の未来の、その趨すう勢せいを託たくされたのだ。




「だから───永久機関の開発に、無む辜この命が犠ぎ牲せいになるのは許されない………[image: !!!]」




　六つ在る紅玉の瞳を睨にらみ返し、この赤い夢の法則を覆くつがえして声を上げる。

　瞳から流れる涙は憤ふん激げきであり、犠牲者への憐れん憫びんであり、犠牲を防ぐ事の出来なかった、己おのれ自身への情けなさから溢あふれたもの。

　この魔王が口にする〝絶対悪〟は何時いつか倒たおされるという。

　だがその芽が目の前に在るのなら、今、この時に倒すべきだ。

　紅玉の瞳はその瞳を睨み返し、せせら笑う様に喉のどを震わせる。




〝愚おろかな。人類の存続、全人類の命。原罪を前にしながら、

　貴様は人間の意地ほこりを握にぎりしめ、運命に吼ほえるというのか〟




「そうだ。人間には意地がある。その張ってきた意地と誇ほこりが、今の時代を築いたんだ。だから俺は、イザ兄は、〝絶対悪オマエ〟の甘言なんかに屈くつしない………[image: !!!]」

　不治の病は、永遠に不治のままなのか？

　人じん跡せき未み踏とうの地は、永遠に未踏の大地なのか？

　答えは〝否いな〟だ。

　人類史は何時だって不可能と笑われた運命に拳こぶしを突き立てて此こ処こまでやってきた。情熱を失いかけた現代の人間は、その方法を忘れかけているだけなのだ。極限の選せん択たくを迫せまられた時、極限であることを理由に膝ひざを屈してきたのなら、とっくに人類は滅んでいる。

　運命が世界の積量によって生み出されるものならば───その積量に、魂たましいの熱量を以もって拳を突き立てるだけのこと。

　紅あかい布地の旗は西郷焰を鷲わし摑づかみ、爪つめを身に食い込ませながら彼を引き寄せる。

　神託を告げた三頭龍は西郷焰の五体を引き千切り、嚙かみ砕いて咀そ嚼しやくした。

　魔王の五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに取り込まれる最さ中なか───三頭龍は、最後の神託を与あたえる。




〝───星辰うんめいは此処に定まった。我が化身アバターよ。今こそ我が新たなる御み旗はたを背負うがいい〟







[image: 終章]




　轟ごう々ごうと吹ふき荒すさぶ風となったクリシュナは、光を放つ山の麓ふもとを見つけてその進行方向を変える。森のざわめきが一層激しくなり獣けものたちはその気配を感じ取り、一目散に逃にげだした。

　如何どうやら実験体の娘むすめの素体融解メルトダウンが始まったらしいと、クリシュナは思考する。二人が逃げた時点で此こ処こまでの展開はある種の予定調和であったが問題は此処からだ。実験体の少女が使えないとなると、西さい郷ごう焰ほむらか逆さか廻まき十六夜いざよいのいずれかに死んでもらう必要がある。

　二人はまだ地じ獄ごくの窯かまについての理解が浅い。

　必要なのは死体なのだ。

　しかしあの様子だと話したとしても納なつ得とくはすまい。

　風の中でクリシュナは激しく舌打ちする。

（二人の何いずれかに死んでもらうしかありませんね。となれば、候補は西郷焰か）

　逆廻十六夜とパラシュラーマには、行うべき使命がある。

　西郷焰は本来、逆廻十六夜のスペアでしかない。逆廻十六夜が箱庭に召しよう喚かんされる可能性があると判断された段階で、歴史を修正する為ために生み出されたイレギュラー。

　此処まで話を拗こじらせた以上、彼の肉体で穴を埋うめてもらうのは当然の帰結だろう。

　そして逆廻十六夜は代わりに粒りゆう子し体研究に携たずさわるようになる。歴史の修正という意味では合理的な展開になったのかもしれない。

　口元を獰どう猛もうに歪ゆがませて黒い風が走る。光を喰くらう魔ま物ものとなったクリシュナは星辰アストラルの放つ光めがけて一目散に森を駆かけ抜ぬける。

　だがその時───彼の黒い総体をかき乱す様に、光り輝かがやく風が吹いた。

「っ………[image: !!?]」

　一いつ瞬しゆんだが黒い風が払はらわれ、森の木々に陽ひの光が差し込むような美しさで彩いろどられた。

　極光───そう喩たとえるに相応ふさわしい光景だった。太陽の光よりも煌こう々こうと輝き、月の光よりも皓こう々こうと眩まばゆい光は、正に星の光に喩えられるに相応しい。

　黒い風の最さい奥おうに人ひと影かげが映されると、クリシュナは鬼き気き迫せまる形相で顔を隠かくして再び黒い風を纏まとい始める。何が起きたのか把は握あくできなかったクリシュナだが、光源となっている場所は把握できている。

　一直線に彼は光源である山の麓の小屋を目指した。

　山の麓の小屋に辿たどり着いたクリシュナは、その場の意外な光景に瞳ひとみを細める。

　彼は少女が証しよう拠こ隠いん滅めつの為に仕込まれた粒子によって命を落とすことを知っていた。十六夜と焰が少女を連れ去った時にそれは確定した未来となる筈はずだった。

　だが今の彼の前には、健すこやかに寝ね息いきを立てる一人の少女と、椅い子すに腰こしを掛かける少年の姿が確かく認にんできた。

「……………」

　何が起きたのだと、訝いぶかし気に様子を窺うかがう。

　二人を攫さらう絶好の機会だというのに、彼は動けなかった。クリシュナは素体融解による疑ぎ似じ発光が確認された時から予備の実験体に西郷焰を使うつもりだったのだ。

　だが目の前には素体融解を起こすことなく健やかに寝ているアルビノの少女がいる。

（………不可解だが、まあいいでしょう。未来視は箱庭では正常に働かない場合もある。今回はその偶ぐう然ぜんが重なっただけのこと）

　目の前の二人に黒い風が吹く。素体融解を起こさなかったのは幸いだが、人類を救うのに必要なのは死体なのだ。

　黒い風は数多あまたの円月輪チヤクラムを形成し、木々の陰かげに隠れて二人を取り囲む。

　音もなく二人めがけて一いつ斉せいに発射された円月輪を前に、西郷焰が口を開いた。

「───下らぬ姦かん計けいはやめよ、違約の英傑」

　明らかに今までと違ちがう声のトーン。

　風の刃やいばは悉ことごとく、西郷焰から伸のびる影かげによって阻はばまれた。

　今度はハッキリと驚きよう嘆たんを露あらわにしたクリシュナに、西郷焰は振ふり返ることなく告げる。

「今の私は気分がいい。多少の敵対行こう為いならば見み逃のがしてやる。貴様のその真の正体には、我が化身アバターも気づいていない。三文劇はこれからが山場だろう？　………だが、これ以上の敵対行為を続けるのであれば、」

　言葉を最後まで待つことは無く、クリシュナはその手に黒い風で構築した円月輪を纏わせた。目の前の敵が何者であるかを考こう慮りよするつもりは初めからない。

　戦いを始めた以上、彼の心は氷の刃の様に冷れい徹てつになる。

　最速の動作で七つの円月輪を投げつけたクリシュナ。それぞれが山を裂さき河を断たち海を別つ力を秘ひめている。

〝アヴァターラ〟第八の化身クリシュナ。

　救世主思想の先さき駆がけとして大地に下り立った彼は一度世界に姿を現せば、未来を救うその瞬間まで立ち止まることは無い。

　西郷焰は首から上だけ振り返り───血を溶とかしたような、紅玉の瞳で嗤わらった。




「そうか。では死ぬがよい」




　三つ首の影が大地を這はいより黒き風の円月輪を一斉に嚙かみ砕くだく。形を失った風はさながら大おお嵐あらしの様に森を駆け抜けていった。

　クリシュナは其そ処こで確信する。目の前の怪かい物ぶつは西郷焰ではない。

　西郷焰の皮を被かぶった何かだ。

　そう悟さとったクリシュナは右手に輝く矢を番つがえ、西郷焰に向かって黒い雷いかずちを纏わせる。

　アルビノの少女を含ふくめた無差別攻こう撃げき。喩えこの少年が少女を庇かばおうと関係ない。

　降り注ぐ数多の輝く矢を前に西郷焰は───

「………なっ」

　───目の前にいた。一いつ足そく跳とびの要領で踏ふみ込んだのは理解できたし、速度が尋じん常じようでないことも十分に理解できた。だが幾いくらなんでも異常すぎた。

　矢が放たれて僅わずか指先ほどの場所で、軽々と摑つかまれている。触ふれれば細さい胞ぼう一つ残さず消しよう滅めつさせそうな稲いな妻ずまを物ともせずに牙きばを剝むいて嗤っていた。

「っ───貴様、何者だ!?」

「ハッ！　それは貴様がよく知っているだろう、我が同類よッ[image: !!!]」

　僅かな混乱が動きを鈍にぶらせる中、紅玉の瞳の焰はその全身から陽炎かげろうが漂ただようほどの熱を放出し始める。

　牙を剝いて嗤う西郷焰の影は巨きよ大だいな三頭龍りゆうの影絵となってクリシュナを睨にらみ付けた。

「相手が違約の英えい傑けつだけなら私は目覚めなかった。敵が〝ウロボロス〟なる魔ま王おうだけでも私は目覚めなかった。───だが、貴様がいるなら話は別だ。敗北者となった貴様が新たな依より代しろを使い恥はじを知らずに舞ぶ台たいに残っている以上、私も恥を捨てねばなるまいッ[image: !!!]」

　胸むな倉ぐらをつかみ、山の麓に向かって投げつける。

　大地に激げき突とつしても勢いが衰おとろえないクリシュナは其そのまま七つの山を突つき抜けて第三宇宙速度で吹き飛んでいく。

　拳こぶしに力を込めた焰は一足飛びで追いつきクリシュナの頭ず蓋がいを鷲わし摑づかみにした。

　山さん岳がくの腹を削けずる様に擦こすり付けて奔はしる中、紅玉の瞳の焰は右手に極きよく焰えんを集め始める。

　その極焰を前に、クリシュナは漸ようやく命の危機を察した。

（っ………不味まずい………！　此これは、〝アストラ〟で応戦せねば………[image: !!!]）

〝アヴァターラ〟として顕けん現げんしている彼は〝疑アナ似ザー創コス世モロ図ジー〟を保有していない。カルキが現代に現れた時点でクリシュナは歴史の当事者ではなく過去の偉い人じんとなった。

　故ゆえに救世の〝疑似創世図〟は使えない。新しい時代が控ひかえている以上、アレは最後の化身であるカルキのものでなければならない。

「っ───輝け、終末の星パシユパテイ………[image: !!!]」

　膨ぼう張ちようする霊れい格かく。右手に現れる鈍にび色いろの新星。

　紅玉の瞳の焰は意外なものを見たように瞳を見開き、同時に牙を剝いて嗤う。

　この私を前にして、終末の星とはよくぞ吼ほえたと、獰猛に構えた焰は───右手に集めた終末の極焰、〝覇タ者ワのル光ナ臨フ〟を解放した。

　衝しよう突とつし合う二つの終しゆう焉えん極星は雲海を蹴け散ちらし七つの山頂を消滅させて弾はじけ飛んだ。




　　　　＊




　一方───海辺で膝ひざを突いていたパラシュラーマも、悪あく戦せん苦く闘とうしていたオルフェウスも、自我を失っていたヘラクレスも、三者三様にその極光の風に瞳を奪うばわれた。

　山の麓から森を駆け抜けていく輝く風は瞬またたく間に民家を越こえ、断だん崖がいを越え、海岸を越え、水平線の彼方かなたまでその光を届かせて消えていく。地上で輝くオーロラが見られる筈もなく、その極光を目にした誰だれもが思考と動きを止めていた。

「………なんじゃ、今の光は」

　素体融解が始まろうとしていたパラシュラーマは胸を押さえながらその極光の光源を睨む。だがその致ち命めい的てきな隙すきを見逃す程ほど、容易たやすい相手ではない。

「待て、止やめろヘラクレスッ[image: !!!]」

　浜はま辺べを黒い獅し子しが駆ける。黒に染まった髪かみを靡なびかせて突とつ進しんするヘラクレスはその手に大陸を裂いたという戦棒を持ってパラシュラーマに襲おそい掛かる。

　今まで辛かろうじて捌さばいて来たパラシュラーマだったが、この一いち撃げきは完全に不意を突かれた。飛び跳はねて逃げようにも流して大地に打ち付けようにも、流石さすがに間に合わない。

　一か八ばちかと構えたその刹せつ那な───二人の間に割り込む形で、一筋の光が彼女たちの下もとに奔った。

「っ───[image: !!?]」

「おっと、構えるなよ廃はい滅めつ者。こう見えて助けに来たんだぞ。大人しくじっとしてろ」

　血戦斧を構えて警けい戒かいするパラシュラーマ。

　だがその守りをすり抜け、逆廻十六夜の右手がその額に触れた。先ほどまで素体融解が始まろうとしていた身体からだの動どう悸きが静かに成っていく。

　しかし驚おどろいたのはそんなことではない。

「童子………[image: !!?]　貴様、今どうやって現れた………!?」

「企き業ぎよう秘密。アンタとはまだ決着が付いてないからな。───今は、コッチの相手が先だろ？」

　ミシリ、と戦棒を握にぎりしめる。

　その視線の先には、自我を奪われているヘラクレスの姿があった。

「─────」

「よう。心ここにあらずって感じだなあ、大だい英えい傑けつ。これはもう只ただの傀かい儡らいか？」

「そ、そうだ！　クリシュナを名乗るあの男は君たちを追っていった！　君の弟さんは大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　オルフェウスの疑問に片かた眉まゆを歪ませて舌打ちで応こたえる。明らかに普ふ段だんの十六夜いざよいの返答では無かったが、何か不ふ機き嫌げんになることでもあったのか。

「………向こうは問題ねえ。それより今はコイツだ。糸を貸せ、オルフェウス！」

　追つい撃げきの戦棒を避よけ、十六夜はオルフェウスから竪たて琴ごとの糸を搔かっ攫った。

　糸を解ほどいた十六夜は僅かに発光すると同時に、ヘラクレスの背後に回り込む。

（は───速い！）

　尋常ではない速さだ。神域の武技を修めたパラシュラーマが、一連の行動に全く反応出来なかった。目で追う事すら出来ないその速度に思わず息を吞のむ。

　しかもそれだけでは終わらない。首に糸を巻き付けた十六夜はそのまま遠心力に任せてヘラクレスを振り回し始めたのだ。

「グッ、ガッ………[image: !!?]」

　自我を失ったはずのヘラクレスが初めて苦く悶もんの声を上げる。それが不断の恩おん恵けいの弱点だと思い出したオルフェウスは糸を重ねて絡からめて援えん護ごする。更さらに速度を増して回転し始めた十六夜は───箱庭の天幕に向けて、第三宇宙速度で投げ捨てた。

「な、馬ば鹿かか!?　何で糸を離はなした[image: !!!]　その程度でヘラクレスは、」

「いや───これはイカン、離れるぞッ[image: !!!]」

　危機を察したパラシュラーマは、十六夜から発する光の波に気が付いて跳び離れる。

　十六夜は右手に着けた手て袋ぶくろ型のB.D.Aを構え、天幕を睨んで猛たける。

「悪いが、覚えたてでな。加減は出来ない。死ぬんじゃねえぞ、大英傑………[image: !!!]」

　吼えた直後、十六夜の右みぎ腕うでに光が収束し始めた。だが〝疑似創星図〟ではない。十六夜の全身から放たれる光が右腕に収束しているのだ。

　血中経路に星せい辰しん粒りゆう子し体たいが満ち、人体の内外が時間概がい念ねんから切り離され始める。

　その構えは無骨そのもの。三年間苦し紛まぎれに学んだ武術などまるで反映されていない。しかし廃滅者は理解していた。

[image: ]

　次に放たれる一撃は、文字通り必殺の意味を持って繰くり出されるだろうことを。

「───〝Override with Another crown〟───[image: !!!]」

　紡つむがれる鍵かぎとなる言葉。限界まで高まる鼓こ動どうと血潮。

　疑ぎ似じ発光と呼ばれる現象が十六夜を包み込んだ刹那───




　───逆廻十六夜は、第六宇宙速度で天幕へと駆かけ上がった。




　　　　＊




　その夜───二つの激げき闘とうと三つの光がアトランティス大陸を包み込んだ。

　まだ初日という事もあり、その夜に参加者たちが衝突したのはその二戦のみに抑えられた。他ほかの参加者たちはまだ様子見ということなのだろう。

　山の麓ふもとの小屋に戻もどってきた逆廻十六夜は、小屋の中の人ひと影かげを確かく認にんして舌打ちした。

「………よう。そっちの首しゆ尾びはどうだ？」

「語るほどの事は何もない。〝ウロボロス〟の首領を名乗った男は逃にげ去り、私の化身アバターは見ての通りこの様だ」

　ボロボロの姿で嗤わらいを嚙み殺す紅玉の瞳ひとみの焰。

　だが言動や力を鑑かんがみれば、その中身が彼でないことは明白だ。

　十六夜は不快感を隠かくすことも無く再び舌打ちし、目の前の男を睨む。

「化身アバター、ね。まさか焰にテメェの化身の資格があるとは思わなかった。───どういうつもりだ、魔王アジ＝ダカーハ」

　右手に嵌はめられたB.D.Aを構え、十六夜は憤ふん怒ぬの表情で一歩前に出る。先ほどはパラシュラーマの危機回避を優先したが、本来なら先に此方こちらに取り掛かかるところだろう。

　アジ＝ダカーハと呼ばれた西郷焰は、クツクツと嗤いを嚙み殺しながら慇いん懃ぎん無礼な態度で寝しん台だいに腰こしかける。

「どうもこうもない。西郷焰は初めから、私の化身だった。少し考えればわかると思うが？　この化身は、私に成り代わり得る最も近い位置にいたと」

〝絶対悪〟───〝星辰粒子体〟を使い世界を滅ほろぼす可能性を持つ者。

　人類の未来は第三永久機関である〝星辰粒子体〟を得た権力者の暴走によって世界が滅びるのだというのが最終考察だった。しかしその考察に行きついたのは、オルフェウスに話を聞いた時、つまりついさっきだ。

　しかもその考察は僅かにずれていた。

「くそ、やられた。権力者の暴走は絶対悪の一つだが、世界を滅ぼすのは権力者じゃない。それは最後の引き金なんだ。絶対悪は当事者じゃなく、只の加害者だったんだ」

「そう。人類の文明。人類の進化。人類が生存を進めていく中、その軌き跡せきの中で必然的に零こぼれ落ちてしまった命。その嘆なげきによって育はぐくまれた者こそが〝絶対悪〟の申し子となる」

　少し考えればわかることだ。

　人類が人類を滅ぼす理由は、端たん的てきに言って三つしかない。

　何故なぜなら人類が人類を滅ぼす以上〝実行犯は戦いの結果として、人類に見返りを求めない〟存在でなければならない。つまり、権力者は該当しないのだ。

　考えられる可能性は三つ。

　一つ目は〝意図せぬ自じ滅めつ〟。

　二つ目は〝同じ人類である己おのれの破滅をも賭とした究極の献けん身しん〟。

　三つ目は───〝己の破滅をも内包した、人類への復ふく讐しゆう〟だ。

「故に世界を滅ぼす申し子は〝人類の全すべてに復讐する権利を持つ者〟となる。───そういう意味では、西郷焰は最もつとも加害者に近く、同時に被ひ害がい者しやでもあった。この未熟者が抱かかえていた理想は、人類の原罪の前に余りにも貧弱すぎたからな」

　故に愉たのしくて堪たまらないと牙きばを剝むくアジ＝ダカーハに、十六夜は今度こそ怒いかりの視線を向けた。

「………魔ま王おう。お前は焰が刻んできた軌跡を、嘲あざ笑わらうのか？」

「まさか。心の底から愉しんでいるが、嘲笑っているわけではない。誤解があったなら詫わびよう、我が勇者よ」

　笑えみを消し、腕を組むアジ＝ダカーハ。

　だがその紅玉の瞳は、未いまだに愉しさを抑えきれずに微笑ほほえんでいる。

「我が勇者よ。私は本来なら、西郷焰が人類を滅ぼそうと覚かく悟ごを決めた時にのみ顕けん現げんするはずだった。故にお前たち二人の覚悟が白皮症黒人の救済の方向に決まった時点で、私の霊格は西郷焰から完全に消しよう滅めつするはずだったのだ」

「………ふぅん？　つまりイレギュラーが起きた、と？」

　怪け訝げんな十六夜の瞳に対し、完全に笑みを消して魔王が頷うなずく。

「そう。今回の儀ぎを以もって、人類の未来は〝救済〟の方向に完全に固まった。後は太陽の主権戦争を残すのみとなったが………如何どうやら、それに異を唱える輩やからがいるらしい」

　ヒュゥ、と不ふ吉きつな風が二人の間を過ぎ去る。

　不快感をあらわにした魔王は舌打ちと共に窓から天を見上げた。

「………退たい廃はいの風が、吹ふき始めた」

「退廃の風？　最強の神殺しとかいうアレか？」

「そうだ。お前たちが〝退エンド廃・エンのプテイ風ネス〟と呼ぶ怪かい物ぶつ。無貌の魔王。アレが依より代しろを得て別の形で現れようとしている。───本来なら絶対に在り得ないはずの事だ。そのような未来は、何処どこにもなかったはずだ。今の私は歴史の修正者とでも思えばいい」

　在る筈はずの無かった未来が現れようとしている。

　三つ首の影かげを躍おどらせて怒る魔王は、風を摑つかむ様に拳こぶしを握りしめた。

「我が勇者よ。私が恥はじを忍しのんでこの未熟者に力を貸した理由は二つある。一つは当然、その無ぶ粋すいな魔王を速すみやかに処すこと。そしてもう一つは───〝絶対悪〟に挑いどんだ、全ての勇者の魂たましいを、未来に送り届ける為ためだ」

「…………」

　魔王との全ての戦いには、確かな意味があった。

　魔王の前で散った全ての犠ぎ牲せいには、全て価値があった。

　其それを証明する為には、連綿と続いてきた人類史を道半ばで終わらせるわけには往いかないのだ。

　だが当事者である十六夜は勇者と称たたえられ、不快そうに頭を搔かく。

「………ふん。そりゃ何とも痛快な話だが、こちとら生憎あいにくとアトランティス大陸の謎なぞ解ときの真っ最中でね。そっちに割さく暇ひまがどれだけあるやら」

「愚ぐ問もんだな。アトランティス大陸と〝星の巨おお釜がま〟に明確な共通点があることには、既すでに気が付いているのだろう？　ギリシャの地中海に眠ねむる巨釜を知っていればすぐに推測できることだ」

　ぐぬ、と言葉を飲む。肉体は西郷焰だが、流石さすがに中身は大魔王だ。誤ご魔ま化かしたところで意味が無いらしい。

「………逆廻十六夜。〝絶対悪〟を打ち倒たおした我が勇者よ。お前には、その責務がある。闇を欺き、運命の魔の手を搔かい潜くぐり───星の光より速く、未来に到とう達たつする義務が」

「っ………[image: !!!]」

　その為の力がソレだと、十六夜の右腕を指す。

　人体を疑似粒りゆう子し化させることによる光速運動。

　魔王アジ＝ダカーハが魂の力で引き出した最後の秘技。

「逆廻十六夜よ。退廃の風が吹き荒あれる前に、この大陸の謎を暴あばけ。他の誰だれかではない。───お前が〝偏へん見けん無き瞳〟を持つ者だと、私は信じている」

「っ………待てテメェ………[image: !!!]」

　ふっと、西郷焰は意識を失って倒れた。その身体からだに今までの様な威い圧あつ感かんは無い。魔王はこの身体を化身である焰に返したのだろう。

「くそ、言いたいことだけ言いやがって……俺にだって言い分くらいあるっての………[image: !!!]」

　三頭龍りゆうには言ってやりたい文句が山の様にあった。なのに自分だけ言いたいことを言って、さっさと眠りについてしまった。

　歯は嚙がみしながら天を睨にらむ。だが戦いに挑む理由が増えた。

　太陽の主権戦争───この謎に挑むことは、人類の未来と無関係ではない。それはつまり全てが繫つながっているということ。

　ならばあの三頭龍の影を摑むことも不可能ではない筈だ。

　今は踊おどらされてやってもいい。だが踊らされるだけで終わるつもりは無いと、逆廻十六夜は、運命の闇を睨むように星空を見上げ続けるのだった。







　あとがき







〝閉鎖世界〟は否決された。

〝絶対悪〟は善性に敗北した。

　そして最後の試練───無貌の魔王、人類退廃の時代がやってきた。




　　　　＊




　天が呼ぶッ[image: !!!]　地が呼ぶッ[image: !!!]　人が呼ぶッ[image: !!!]

　早く刊行しろと人は言う！　主に編集者が言うッ[image: !!!]

　約十か月ぶりの新刊、此こ処こに降臨ッッ[image: !!!]




　いやもう本当に難産だった！　途と中ちゆうで全改かい稿こうが二回ほどあったせいでギリギリのスケジュールになってしまいましたが、相変わらず速筆且かつ高クオリティのイラストを上げてくださるももこ先生には感謝の念しかございません。

　台湾でのサイン会やヨーロッパ旅行、水上都市ヴェネチア、ローマ教皇庁のあるバチカン、火山噴ふん火かで沈しずんだ街ポンペイなど行きつつ次の巻に備えております。

　第一部の頃ころから一番大きな謎なぞだった『この作品の人類はどの様な理由で滅ほろびを迎むかえるのか？』の謎ですが………楽しんでいただけたでしょうか？

　此処に至るまでに推理する為ためのありとあらゆる要素を撒まいたつもりではありますが、まあラノベにそんな綿密なもん求めてねえ、という方も沢たく山さんいると思うので、次回は可愛かわいい女の子にキャッキャウフフさせたい竜たつノの湖こです。青い空、青い海で戯たわむれるももこさんの描えがく可愛い女の子キャラとかそういうのそろそろ欲しいですよね。俺は欲しい。

〝アトランティス大陸〟編が終わるまでは、次回からガッツリ箱庭のお話となります。

　ミノタウロス伝承の謎、クリシュナ神を名乗る敵、そして〝ウロボロス〟を名乗る敵たちの真の目的とは！　………このうち三つくらいは攻こう略りやく出来るはず。

　とはいえ、此このままだと世界観とか摑つかみにくいですよね。

　前回も書きましたが、やはりこのシリーズを全すべて表現して読者にも楽しんでもらうには〝最初に提示されるべきだった世界〟を書かなくては駄だ目めだと編集さんと相談しました。

　人類退廃の時代。その象しよう徴ちようたる魔王。

「問題児シリーズ」が立ち上がる前の作品から引き継つがれた概がい念ねんであり、別作品にて一番最初に作られた神殺しの魔王。本来なら一番初めに提示される筈はずだった物語。

　其それに触ふれる内容があとがきの更さらに後に書かれているので、是ぜ非ひ確認してください。

　今年は頑がん張ばって全四冊………いや、三冊………？　は出せたらいいなと考えてますので、お付き合いいただけたら嬉うれしいです。

　それではまた次回、もしくはネット掲けい載さいでお会いしましょう！
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